


















































ワンワン物語２




～金持ちの犬にしてとは言ったが、フェンリルにしろとは言ってねえ！～【電子特別版】
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「わふー……（ああ、首輪が欲しい……）」

　穏やかな風が吹くお屋敷の裏庭で、俺はアンニュイなため息をついた。

　……自分で言っててなんだが、アンニュイってどういう意味だ？　フランス語だっけ？　分からん。にゅいにゅい。

　俺がこの体に転生してから、もうすぐ二ヶ月が経たとうとしている。

　社畜としてブラック企業に使い潰された前世、大おお神かみ朗ろう太たとしての人生は、快適すぎるペット生活のおかげで、もはやどうでもいい過去の記憶だ。

　優しいお嬢様に可愛かわいがられながら、好きなだけ食っちゃ寝しても怒られない。

　そんな幸せいっぱいの毎日を送っている俺にも悩みがあった。

「わふー……（はぁ、首輪……）」

　俺のにゅいにゅいなため息は、風に流されて消えてしまう。

　午後の気温は高めだが、木の陰にいれば快適だ。

　もうすぐメアリお嬢様が昼食を終えてやってくるだろう。それまで木陰でまどろむのが最近の日課であった。

「ちゅー？（なんぞ言ったかの？　ぬし様や）」

　俺のつぶやきに返事をしたのは、頭の上で丸まったネズミだ。

　青い色の毛並みが珍しいが、それもそのはず、こいつの正体はネズミじゃない。千年以上の時を生きる巨大なブルードラゴンなのだ。

　名前はレンヲヴルム。長くて呼びにくいので俺はレンと呼んでいる。

　お嬢様のご病気を治す薬草を取りに行った際、そこを巣にしていたこいつとやりあって以来の仲だ。

　あれは悲しい戦いだった。

　喪女とペロリストが罵倒し合う、どこに出しても恥ずかしい死闘の果てに俺は勝利し、よく分からない理由でこいつになつかれた。

　正確に言うと婿候補にされた。

　年齢どころか種族すら超えた求愛に、喪女のなりふり構わない感じが出ててすごい。

　以来、こうしてネズミに化けて俺の毛皮に住み着いている。プライベート侵されまくりである。

「わん（いや、だから首輪が欲しいんだよ）」

「……ちゅー？（……ふうむ？　わしの耳が遠くなったのか？　なんじゃって？　首取り？　どこぞの国主の首でも狙うておるのか？）」

「わんわん！（なにそれ物騒。じゃなくて、首輪だって！　首じゃなくて首輪が欲しいの！　しっかりしてお婆ばあちゃん！）」

「ちゅー！（だ、だだだ、誰がババアじゃ！　わしはまだまだ若竜じゃぞ！　うら若き乙女じゃぞ！）」

　千年級の喪女がぬかしおる。

「わんわん（お前が乙女かどうかはどうでもいい。とにかく俺は首輪が欲しいのだ）」

「……ち、ちゅー（……ど、どうでも良くはない。それに誇り高き魔ま狼ろう族が、従属の証あかしたる首輪を欲するなど、ぬし様は何を言っておるのじゃ……）」

「にゃーん（まぁ、ロウタさんがおかしなことを言い出すのは、今に始まったことじゃありませんし──ありませんにゃ、にゃ！）」

　日ひ除よけに使っていた木の上から、猫の鳴き声が返ってくる。

　見上げれば木の枝に手足を丸めて箱座りした紅あかい猫の姿があった。

　にゃ、とか無理やりキャラ付けしようとしているこいつは、ナフラ。

　正確には猫を入れ物にしたホムンクルスだとかいう話だが、詳しくは知らない。

　頻繁に屋敷へ出入りしては、俺のメシ皿に顔を突っ込んでくる泥棒猫だ。

　三杯目の茶ちや碗わんを笑顔で出してくる、遠慮のかけらもない強敵である。

「わんわん（おかしなこととは何だ。犬といえば首輪。首輪といえば犬。飼い犬が首輪を欲しがって何が悪い）」

「ちゅー（いや、ぬし様は犬ではなく魔狼じゃろうが。それも魔狼族すべての頂点に立つ、偉大なる魔狼王フェンリルであろう）」

「わんわん（ちがいますぅー。犬ですぅー。仮に魔狼だったとしても、可愛い可愛い子狼ですぅー）」

「にゃー（あははー、少しも可愛くないですー）」

「わん！（うるせー！　笑うな！）」

　お嬢様は可愛いって言ってくれるんだよ！　お嬢様以外誰も言ってくんないけど！

「ちゅー？（それで？　なにゆえ首輪が欲しいなどと言い出したのじゃ？）」

「わふ……（ふむ、よく聞いてくれた。まぁ見ててくれ）」

　俺は木陰から立ち上がると、小さい背で頑張って洗濯物を干しているメイドさんに狙いを定めた。

「んしょっ、んしょっ」

　背が足りてないのか、ピンと足先まで伸ばして、懸命にシーツを洗濯紐ひもにかけている。

　ツインテールにした黒髪がピョコピョコと跳ねていて実に可愛らしい。

　しかし、踏み台もなしにあんな干し方して大丈夫かね。そのうち失敗してまとめて落としそうな気がするぞ。

「わふっわふっ（おーい、ちっこいメイドさーん）」

　てってっと駆け寄り、メイドさんの足元にすり寄る。

「くーんくーん（お仕事、お疲れさーん。モフモフの毛を触ってリフレッシュタイムはいかがっすかー？）」

　お嬢様なら大喜びの俺のお誘いに、そのメイドさんは振り返って──

「ひ、ひぇぇぇぇぇぇぇぇっ!?」

　心底驚いて飛び上がり、かけたばかりのシーツにしがみつき、そのままずるずると地面にへたり込んだ。洗ったばかりのシーツが芝まみれだ。

「わ、わふっ（あ、あわわ、ごめんよ。そこまで驚くとは思ってなかった）」

「こ、来ないで……」

　メイドさんは怯おびえたように、尻餅をついたまま空から足あしを踏む。

「わふぅ（ぐへへ、ロリ顔の涙目最高です。ペロペロしたい）」

　……ではなく！

「わん（どうだ、見ろ。これが最近の俺に対する反応だ）」

　ここまで怯えるのはこのメイドさんぐらいだが、最近ますます大きくなった俺の姿を見て、みんな不審がっているようなのだ。

　主人であるパパさんやお嬢様が平気そうにしているので何も言わないが、『もしかしてこいつ犬ではないのでは？』的な視線を感じるようになってきた。

　いや、自意識過剰とかではなくて。

　全員が全員、俺の正体を疑っているというわけではないが、使用人たちがフシアナアイから目覚めようとしているのは間違いない。

　これはいかん、非常にいかん。

　俺が屋敷に来たばかりの頃と同じように接してくれるのは、コックであるジェイムズのおっさんくらいだ。

　ガハハ笑いで頭をなでて、美お味いしいご飯を作ってくれる。おっさん最高。最高オブ最高。

　もう一人、別の意味で態度が変わらない人もいるが、相変わらず俺のことを駆除対象として狙ってくるので除外する。

「ぐるるっ……！（ええい、食しよつ客かく剣士という名のライバルニート、ゼノビアちゃんめ……。俺で試し切りしようとする以外にやることはないのか……！）」

　怒りのあまり、思わず喉がグルグル鳴っちゃうぜ。

「い、いやぁっ……！」

　メイドさんは今にも食べられるのではないかと、恐怖の視線で見つめてくる。

　うう、つらい。その視線はつらい。

　今でこそこんな感じだが、このメイドさんだって俺が本当に小さい頃は、仕事中にこっそり抱き上げてくれたりしたんやで。柔らかな腹毛に顔を突っ込んだりしてたんやで。

　そんな可愛がられた思い出があるからこそ、この怯おびえ方かたはつらいものがある。

「わんわんっ！（それもこれも、原因はすべてこのフェンリルボディにある！　誰がこんな恐ろしい姿にしろって言ったよ！　俺が望んだのはただの犬！　金持ちの犬！　良いご飯食べすぎてちょっと脂肪でたるんでるくらいのやつ！　それをあのゆるふわ女神め、なにが特典だちくしょう……！）」

　天空を睨にらみつけ、俺を転生させたゆるふわ女神に憎しみの念を送る。

　青い空に、笑顔でひらひらと手を振り返してくる女神の幻が見えた。

「ちゅー？（うん？　女神ってなんの話じゃ？）」

「にゃーん（またおかしなこと言い始めましたねー。ここは聞き流すところですかねー？）」

　そういや俺が転生してきたことって、誰にも話したことがなかったな。

　教えてもややこしくなるか、または信じてもらえなくてバカにされるかだろうし、ナフラに乗っかって流してしまおう。

「わんわん！（俺の姿は確かに大きく恐ろしいかもしれない。生後二ヶ月（笑）かもしれない。犬（偽）かもしれない！　だが、そんな俺の怖さをマイルドにしてくれるアイテムが存在するのだ！　それこそがそう、ＫＵ・ＢＩ・ＷＡ!!）」

　思わず口からビームが出そうな勢いで、首輪への欲求を叫ぶ。

「ひぃっ!?　も、もういやぁぁぁぁぁっ！」

「ちゅー（ぬし様よ、大きい声を出すから、ますますこの娘むすめ子ごが怯えておるぞ）」

「わふん……（おっと、こいつは失礼）」

　シーツを抱きしめて震えるロリメイドさんをペロペロしたい誘惑をこらえる。

「わんわん（まぁ、つまりだ。犬といえば首輪。首輪といえば犬。体が大きくても、首輪を付けていれば安全そうな感じがするだろう？）」

　そうすれば、メイドさんも他の使用人たちも俺を恐れることはなくなるはずだ。

　人は記号に弱いからな。飼い犬的な装備をまとえば、きっとまたフシアナアイが発動して犬に見えるようになるはず。

「ちゅー（いや、まったくならんが？）」

「にゃー（ロウタさんの問題は、首輪一つではどうにもならないと思いますー）」

　半眼で否定するレンと、あははーと笑うナフラ。

「わんわん！（ええい、もういい！　お前らに相談した俺が馬鹿だった！）」

「ひっ!?　うぅっ……もうっ……なんなのよぅっ……！」

　いかんいかん。また大きな声を出してしまった。

　もう涙目どころか、完全に泣いとるがな。

　メイドさんは恐怖心が振り切れてしまったのか、ちょっと逆ギレしている。

　そんなところも可愛かわいいよ、ロリメイドさん。ペロペロしたい。

「ちゅー……（阿あ呆ほらしい……。わしはもう一寝入りするぞ）」

「にゃーん（ナフラも日向ひなたぼっこしてきますー）」

　レンは俺のたてがみの中へもぞもぞと潜り込み、ナフラは日当たりのいい場所を探して去っていってしまった。

　残されたのは、グスグスと鼻を鳴らすメイドさん、そしておすわりする俺。

　どうやって慰めたもんか。ペロペロしたら余計に泣きそうだし。このまま何もせずに立ち去るのが一番かなぁ。

　そんな風に思案していると、たくさんのシーツのカーテンの向こうから、小柄な影が近づいてきた。

「──ロウター。どこですかー？」

　はわっ、この声はメアリお嬢様っ!?

「あっ、こんなところにいたんですねっ。駄目ですよ、トアの仕事の邪魔をしたら──」

　白く並んだシーツの隙間からお嬢様が顔を出した。

　薄い色合いの金髪と深く青い瞳が印象的な少女がこちらに笑顔を向ける。

　ううむ、今日もばっちり可か憐れんだ。めっさ可愛い。

　しかし、愛らしいその表情が、現場を見てだんだんと曇っていく。

「ロウタ……？　何を……？」

　い、いかん。この絵面は誤解されるやつ！

　シーツを抱いて泣き崩れるメイドさん。その前でけたたましく吠ほえていた俺。

　どう見ても襲いかかる五秒前である。
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　そんなところを見られた。導き出される答えは──害獣認定!?　駆除!?

「くーんくーん！（ちちち、違うんや、お嬢様！　ワイは何もしとらんのや！　ちょっと膝裏にスリスリして、メイドさんの泣き顔に興奮してただけなんや！）」

　人間だったら立派な犯罪だが、ペットだから問題ない！　問題ないはずだ！

「トアに何かしたんですか？　泣かせちゃ駄目ですよ。めっ！」

　腰に手を当てて、人差し指をピンと立てて俺を叱るお嬢様。

　全然怖くない、っていうかめっちゃ可愛い。今日もめっちゃ可愛いよお嬢様。

「もうっ、そんなに尻尾を振って。ロウタは叱られてるんですよ？　めっ、めっ！」

「わふっわふっ（おっす！　ありがとうございます！　お代わりおなしゃす！）」

　頰ほおをふくらませるお嬢様はますます可愛い。尻尾もぶんぶん振っちゃう。

　あと黒髪ツインテールのメイドさん、トアちゃんっていうのか。覚えとこう。

「まぁ、トア！　お嬢様の前で何をやっているの……！」

　お嬢様を追って、お付きのメイドさん──ミランダさんが、この惨状を見て絶句する。

　洗ったばかりのシーツは、芝と土にまみれてしまっている。これはどう見ても洗い直しだろう。

「あ、あの、これは……その……！」

　混乱しているトアちゃんはしどろもどろだ。このままでは何らかの罰を与えられるかもしれない。

　それはあんまりだ。原因は完全に俺だしなぁ。このままトアちゃんが怒られるのは忍びねえ。

　しょうがない、いっちょやったるか。

「す、すみませんっ、ミランダ先輩──」

「わふっ（とりゃー！）」

　慌てて立ち上がろうとしたトアちゃんに飛びかかる。

「きゃ、きゃあああああああ──えっ？」

　俺の狙いはトアちゃん、ではなく、トアちゃんが抱きかかえていたシーツだ。

「わふーん（ふははは、これでもか！　これでもか！）」

　がぶりとくわえてゴロゴロと転がれば、シーツの汚れは当社比三〇〇パーセント増しである。

「まぁ！」

　草まみれになったシーツを見て、ミランダさんはぽかんとしたあと、怒りの矛先を俺へと変える。

「ロウタ！　いたずらが過ぎます！　ジェイムズ料理長に言って、お夕飯は抜きにしてもらいますよ！」

「わ、わふんっ!?（え、ちょま、そこまでの罰!?　飯抜きはらめえええええ！　成長期なのおおおおおお！）」

　シーツから口を離し、耳をぺたりと倒して伏せの姿勢を取る。

　忘れていた。ミランダさんも俺を怖がらない数少ない使用人のひとりだった。

「くーんくーん！（反省してるから！　お願い！　この通り！）」

「ミランダ。ロウタも反省しているみたいだから、叱らないであげて」

　さすがお嬢様、優しい。天使か。

　俺の首に抱きついて庇かばってくれるお嬢様にすりすりする。

「……仕方ありませんね。お嬢様、しばし離れることをお許し下さい」

　ふうと息をついて、ミランダさんは土まみれになったシーツを抱え上げる。

「トア、このシーツは私が洗い直しておきますから、残ったシーツを干してしまいなさい」

「は、はいっ！」

　ツインテールをぴょこんと跳ねさせて、洗濯かごに残ったシーツをかけていくトアちゃん。

　よしよし、話を有う耶や無む耶やにできたぞ。

「ロウタは邪魔にならないように、あっちで遊びましょうね」

「わんっ（はい喜んで！）」

　俺は尻尾を振りながら、中庭に向かって歩きだしたお嬢様についていく。

　トアちゃんがシーツを干す手を止め、何か言いたそうにこちらをチラチラと見ている。

　けど、近づいたらまた怖がらせるだけだろう。

　俺は気にせずお嬢様のお相手を務めることにした。

「ロウター、行きますよー」

「わんっ！（バッチコーイ！）」

　中庭でボール投げをして遊んだあと、木陰でお茶と読書を楽しみ、お嬢様はリフレッシュして午後の勉強へ戻っていった。

　ミッションコンプリートである。

　……あ、首輪。
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「本当ですかっ、お父様！」

　夜、居間でくつろいでいると、お嬢様が声を上げた。

「わふっ!?（えっ、なになに!?）」

　暖炉の前でまどろんでいた俺は、びっくりして顔を上げた。

　山が近くにあるせいか、このあたりは昼は暖かくとも、朝晩は冷え込むのだ。

　薪まきがぱちぱちとはぜる音をまったりと聞きながら惰眠をむさぼる。最高です。

「ああ、私が合流できるのは王都での取引のあとになるが、数日暇ができそうだ。しばらく向こうでゆっくりしてこよう」

「嬉うれしいです！　ありがとうお父様！」

「うむ、船もすでに呼んである。メアリの快気祝いにちょうどいいだろう」

　レンの巣から取ってきた薬草のおかげで、お嬢様の体調はすこぶる良好だ。日々の勉強から離れて羽を伸ばすのもいい、とパパさんも考えたのだろう。

「わふっ（それにしても船ってなんぞ？　ここって海が近いのかね？）」

　産まれてすぐこの屋敷に連れてこられたもんだから、周囲の地形なんてよく分かっていないんだよな。

　俺が知って言える地理と言えば、屋敷の北には広大な森が広がっていて、そのさらに北にレンの棲すんでいた滝があることくらいだ。

「ロウタ！　初めての一緒の旅行ですよ！　楽しみですねっ！」

「わふっ！（あっ、俺も連れて行ってもらえるのか。やったぜ！）」

　王都の宿と食事がいかほどのものか、この俺が試してやろうではないか。

　旅行に行っても食っちゃ寝以外に希望することはない。それが駄犬クオリティ。

「そういうことならば、ぜひ私も！」

　剣の柄つかに手首をかけて待機していた剣士が声を上げた。

　燃えるように赤い髪をポニーテールにした、怜れい悧りな顔立ちをした女性。それがゼノビア・レオンハートその人である。またの名をポンコツ剣士ゼノビアちゃんという。

　扉の横で警護役よろしく不動の姿勢だったが、自分の出番はここだと言わんばかりに、パパさんに詰め寄る。

「ご当主とお嬢様の安全は、この私めがお守りします！　どうかお任せください！」

「う、うむ。ゼノビア君は食しよつ客かくとして招いているので、そこまで張り切ってもらうことはないのだが、その厚意は非常にありがたく思うよ。ドラゴンを倒すほどの剣士である君が護衛してくれるなら心強い」

「あ、いや、ドラゴンの件については、その……」

　ドラゴン討伐の話が出てくると、ゼノビアちゃんは途端に口ごもってしまう。

　まぁ、ゼノビアちゃんのやったことって、場をかき回しただけだったからな。

　平和的解決をしようとしたドラゴンを不意打ちで攻撃して、怒らせた挙句に返り討ちっていう、まぁひどい有様だった。バツが悪くなるのも仕方あるまい。

　だが、ゼノビアちゃんが倒したことにしておいてもらわないと、今度は俺の正体が怪しまれるのだ。そのまま英雄でいてもらおうか。

「うぐぐ……」

　ウッシッシと心中で笑う俺を、ゼノビアちゃんが横目で睨にらんでくる。

　ふはは、その悔しそうな顔すごくそそるわー。ペロペロしたい。

「お父様っ、出発はいつになるんですか？」

「うむ、明日だ」

　答えるパパさんに、お嬢様の表情が凍りついた。

「ど、どうしてもっと早く言ってくれないんですか!?　早く用意しなきゃですっ！　ミランダ、手伝ってください！」

「はい、お嬢様。ですが、ご安心ください。時間は充分にございます。わたくしどもにお任せくださいませ」

　ミランダさんがあらあらまぁまぁと微笑ほほえみながら、部屋を飛び出すお嬢様についていく。慌てた様子は少しもない。

　この余裕、当家の使用人は優秀じゃぜ。

「まだまだ子供だと思っていたが、メアリももうレディの仲間入りか。女性の準備には時間がかかるのだなぁ」

　のほほんとパパさんは俺の頭をなでてくる。

「わんっ（せやな。男には分からん悩みやな。まぁ、この身ひとつの俺にはもっと関係ない話だけどな！）」

　唐突に決まった旅行だが、段々俺も楽しみになってきた。

　旅行とか、前世で行ったのは高校の修学旅行が最後じゃないか？　俺って想像以上にわびしい人生送ってたんだなぁ。

　今回の旅行、俺なりにお嬢様と楽しんでみるか。

　その夜、お嬢様は眠気と戦いながら、着替えや持っていく道具をああでもないこうでもないとメイドさんたちと選んでいた。

　ようやくベッドに入ったのは月がずいぶん高くなった頃だ。

「ふあぁぁ……、ロウタ……、明日の旅行楽しみですねえ……」

「くーん（ですです。だから明日起きれなくなる前に、早く寝ちゃいましょうね）」

　俺がでかく育ったせいで、天蓋付きの豪華なベッドでも結構狭い。必然お嬢様はいつも俺に抱きついて眠ることになる。

　俺のモフモフの毛に顔を押し付けると、お嬢様はそのまますぐに寝息を立て始めた。

「くぁぁぁぁふっ（俺も寝よ寝よ……。おやすみなさい、お嬢様）」

　大きなあくびを一つして、明日からの旅行を楽しみに、俺もまた眠りに落ちるのだった。
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　ファルクス家のお屋敷は、城と見み紛まがうレベルの豪華さだが、当然その屋敷を囲む敷地も相当な広さである。

　特に中庭の広さなど相当なもので、俺が通ってた中学のグラウンドくらいは余裕である。

　もちろんただ広いだけではない。その設計も緻密だ。

　腕のいい造ガ園ー庭デ師ナーの仕事ぶりは、庭を豊かな芝生で隙間なく埋める。僅かな誤差も許さず長さを整えられた芝生が広がる様は、まるで緑の絨じゆう毯たんだ。

　中央の噴水からは八方へ白石の道が延び、道を通る者の目を楽しませるために、テーマに沿った花が植えられている。

　それはもう見事なまでの、ザ・金持ちなお庭なのだ。

　その当家が誇る最高の庭が──

「わっふぅぅぅぅ!?（でっけぇぇぇぇぇぇぇぇっ!?）」

　巨大な船によってスペースをなくしていた。

　微風を渦巻かせながら、地面から僅かに浮いて佇たたずむ巨船。

　俺はあんぐりと口を開けて、その威容を見上げる。

「わふ……（パパさんが昨日言ってたもう船を呼んであるって、飛行船のことだったのか……！）」

　飛行船と言っても、俺の知る長細い風船に客室が合体したような形ではなく、どちらかと言うと風を受けて進む帆船の形に近い。

　落ち着いたダークブラウンの船体は木造で、船首には女性像が空の安全を守護している。

　あの像、良く見たら、俺を転生させたゆるふわ女神に似てるような……。この世界の人たちに信仰されてたりするのだろうか。

「わんわん（てか、どうやって浮いてるんだろうこれ。やっぱ魔法かな。すげえな魔法。万能すぎる。こんなドでかい船なのに）」

　物を浮かしたりする魔法は、ナフラやその飼い主であるヘカーテが使っているのを見たことはあるが、規模が段違いだ。

「ふむ、この船が気になるかね？　ロウタよ」

　ぽかんと口を開ける俺の隣からパパさんが声をかけてきた。

「これは我がファルクス商会の開発した、飛空大型客船。そのフラグシップとなるエレミア号だ」

　パパさんは誇らしげに口ひげをなでる。

「王都の魔導技研から技術提供を受けて設計建造した船でな。一六もの排魔筒を有した超大型の浮フロ遊ウ卵・石ルウ式魔導炉を四つも搭載することで、長距離を非常に高速でかつ静かに航行できる。再来年の春から正式運行する予定なのだが、この船は試行運用という名目で私が買い上げたのだ。今はまだ王侯貴族の接待を目的とした高級船だが、ゆくゆくはこれを量産し、コストを下げた輸送船で多くの民や大量の荷を積んで大陸間を移動できるようにするのが目標だな。天候や国境線、空棲の魔物など、解決すべき問題は山のように──」

　おもちゃを自慢する子供のように、パパさんは長々しい薀うん蓄ちくを語ってくれるが、俺の耳にはまるで入ってこない。

「わふっわふっ（へー、ふーん、すごーい。なるほどー。へー、ふーん、すごーい。なるほどー）」

「そうかそうか、お前も私の夢を分かってくれるか」

「わふっ（いや、だから全然分からんて。説明とかめっさどうでもいいですわ。船がＳＵＧＥＥＥＥことだけは分かった）」

　あれ？　てことは、これパパさんの持ち船なの？　この馬鹿でかい飛空船とやらを個人所有してるの？

　やべえ、パパさんやべえ。ってか、当家の財力がやべえ。

「お父様っ、お父様っ」

　後ろに控えたお嬢様が、待ちきれないと言わんばかりに、パパさんの袖を引く。

「おお、そうだったな。話は中でもできる。乗船しよう」

　船の横に設けられた扉が乗船口のようだ。傾斜のあるハシゴをかけられた入り口はいくつもあり、さっきまで使用人たちがせっせと荷物を運び込んでいた。

「「「行ってらっしゃいませ、旦那様、お嬢様」」」

　見送りに並んだ使用人一同が、一糸乱れず頭を下げる。

　同行するメイドさんは、パパさんとお嬢様のお世話をするミランダさんを筆頭にした数人だけだ。俺が怖くてみんな行きたがらなかったとかじゃないよね。

　違うよね!?　遠慮しただけだよね!?

「気をつけて行ってこいよー」

　見送る使用人たちのちょっと後ろで、ジェイムズのおっさんがコック帽を脱いで手を振っていた。

　おっさんはコックとして働いてるけど、パパさんの個人的な友人であって、厳密には使用人ではないからな。

　旅行にも一緒に行こうと誘われてたみたいだけど、色々と忙しいみたいで遠慮していた。

　パパさんがしょんぼりしていたが、俺だってちょっとしょんぼりしている。

　だって旅行中、おっさんのご飯食べられないじゃん！

　毎日五食、いや一〇食は食べたいくらいなのに、それが何日もおあずけなんて……。

「わふっ（こうなったら王都のコックがいかほどの腕前か、この俺が試してくれようではないか！）」

　パパさんのおごりで！　めっちゃいいご飯用意してもらおうではないか！　パパさんのおごりで！

「おい、初めての旅行だからといって浮かれるんじゃないぞ。お前が旅先で妙なことをすれば、旦那様やお嬢様にご迷惑をおかけすることになるのだからな」

　そう小声で話しかけてくるのは、旅行中の護衛を買って出たゼノビアちゃんだ。

　薬草探しで苦楽をともにした間柄なのに、ちっとも態度が軟化する様子がない。

　相も変わらず警戒心バリバリだ。常時向けられる殺気が肌に痛いです。

　お嬢様と遊んでると木の陰からじっと見てくるし、お風呂入ってるときも外に気配を感じるし、お嬢様の勉強中に昼寝してたら勝負を挑んでくるし。

　なんなの？　ストーカーなの？　実は逆に俺のこと好きなんじゃないの？

　胡う乱ろんげな視線を送りながら、ゼノビアちゃんを観察する。

「わんっ（俺に構うより、自分のことを心配した方がいいと思うぞ、ゼノビアちゃん。旅行中にはぐれて迷子にならんように気をつけるんやで）」

　筋金入りの方向音痴なんだから。

　道が複雑な都会で迷子になったら、一生遭難するハメになるぞ。

「な、なんだその目は。私に落ち度でもあると言う気か」

「わふー（いやー、張り切ってるところ悪いけど、また肝心なときに役に立たない気配がするんだよねぇ……）」

「くっ、……たしかに竜退治で不覚を取ったのは事実。だが、今回は貴様の出番はない。旦那様とお嬢様の安全は私がお守りするのだからな……！」

「わふん（いやまぁ、一介のペットに護衛能力を求められても困るけども。それじゃあ全部おまかせするから、久しぶりの勤労を頑張ってくれたまえよキミ）」

　こんな時くらいじゃないと働くタイミングがないんだから。

　同じく働いてない俺だが、罪悪感は一ミリもない！

　なぜならペットだから！　駄犬生活最高です！

「行きましょうロウタ！　一番乗りですよっ！」

　乗客に挨拶をしようとする飛空船の船長に、ごきげんようと裾を摘つまんで挨拶すると、お嬢様は勢いよく乗船口に突撃していく。

　うーん、相変わらず清せい楚そな見た目に反しておてんばだ。我がご主人様はそんなところも可愛かわいいぜ。

「お嬢様！　お待ち下さい！　私もお供いたします！」

　ゼノビアちゃんがその背を追って駆け出す。

「わんわんっ（お嬢様ー、待ってー）」

　あんまり先に行くと迷うから！　ゼノビアちゃんが迷うから！　置いていったら絶対迷うから！　待って！　ほんとに待ってー！
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「ロウタ、早く早くっ」

「わんわんっ（お嬢様、急ぎすぎ！）」

　元気良く走るお嬢様のあとを頑張って追いかける。

　十分な広さがあるとは言え、俺の巨体には結構狭いのだ。

　すれ違う船員さんが俺を見てひっくり返るが、話は通っているのか騒ぎになったりはしない。

　すまん、船員さん。こんなでかいのが船内を走り回ってたら、そりゃびっくりするわな。

「階段がありますよロウタ！　登ってみましょう！」

「わふん（んもー、お嬢様ったらはしゃいじゃって。まだ船に乗ったばかりですぜ）」

　船内をあちこち気の赴くままに探索したおかげで、もう俺にも自分たちがどこにいるか分かってない。

　機関室を覗のぞいて動力である宝石のような結晶を見せてもらったり、操そう舵だ室しつで船長さんに帽子をかぶらせてもらって舵かじを触ったり。あちこち好き放題に探索した。

　客船を名乗るだけあって、各客室の寝具や調度のたぐいも一級品で、船の微妙な揺れがなければ、どこのロイヤルスイートルームだよって造りだ。

　レストランはもちろん、ちょっとしたバーや遊戯室みたいな場所もあった。

　パパさんが自慢するだけのことはある。見事な豪華客船だ。前世でもこんな船に乗って旅行してみたかった……。いや、やめよう。今はこの幸せを嚙かみしめるときなのだから。

　え？　ゼノビアちゃんがいないって？

　あいつは置いてきた。この先の探索について来れそうにないからな。

　今頃どこかで、迷子になったお嬢様を早く見つけなければ、とか使命感に燃えているに違いない。実際に迷子になってるのはゼノビアちゃんだが。

　カンカンとお嬢様の靴が小気味よく足音を刻む。

　階段を登り続けると、出口が見えた。真っ白な光で目がくらみ、出口を抜けると──

「わああああ……！」

　お嬢様が感嘆の声を上げる。

　そこには真っ青な空と、雲海が広がっていた。

「わふっ（うおお、すっげえ！　絶景だ！）」

　ここは甲板か。いつの間にか船の一番高い所まで来ていたらしい。

　それにしても見事な景色だ。

　見上げれば深い色合いの蒼そう空くう。下を見ればなだらかに続く真っ白な雲海。

「わふぅ……（前世の出張で何度も飛行機から見る機会はあったけど、窓越しじゃない生なまの景色だとこんなに違って見えるのか……）」

　三六〇度どこまでも続く景色は美しく、雄大だった。エコノミークラスの小さな窓から見る窮屈な空とはまったく違う。

　雲を波のようにかき分けながら、飛空船が空を進む。

「綺き麗れいですねえ……」

　お嬢様は甲板の柵に手をかけ、風になびく髪を押さえながら、空の風景を楽しんでいる。

「わんっ（そうしてると、お嬢様は絵になるなぁ）」

　どんな名画もこの光景には敵かなうまい。もう視界を切り取って永久保存しておきたい。カメラを持っていたら、全身全霊で撮影していたところだ。

　ああ、お嬢様、超お美しい。

「わう？（あれ？　そういや変だぞ？）」

　これだけ高い位置を飛んでいるのに、空気は薄くないし、気温もさして低くない。ちょっと肌寒い程度だ。

「それは風の精霊と契約して、外気を遮る結界を張っているからねぇ」

「わふっ？（この声は……！）」

　聞くだけで相手を腰砕けにさせそうな、艶あでやかな女の声音に振り返る。

「ヘカーテ先生！」

「遅かったわねぇ。待ちくたびれたわぁ」

　酒の入ったグラスを片手に、つばの広い魔女帽をかぶった美女がそこにいた。

「わんわん（おっ、ヘカーテじゃん。お前も乗ってたのか）」

「ふふ、私はメアリちゃんの主治医ですもの。患者の術後の経過は見守らなきゃいけないわぁ」

「もうすっかり元気ですよっ！　ヘカーテ先生のお薬のおかげです！」

「あら、お礼なら私じゃなくて……。あら、これは言っちゃ駄目だったわねぇ」

　ヘカーテが俺を見ながら意味深に微笑ほほえむ。

　しーっ！　内緒だから！　薬を取りに行った件は、お嬢様には絶対内緒だから！

「えっ、なんですか？　秘密のお話ですか？　わたしにも教えてくださいっ」

「うふふ、だーめぇ」

「えー、先生ずるいー」
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　お嬢様がじゃれつくようにヘカーテの腕をひっぱる。

　うふふー、美女と美少女が戯れる姿、めっちゃなごむー。

「でも先生と一緒に旅行ができるなんて素敵！」

「私も王都に用事があったからちょうどよかったわぁ。転移魔法で一瞬なんて味気ないものねぇ」

「メアリ、こんなところにいたのかね。探検は楽しかったかね？」

　そこへパパさんが階段を登ってやってきた。その後ろにはバツが悪そうなゼノビアちゃんもいる。

　ははーん、これはあれだな。パパさんが来る途中で、迷子のゼノビアちゃんを拾って連れてきたんだな。

「わふー（やーいやーい、ゼノビアちゃんの護衛失格ー）」

　お嬢様に見えないように、舌を出して馬鹿にしてやる。

「くっ……！　き、貴様ぁっ……！」

「わ、わんわん！（あ、ちょ、船内で抜刀は良くないと思います！　お嬢様！　見て見て！　ほらほら！　殿中にござる！）」

　速攻でお嬢様に言いつけたった。

「どうしたんですか、ロウタ？」

「ぐ、ぐぬぬ……！」

　流石さすがにみんなの前ではやらかせないと判断したのか、ゼノビアちゃんは悔しそうな顔をしたまま、腰の剣から手を離す。

「わふっ（ふっ、勝った）」

　お嬢様の背中に隠れながら勝ち誇っていると、パパさんがなにやら驚きに目を見開いていた。

「ヘ、ヘカーテ先生!?　何な故ぜここに……!?　貴方あなたをお呼びした覚えは……」

「あらぁ？　まるで私がここにいると困るみたいな口ぶりねぇ？」

「い、いえ！　そんなことは！」

　滅相もないと首を振るパパさん。いつも威厳たっぷりのパパさんも、ヘカーテの前では形無しだ。

　パパさんが相当若い頃からの知り合いらしいし、弱みの一つ二つ握られていても不思議はないな。

「ガンドルフ、初めて乗ってみたけれど、とても良い船ねぇ」

「はっ？　はい、ありがとうございます。ファルクスの名に相応ふさわしい船だと自負しています」

　唐突な問いかけに、パパさんは疑問符を浮かべながら律儀に答える。

「そうねぇ、私もそう思うわぁ。ところで、この立派な飛空船の遮風結界を張るために、精霊との契約の橋渡しをしたのは誰だったかしらぁ？」

　にこぉ、っとヘカーテは悪い魔女の笑みを浮かべる。

「そ、それは、ヘカーテ先生です」

　パパさんの額を汗が伝う。

「堅物で有名な魔導技術研究所の主任に話を通したのはぁ？」

「ヘカーテ先生です！」

「飛空船に積む浮遊鉱石の結晶孵ふ化か術式を提供したのはぁ？」

「ヘカーテ先生です！」

「そうよねぇ。それなりに貢献したつもりだったのだけど、どうして呼んでもらえなかったのかしらぁ？」

「…………！」

　あ、これもう最初から勝負になってないわ。ヘカーテがいなかったら造船できてなかったレベルで深く関わってるじゃん。

　魔女で医者で王都にもコネがあるとか、何だこの完璧超人。これで食い意地が張ってなくて、酒泥棒じゃなくて、性格が腐ってさえなかったら……。

　だらだらと冷や汗を流すパパさんに、ヘカーテは笑みをますます深くする。

「それでぇ、何か言うことはあるかしらぁ？」

「お好きなだけご乗船ください！　最高の船旅をご提供いたします！」

「あら、ありがとう。嬉うれしいわぁ」

　悪い笑顔から一転、淑女のように頰ほおに手を当てて微笑んで、ヘカーテは琥こ珀はく色いろの酒を呷あおった。

　パパさんは大きくため息をついて、ヘカーテの飲んでいるその酒に目を向けた。

「と、ところで、先生。貴方の飲んでいるその酒は……」

　震える指先を伸ばし、ヘカーテの周囲でふわふわと浮いていた酒瓶を指差す。

「これかしらぁ。セレンホルンの五八年ものよぉ」

　ヘカーテはグラスに残っていた酒をくいっと飲み干すと、美お味いしそうにほぅと息をつく。

　浮いていた酒瓶が傾き、すぐさまお代わりを注ついだ。

「そうではなく！　それは私が移動中に飲もうと前々から用意してあったもので……！　あぁぁっ、貴重な酒をそんなに並々と……！」

「あら、そうなのぉ？」

「はい！　それだけは返していただきたい！」

　力強く右拳を握りしめて答えるパパさん。絶対に取り戻すと、その瞳に強い力を込めてヘカーテと対たい峙じする。

　どんだけ飲みたいんだその酒。俺もちょっと飲みたいぞ。

「……ふぅん」

　グラスに口をつけて、ヘカーテは不敵に目を細める。

　あ、これまたやり込められるやつだ。

「ガンドルフ、この間の健康診断の結果を覚えているかしらぁ？」

「は、はうぁっ……！」

　ヘカーテの問いかけに、パパさんが肩を震わせた。

　なんだなんだ。パパさん健康に問題でもあるのか？

「食べ過ぎ飲み過ぎ。尿酸値が基準値ぎりぎりで痛風になる恐れがあるって、ちゃんと伝えたわよねぇ？」

　ぶは、痛風って。パパさん贅ぜい沢たくしすぎ。毎夜晩酌でチーズのハチミツがけとか食いまくってたらそうなるわ。

　いや、笑い事じゃないよ。めっちゃ痛いらしいじゃんアレ。なったことないから分からんけど、文字通り風が吹いただけで痛いとかなんとか。

「食事療法を勧めたわよねぇ。お酒も控えめにねって言ったわよねぇ」

「はい……」

　脱水症状を起こしそうな勢いで汗を流しながら、パパさんはガクガクブルブルと震えている。

「あらあらぁ？　なのに、このお酒はどういうことかしらぁ？　セラーにも良いお酒がたっぷり置いてあったわねぇ。ガンドルフったら、私の見えないところで脂っこいものを肴さかなに楽しんじゃおうって魂胆だったのかしらぁ？」

「それは、ちが、ちが、ちが……いません」

「反省したぁ？」

「しました……」

「じゃあお酒、控えましょうねぇ」

「はい……」

「私は飲むけどねぇ」

「……好きなだけ、ご賞味ください……」

　パパさんは滂ぼう沱だと涙を流しながら泣き崩れる。

　ヘカーテがよくお屋敷に来てパパさんのお酒持っていっちゃうのは、この辺が理由なのかな。

「ふふ、このお酒本当に美味しいわぁ」

　違うわ。自分が飲みたいだけだわこれ。

「うっ……うっ……。方々に手をつくしてやっと手に入れたというのに……」

　パパさんめっちゃ泣いてる。というか、娘の前で情けない姿をさらし過ぎだろうこの人。

　見た目がダンディなイケオジだけに、四よつん這ばいになって泣き崩れる姿はなかなか来るものがある。

「お父様……」

　涙でぐちゃぐちゃになったパパさんの顔を、お嬢様がハンカチで拭いてやる。

「お父様っ。わたし、喉が渇きましたっ。良ければお茶をご一緒しませんか？」

「おお、メアリ……」

　酒を飲めない父のために、ティータイムで慰めようとするなんて、お嬢様は天使なのだろうか。

　いや、天使だわ。間違いないわ。プリティーマイエンジェルだわ。

　感動でまた涙ぐむパパさんを連れて、お嬢様は甲板を後にする。

「わんわん（俺もついていこーっと。お茶菓子もらえるかもしれんし！）」

　うきうきしながら駆け出すと、首筋のところがもぞもぞと動いた。

「ちゅー……（なんじゃあ、うるさいのう……）」

「わふっ（お、今頃起きたのか）」

　フサフサのたてがみから、眠たげな顔をしたネズミが顔を出し、周囲の光景に目を見開いた。

「ちゅーっ!?（な、なんじゃぁぁぁぁっ!?　なんで空にいるんじゃぁぁぁぁっ!?　ここはどこじゃぁぁぁぁっ!?）」

「わんっ!?（そこからかよ!?　お前いったいいつから寝てたんだよ!?）」

　思い返してみたら、昨日の昼あたりから声を聞いてない。

　こいつ、二四時間ぶっ続けで寝てたのか。寝過ぎにも程がある。なんというニートの鏡。

　くそっ、なんか負けた気分だ！

「ちゅーちゅー……（まぁよい……。空の上じゃろうがわしの存在はゆらぎはせぬ。それより、わしは腹が減ったぞ。ぬし様よ、説明がてら食事を用意するのじゃ）」

「わんわん！（うっせー。居候のくせに図ずう々ずうしいぞ。オメーの昼飯は茶菓子のかけらで十分だ）」

「ちゅー（ほう、菓子か。よいぞ。甘いものはわしも好むところじゃ）」

　くっ、こいつへこたれねぇ……！

「わふっ（あーもう、分かったよ。ちゃんと分けてやるから、絶対俺の毛皮から顔だすなよ）」

　どう見ても害獣なんだから。

　ネズミを見つけたコックがどんなに恐ろしいか分かっているのか。

「ちゅー（承知しておる。ぬし様の立場を悪くするようなことはせぬよ。わしは亭主を立てる女じゃからのう）」

「わんわん（誰が亭主だ。結婚ってのは双方の合意があって初めて成り立つんだよ）」

　種族的にも年齢的にもアウトすぎるわ。

　嫁も子供もノーセンキュー。結婚は人生の墓場である。

　理想の生活とは、ペットとして飼われることなのだ。

　ああ、一生お嬢様に飼われたい。甘やかされたいモフられたい。ドラゴンの夫とか死んでもごめんである。

「わん（お前で思い出したけど、ナフラがいねーな）」

　ヘカーテがいるってことは一緒に来てそうというか、強制的に連行されてそうなもんだが。

「ちゅー（ふふー、ではわしがぬし様を独り占めじゃのう）」

「わふ（はいはい、良かったですねー）」

「ちゅー！（ぬし様はつれないのじゃ！　いけずじゃ！　構え！）」

　レンと軽口を交わし合いながら、お嬢様たちのいる談話室へ向かうと、

「にゃーん（遅かったですねー、ロウタさん。お菓子おいしいですよー）」

　暖かい部屋の中で、茶菓子をむさぼるナフラがいた。

「にゃふ？（どうしたんですかロウタさん、そんなに怖い顔をして。あ、ごめんなさい。怖い顔は元々でしたねー）」

　口いっぱいにお菓子を頰ほお張ばりながら、にゃふふと前足の肉球を口に当てる。

「わん（その美味しいお菓子とやらは、どこにあるんだ？）」

「……にゃ？（……あれ？　ないですねー？　おかしいですねー？）」

「わんわん！（おかしいのはお前の食い意地じゃぁぁぁっ！）」

　ひとしきり前足で転がし倒してやった。
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「わふぅん（ほほう、やるじゃないかキミィ）」

　大皿に盛られた夕ゆう餉げに、俺は上から目線で評価を下した。

『こちらメインディッシュとなる、トビウオのムニエルでございます。お迎えのおりに上空で旬の大群に遭遇しまして、手て空すきの船員を引き連れて釣り上げた次第です』

『ははは、釣り好きは師匠譲りかね』

「わふわふ（ははは、そうなのかね）」

　隣の部屋から聞こえてくるコックの説明に、俺が勝手に相あい槌づちを打っているだけで、実際はパパさんたちとは別室にいるのだった。

「くーん（寂しくなんてないんだぜ、ぐすん）」

　ていうか、うちには居候もいるもんだから、あんま人前で飯を食えないという事情があるんだよなぁ。

　それにガツガツと音を立てて食べるのも、行儀が悪いと思われてそうだ。おもにメイドさんたちに。

　でもさ、飯は好きな様に食べたいじゃん。お貴族様のお上品な食い方などペットには無用。勢いよく頭からかっ食らうのが俺の流儀よ。

　あ、そうそう。この世界のトビウオはガチで空を飛べるファンタジー生物らしい。

　ちなみに、前世の世界にいたトビウオも、最高で五〇〇メートル近く飛べるんだぜ。

「わふ……（……あっちも大概ファンタジーだな）」

　トビウオすげえ。トビウオやべえ。

　だが、一番やべえのはこの香りだ。

　小麦粉をまぶして焼いただけの料理。それがムニエル。たかがムニエル。だがしかし、侮るなかれ。

　魚の脂とバターが合わさった芳ほう醇じゆんな香りは、尋常じゃない旨うま味みを鼻に伝えてくる。

「わふっ（見てくださいよ。このツヤツヤとした身の照り方！）」

　三枚に卸した身はぽってりと柔らかそうで、少し押すだけで肉汁が染み出てきそうだ。

　小麦粉と香辛料をまぶして焼き上げた皮は、ザクザクと音を立てるのが見ただけで分かる。

　トビウオを象徴する羽のように長いヒレは、適温の油でパリパリに揚げられて、付け合わせのスナックとしてムニエルのそばに添えられていた。

　食材を無駄にしないこの精神、ジェイムズのおっさんを思い出させるぜ。

「わふぅ（正直、たまりませんわ……）」

　我慢するのも限界だ。いざ、実食!!

　大きく口を開けて、パクンとまるごと一口。

　パリッとした衣ころもが破けた途端、中からジュワァっと旨味が染み出してくる。

「わふぅぅぅっ!?（う、うんめええええええええっ!?）」

　脂！　まったくしつこさのない脂！　まさに飛んでいきそうなほど軽い食感に、バターの香りが鼻から抜けていって、なんじゃこりゃうめえええええっ!?

「にゃーん（はわー！　ほっぺた落ちちゃうぅぅぅぅ！）」

「ちゅー！（ほぉぉぉぉぉっ、これは美味じゃのう！）」

　いつの間にかいたナフラとレンが、俺と同じく大皿のムニエルに舌鼓をうっている。

　いや、でもこれ本当に美う味まいわ。外側のパリッと感と中の溶けそうなほど柔らかい身が極上の触感を生み出している。

　この付け合わせのヒレ揚げも、トマトの酸味が効いたソースがかけてあって、ムニエルの合間に食べると、口の中が爽やかになって無限に食い続けられそうだ。

　最高だわ。満点あげちゃう。

『ふむ、美味い。また腕を上げたようだな。師匠越えも近いかね？』

　はっはっは、とパパさんの上機嫌な笑い声が聞こえてくる。

『まさか。私など、師の半分にすら届いておりません』

『ふぅむ、このムニエルはジェイムズのものに勝るとも劣らぬ一品だと思うが、料理の道もまた奥が深いか』

　うんうん、とパパさんがうなずく様子が目に浮かぶ。

　驚いた。このムニエルを作ったコックさん、ジェイムズのおっさんの弟子だったのか。そりゃめちゃくちゃ美味いわけだよ。

『その、ファルクス様。師は元気にしているでしょうか？　師はあの性格ですから、手紙の一つもありませんので……』

『ああ、もちろん元気でやっているとも。君も見ただろう？　新しい家族のおかげで毎日料理が楽しそうだ』

『ああ、あの大きな白い犬……。犬？　でよろしいですよね？』

　犬だよ！　可愛かわいくてモフモフな子犬だよ！　おっさんの弟子ならフシアナアイも継承しててよ！

『ああ、ロウタといってな。あの大食漢を満足させるのは大変だ、と毎日嬉うれしそうにメニューを考えているよ』

『そうですか。良かった……。最後まで教えを受けられなかったことだけが心残りですが、あの人が幸せならなによりです。あんなことさえなければ、師は今でも王宮の総料理長をやっていたでしょうから』

『まぁ、王族を殴り飛ばしたのは、流石さすがにやり過ぎだったなぁ。捕まる前に私の屋敷で匿かくまうのが精一杯だった』

「わぶふっ!?（ぶふぅぅっ！　何やってんのあの人!?）」

　破天荒にも程があるだろ。極刑も免れないやつじゃないのそれ。

「にゃふーっ！（うひゃあ！　ばっちい！　ばっちいですー！）」

　あ、すまん。

「ちゅー……（まったく、ぬし様は行儀が悪いのう。どれ、わしが口を拭いてやろうぞ……ぐぬぬ、手が、手が届かぬ……）」

　そっかぁ、ジェイムズのおっさんはやっぱ凄すごい人だったんだな。王族の料理まで任されるほどの腕前だったとは。

　まぁ、俺はただ者じゃないと最初から見抜いていたけどな！

『ほとぼりも冷めた頃だろうと思って、今回の旅行にも誘ったのだがね。断られてしまった。新しいレシピの構想や畑の世話に忙しいそうだ』

『ははは、師匠らしいです』

　昔からおっさんはあんな感じらしい。

　ま、おっさんはどこにいても、おっさんってことだな。
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「見てください、ロウタ。ほら、あんなに月が大きくて綺き麗れい……」

　客室のベッドは高級な作りとは言え、お嬢様の豪ごう奢しやなベッドに比べるとやはり手狭だ。

　俺がベッドに潜り込むと寝返りも打てないほどなのだが、お嬢様は気にせず俺にぎゅーっとひっついている。

「わふっ（おお、たしかに見事な満月だ）」

　客室の丸い窓から見渡す景色は、昼の壮大さとはまた違った美しさだ。

　月に照らされた雲海は白く幻想的で、前世では絶対に見ることのできない美しさなのだと強く感じられた。あと、めっちゃ遠とお吠ぼえしたい。

　こうやって美しいものを美しいと感じられるのは、お嬢様はもちろんファルクス家のみんながいてくれるからだ。

　家族も友人もなく、ただただ無感情に働き続けて過労死した自分のままだったら、この風景を見ても感動すらしなかったと思う。

　あの頃からは考えられないほど、俺は幸せだ。この暮らしを守るためなら、俺は何だってしよう。

　あ、もちろん働かない方向で。

　そう誓いを新たにして、俺はお嬢様と眠りにつくのだった。
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　翌朝、飛空船は高度を下げ、王都近くの海上へと降下していた。

　キラキラと太陽の光を反射する海面が、ゆっくりと近づいてくる。

　着水は衝撃を感じさせない緩やかさで、しかし飛空船の巨体はしぶきを上げて海面に波を立たせた。

「きゃふんっ！（うひゃっ、しぶきが！　鼻に入った！　目にしみるぅ！）」

　跳ねた海水が俺の顔をしたたかに叩たたく。

　着水の瞬間を近くで見たくて、船首から下を覗のぞき込んでいたのが良くなかった。

「もうロウタったら」

　前足で顔を拭おうとする俺を見て、お嬢様がクスクスと笑う。

　ふへへ、お嬢様の笑顔はいつ見ても可愛い。スリスリしたい。

「にゃーん（ロウタさんは顔を洗うのが下手ですねー）」

　ペロペロと前足を舐なめて、ナフラが器用に体を毛づくろいする。

「わふっ（猫と一緒にされても困るし）」

　骨格からして違うでしょ。

　体をブルブルと振って水気を払い、甲板の手すりに前足をかけて、眼前の光景を目に収める。

「わぉぉぉんっ!!（すっげぇぇぇぇぇぇっ!!）」

　白亜の王都が全景に広がっていた。

　青い空と海に挟まれた城壁が白く輝いて眩まぶしい。壁は広大な土地をぐるりと囲み、海以外の何者からの侵入をも防いでいる。

　魔物が存在するという、この世界ならではの構造ってやつかな。

　真ん中に大きく建つ建物が、王様の住む城なんだろか。

　城を中心に都一つを壁で守護してしまうとは、王都の名に相応ふさわしい威容である。

「わふぅ（こりゃすげえ。来てよかったぜ）」

　空の旅はここで終わり、着水した飛空船は王都の港へと停泊しようとしている。

　お屋敷から丸一日かけた移動だったが、快適すぎてもっと乗っていたいくらいだった。

　帰りもよろしく頼むぜ、エレミア号。

「わんわん！（でもってこっからは、王都観光じゃぜー！）」

　港に泊まった飛空船から降りたら、今度は馬車に乗って宿まで移動だ。

「わぐ……（ぐむむ、せまい……）」

　お屋敷の馬車と違って、用意された馬車はかなり狭かった。

　四人乗りではあるんだが、一回り小さいのでゆったりとした広さがない。鼻先と自慢の尻尾が窓からはみ出ている。

　シルクハットをかぶった馭ぎよ者しやさんと目が合ったので、愛想笑いを浮かべたら全力で顔を背けられた。悲しい。

「まぁ、宿まではすぐだ。少し辛抱なさい」

　向かいに座ったパパさんが頭をなでてくる。

　この馬車に乗っているのはお嬢様と俺とパパさんだ。

　残り二台にヘカーテやゼノビアちゃん、メイドさんたちが分かれて乗っている。

　合計三台の馬車が縦列に並び、蹄ひづめで石畳を蹴立てて進み始める。

「わふぅ……（おお、見事な西欧風な町並み）」

　沢山の人々が行き交い、どの店も盛況だ。これだけ人がいるのに道も汚れていない。さすがは国の中心。ライフラインが行き届いているんだな。

「この辺りは貴族や富裕層が住む上街が近いが、城壁周辺になるとまた違ってくる。治安の悪い地域もあるのでな。分かっているとは思うが、むやみに近づいてはいかんよ。出かけるときはミランダかゼノビアくんに供を頼むようにな」

「はい、お父様」

　素直に答えるお嬢様に、パパさんはうむと頷うなずいて、馬車がゆっくりと停車した。

　馬車が止まったのは、大きな門を備えた石造りの建物の前だ。ここがパパさんの取引相手がいる場所かな。

「では、仕事に行ってくるよ。取引が終わるまでは時間が取れないが、早ければ一日で終わる予定だ。そうしたら親子水入らずでゆっくりとしようじゃないか」

「もうお父様っ、ロウタも家族ですよ」

「おお、そうだったな。ロウタも入れて三人だ」

「ゼノビアさんやミランダたちもです。みんな大切な家族です」

「ははは、それではいつもと同じだな」

「良いんです。いつもと一緒が良いんです」

　俺の首をギュッと抱きかかえて抗議するお嬢様に、パパさんは目を細めて俺とお嬢様の頭をなでる。

　ペットの俺も数に入れてくれて嬉うれしいっす。お嬢様スリスリ。

　馬車から降り立ったパパさんの後ろに、メイドさんふたりが静かに付き添う。

　すると、慌てたように男たちが門から飛び出てきた。

「ようこそおいで下さいました！　ガンドルフ・フォン・ファルクス様！　出迎えが遅れて申し訳ありません！　わたくし、モーガン商事の代表を務めております、ヘンリー・モーガンと申します！」

「うむ、気にしないでくれ。予定を早めたのはこちらの都合だ。今日はよろしく頼む」

　この小太りの男がパパさんの取引相手か。やたらとクルクルにカールしたモミアゲが目を引くおっさんだ。にぎにぎと揉もみ手でをする姿が実に小物っぽい。

「気遣いは無用。互いにとって実りのある商談にしよう」

「ええ、それはもう、おっしゃる通りでございます！　さすがはフォン・ファルクス卿きよう！　清廉でいらっしゃる！　商いを営むものとして、わたくし敬服しきりにございます！　ああ、まさかあのファルクス商会とお取引させていただけるなんて、わたくし夢のようでございます、はい！」

　パパさんの言葉が届いているのかいないのか、モーガンと名乗るおっさんは全力で媚こびへつらう姿勢を見せる。

　なんという高速の揉み手か。摩擦で発火しそうな勢いだ。

　この会話だけでも、お互いの力関係がよく分かった。

「わんわん！（パパさん、おしごと頑張ってね！）」

　働くパパさんの背中って素敵！　頑張って俺の生活費稼いできてくださいね！

「が、ガンドルフ様!?　この生物はいったい!?」

　車窓から顔を出した俺に、モミアゲクルクルカールおじさんが仰天する。

「ん？　ああ、我が家で飼っている犬だ。可愛かわいいだろう」

「い、犬!?　これが、でございますか!?」

「……そうだが、なにかおかしいかね？」

「いえいえいえいえ!?　滅相もない！　さすがは彼かのファルクス卿！　飼っているお犬様も素晴らしい！　実は私の娘も──」

　パパさんのフシアナアイに驚きよう愕がくしていたのもほんのわずか、驚きの転身でゴマすりの材料へと変えてみせる。ここまでご機嫌取りに終始してるといっそ清すが々すがしいな。

　なかなか徹することはできないよ。元社畜の俺には分かる。このモミアゲクルクルカールおじさん、意外と有能なのかもしれん。

「行ってらっしゃいませ、お父様。早く一緒に遊べるのをを楽しみにしてますねっ」

　お嬢様が声をかけると同時に、馬車がふたたび動き出す。

「ご当主、お嬢様がたの警護はこの私にお任せください！」

「ガンドルフ、接待を受けてもお酒は控えなさいよぉ」

　通り過ぎる際に、それぞれの馬車に乗った女たちがパパさんの背に声をかけていく。

　首肯するパパさんの姿はすぐに小さくなって見えなくなってしまった。

　お嬢様は笑顔のままだったが、少し寂しそうだった。

　なのでめっちゃスリスリしといた。
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　宿に到着したお嬢様たちはフロントに荷物を預けると、部屋でくつろぐのもそこそこにして、早々に街へ出かけることにしたようだ。

　もちろん俺もお供するぜ。

　超高級なホテルでゴロゴロするのも良かったが、それはお屋敷でいつもやってるしな。

「お嬢様、馭者を呼んでまいりますので、少々お待ちください」

「待ってください、ミランダ」

　馬車の手配をしようとするミランダさんをお嬢様が呼び止める。

「せっかく王都へ来たんですから、自分の足で歩きたいですっ」

「ですが……」

　ミランダさんがヘカーテに視線を向ける。お嬢様の体を心配してのことだろう。

　そこまで過保護になることもないと思うんだけどな。お屋敷の近くとは言え、普段から俺と走り回ってるし、ヘカーテの薬のおかげで病気は治ってるらしいし。

「そうねぇ」

　ロビーの豪華なソファーでくつろぐ魔女さまは、大胆に脚を組み直す。

　くっ、見えない。

「医師としては特に制限をかける理由はないわねぇ」

　ヘカーテがちらりと俺を見る。

「頼りになる護衛もいるしぃ、下街へ出るようなことがなければ、問題ないかしらぁ」

　いや、だから俺に戦力を期待するなと。しがない飼い犬ですよ僕ぼかぁ。

「はっ！　お任せください！　たとえここが戦場であろうとも、皆様の安全はこのゼノビアがお守りします！」

　左胸に拳を当てるポーズで、気をつけするゼノビアちゃん。

　おお、まるで頼りになる騎士のようだ。これなら中身がポンコツだなんて誰にも分からないぞ。

　問題は、今のがゼノビアちゃんに向けた言葉じゃないっていうことだな！

「やったぁ！　それではさっそく出発ですっ！　さぁさぁ、先生も立ってください！」

　ふんすっ、と鼻から息を出して、お嬢様はヘカーテの手を取る。

「はいはい。どこか行きたいところはあるのかしらぁ」

「ないですっ。みんなであちこち歩きたいんですっ」

「わふっわふっ！（じゃあじゃあ！　食べ歩きが良いと思います！　屋台で売ってる体に悪そうな揚げもの系のやつ！）」

「にゃーん（ああー、いいですねー）」

「冷えた麦酒が飲みたくなるわねぇ」

　じゅるり、と魔女と猫と犬がよだれを垂らす。レンは相変わらずスヤスヤだ。腹が減ったらそのうち目を覚ますだろう。

「みんなでお出かけですっ！」

　そういうことになった。
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　お嬢様を先頭に俺たちは王都を散策する。

　王都は城を中心に四重の壁があって、その間に居住区を内包しているような形らしい。外に魔物が存在する世界ならではの作りだ。

　城には王族が住み、その城の壁の外側に貴族や富豪が住む上街がある。そして中街・下街と壁を挟んで広がっていき、国民の階級や貧富の差によって住み分けがなされているらしい。

　俺たちが散歩しているここは当然一番治安が良くて高級な建物が並ぶ上街だ。

　通行人も、高そうな服装をしている人が多い。治安維持に当たる兵士もそこらを巡回していて、治安は相当良さそうだ。

　ゼノビアちゃんが鷹たかのように目を鋭くして周囲を警戒しているが、まず危険はないだろう。

　むしろ道行く人たちが俺たちを奇異の目で見ている。

「くーん（ごめん、噓うそついたわ）」

　奇異の目を向けられてるの、俺だけだわ。ヒソヒソ声で噂うわさされてるわ。

　ウルフイヤーは地獄耳。お嬢様たちには聞こえていないみたいだが、俺の耳はしっかりと声を捉えている。

『なんだ、あの大きな生き物は……!?』

『狼おおかみっ……!?　いえ、狼にしても大きすぎるわ……！』

『見なよ、あの大きな牙に鋭い目つき。体には妙な模様まである。もしかして魔物じゃないのか……？』

『なぜ憲兵隊は何も言わないんだ？　まさかモーガンのご令嬢の関係者か？　だったら近寄らないようにしないと……』

　ざわざわしてる、凄すごいざわざわしてるよ。

　うう、めっちゃ居心地悪いよう。

　この傷心は、屋台の食べ物を食い尽くすまで癒せないと見た。

「わんわん！（お嬢様、ガンガン買い食いしましょう！　ガンガン！　財布はどうせパパさん持ちですぜ！）」

「わぁ、これ美お味いしいです！」

　俺が言うまでもなく、早速屋台で何か頼んでいたお嬢様が、驚きでまばたきする。

　凍らせた苺いちごをまるごと砕いてできた飲み物は、冷たい喉越しでするりと飲めてしまう。甘あま味みと酸味が後からやってきて、果実の余韻がたまらないそうだ。

「わふっ（あれだな、これはスムージーだな）」

　屋台のにいちゃんが手作業で細かくすり潰していたが、出来上がったものは間違いなくスムージーそのものだ。

「上街だと、出店してる屋台も上品ねぇ。食材も新鮮だし。まぁ、お値段もそれ相応だけどぉ」

「お嬢様のお口に妙なものを入れさせるわけにはいきませんので。この程度の品質は最低限必要かと」

　メイドのミランダさんのチェックは厳しい。ギルドの許可を得た正規の店以外はすべて却下。

　さらにミランダさん直々の毒味をくぐり抜けたものだけが、やっとお嬢様の口に入るのだ。

　今も毒味のために同じ屋台で買ったスムージーを、太めのストローですすっている。

　……ミランダさん、まさか毒味と称して自分が美味しい思いしてないよね？

「なんだ、お前も飲みたいのか。……私は甘いものはあまり得意じゃない。残りはやろう」

　ミランダさんを見上げていたのを、俺が羨ましがっていると勘違いしたのか、ゼノビアちゃんがコップを差し出してくる。

「わふっ？（えっ、いいの？）」

　おやおや、ゼノビアちゃんも随分デレてきたんじゃないの？　遠慮なく頂いちゃうよ？

「か、勘違いするなよ。貴様には残飯処理がお似合いだっ」

　おっすおっす。ツンデレ発言ありがとうございます。

「わふっ（おお、うめえ！　リンゴとヨーグルトか、これ）」

　上からハチミツもかかってて確かに甘めだけど、ヨーグルトの酸味のおかげでグイグイ飲める。

「にゃーんにゃーん！（ご主人様ー！　ナフラめにも！　ナフラめにも一口くださいませー！）」

　ヘカーテの肩に乗ったナフラが、前足を合わせて懇願している。

「へぇ、飲みたいのぉ？」

「にゃーん！（はいです！）」

「そうなのぉ？　へぇぇ？」

　とぼけた口調で答えながら、ナフラの舌がぎりぎり届きそうなところで、コップを遠ざける。

「にゃにゃー！（ご、ご主人様のいけずぅぅぅぅっ！）」

　相変わらずの主従だなぁ。

　さんざん焦じらされた後に、ナフラはおこぼれをもらっていた。

　王都の街並みは賑にぎやかだが、整然と整えられていてゴミひとつ落ちてない。

　飲み終わったコップは、清掃員と思おぼしき人が当たり前のように受け取っていた。

　ゴミを捨てる前に回収してしまえばそりゃ落ちてないわな。細かいところにも雇用を生み出す仕組み素敵。

　清掃の人が俺を見た途端、足早に逃げていったのは悲しかったが。

　そんな怖がらんでもええやん。ちょっと大きいだけで、生後二ヶ月の子犬なんやで。

「あっ！　ここですよ、ロウタ！」

　お嬢様がとある店を指差した。

「わふ？（んん？　なんか見たことがあるような、ないような）」

　肉球のマークが描かれた垂れ幕。

　ガラスのショーケースの中では、子犬や子猫が愛らしい姿を道行く人々に見せつけている。

「わふっ！（あっ、分かった！）」

　ここ、俺が転生したペットショップじゃん！

　懐かしの生まれ故郷。いや、懐かしいと思うほどいなかったんだけども。産まれて速攻お嬢様に貰もらわれていったんだけども。

「ここでロウタと出会ったんですよ、ほんの少し前の話なのに、なんだか懐かしいですねえ」

「わんっ（せやな。貰われたのがお嬢様で本当に良かったぜ）」

　多少のトラブルはあれども、生活そのものは文句なしだからなぁ。夢のペットライフ万歳すぎる。

「わふっ！（ってそうだ、思い出した！）」

　首輪だよ、首輪！　ここペットショップだろ？　だったらあるじゃん、首輪！

「わふっわふっ！（お嬢様！　入ろう！　ここ入ろう！）」

　ペットショップに駆け寄って、ドアを前足でポンポンと叩たたく。

「どうしたんですかロウタ？　入りたいんですか？」

　お嬢様は首を傾かしげながらもドアを開けてくれた。

「わおーん！（おじゃましまーす！　首輪くださーい！）」

「はい、いらっしゃいませ！　どのようなペットをお求め──です、か……？」

　入り口に体をねじ込んで挨拶すると、中で働いていた男性と目が合う。

　おお、この丸メガネ、懐かしい。たしかに俺が産まれたペットショップの店長だ。

「わんわん！（店長！　一番いい首輪を頼む！）」

　金ならいくらでもあるぞ！　パパさんの金が！

「ひ、ひぃぃぃぃぃぃっ!?　ま、魔物っ!?」

「わんわん！（ええい、お前もか！　魔物と違うわい！　わんわんって鳴いてるだろ！　どう見ても犬だろ！）」

　わんわん！　ほらほら、わんわんわんわん！

「ひ、ひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!?　だ、誰か助けてくれぇぇぇぇぇっ！」

「ロウタ、そこにいたら入れませんよっ」

　腰を抜かして逃げようとする店長にどうしようかと迷っていると、お嬢様が後ろからお尻を押してくる。

　あらやだ、失礼。

　非力すぎてびくともしない尻をのけて、お嬢様に道を譲る。

「店長さん、こんにちはっ」

「ひぃぃぃ……え？　お、おや、貴方あなたは……」

　錯乱状態の店長が、お嬢様を見てようやく落ち着きを取り戻す。

　お嬢様の笑顔は人のパニックすら解消するのだ。凄いのだ。

「貴方はあのときリストになかった子犬を買っていったお客様！　ということは、まさかこの白い大きいのが……!?」

「はいっ。あの時の子犬ですっ。すっかり大きくなりましたっ」

　無邪気に答えるお嬢様を見て、店長のメガネにヒビが走る。

「わ、わ、私はなんということを……！　もっ、申し訳あり──」

　あかん。このままでは店長に俺の正体をばらされてしまう。

　待て待て店長。それはいかん。いかんぞ！

「わふっわふっ！（店長！　こっちだ！　こっち見ろ！）」

　俺の必死の呼びかけに、謝罪の口を開こうとした店長の動きが止まる。

「わんわん！（良いのか？　俺の正体をばらして。俺が魔物だとばれたら、その俺を売ったあんたも大変なことになるんじゃないのか？）」

「む、むむむ……！」

　必死に目線でアイコンタクトを送ると、それが通じたのか店長が悩ましい顔で考えだした。

「わうわう！（魔物を売りつけるペットショップなんて、間違いなく倒産だぞ！　そうでなくとも、売上が激減するのは間違いないぜ。ここは見て見ぬふりをするのが、大人の対応ってやつじゃないのかね！）」

「むむむむ……！」

「わんわん！（良識にとらわれるな！　商売人なら利益を取れ！　お前の商魂はそんなものか！）」

　我ながらメチャクチャな不正を持ちかけてるわけだが、俺の正体をバラされる訳にはいかない。

　正体がバレれば、俺も困るしお前も困る。ならば答えは一つだろう。

「わん！（店を守れ！　でもって俺も守ってくれ！）」

　伝われ、この想おもい！

「むむむむむむむむ……！」

　店長は顔をしわくちゃにして、首がねじ切れんばかりに考え込み、ついに顔を上げた。

「かっ、かっ、か──」

「か？」

　小首を傾げるお嬢様に、店長はこれ以上ない営業スマイルを浮かべる。

「か、可愛かわいいわんちゃんに成長しましたねぇ。大事にされているのが良く分かりますとも！　ええはい！」

　ナイスだ店長。世知辛い世の中を生きるには、長いものには巻かれる精神が大事なんだよ。だから、そのまま全力で巻かれててくださいお願いします。あとで通報とかやめてね？

「ありがとうございますっ。良かったですね、ロウタ。可愛いって褒められましたよっ」

「わふっわふっ（えー、照れるー。ウインクしようか、ウインク？　バチコーン☆　バチコーン☆）」

「おえっ……」

　おい。

「ところでお客様、本日はどのような御用でしょうか？」

　覚悟を決めた店長は強かった。商売モードで営業を再開する。

「えっと、ロウタはなにか欲しいものがあったんですか？」

　お嬢様に見つめられて思い出す。

　そうそう、本来の目的があったのだ。

　俺は首輪を買いに来たのである。

「わふ（どこにあるんかなぁ）」

　ぐるりと店内を見回してみる。

　子犬や子猫たちがケージの中でじゃれ合っているが、やつらには何の用もない。お嬢様に可愛がられるペットは俺だけでいいのだ。

「わん！（あった！）」

　猫じゃらしやボールなどのペット遊具がかけられた壁に、目当ての物を発見する。

「くーんくーん！（お嬢様！　これ買って！　これ買って！）」

　俺が咥くわえて持ってきたのは、エナメル革のツヤツヤ感がたまらない、赤い首輪だ。

　白い犬と言えば赤い首輪。ここは外せない。

「ロウタは首輪がほしいんですか？　でも、付けたら苦しくないです？」

「わふっ！（大丈夫大丈夫、むしろお嬢様になら束縛されたい）」

　もっと依存してええんやで。バッチコイ、バッチコイやでお嬢様。

「ええと、じゃあミランダ」

「はい、お嬢様」

　いつの間にやらお嬢様の背後に控えていたミランダさんが、店長にお金を支払う。

「わんわん！（早く！　早く！　付けて！　付けて！）」

「わわっ、落ち着いてくださいロウタ」

　前足でぴょんこぴょんこ跳ねると店が揺れる。おっと自重せねば。

「じっとしててくださいね、んしょ」

　ああ、ついに愛いとしのご主人様から飼い犬の証あかしを受け取る日が……！　これでもう俺をフェンリルとは呼ばせないぞ……！

「あの、ロウタ……」

「わふっ？（えっ？　なんですかいな？）」

「首輪、届かないです……」

「わふ……!?（ば、馬鹿な……!?　一番大きいやつを取ってきたはず……！）」

「んんー！」

　お嬢様は一生懸命首輪をつけようとするが、首の太さの半分も届いていない。

　くそっ、こんなところでもデカい体が邪魔をするのか！

「ご店主、もう少し大きいサイズのものはございますか？」

　ミランダさんが気を利かせて店長に聞いてくれる。

「は、はぁ、あるにはあるのですが……」

「わんわんっ！（えっ、あるの!?　あるなら最初から出しといてよ！　ちょうだいちょうだい！　それ持ってきてちょうだい！）」

「額はお気になさらなくて結構です。お願い致します」

　ミランダさんが折り目正しくお辞儀する。

「まぁ、こちらも在庫を抱えていてちょうど困っていたところでしたので……」

　そう言って、店長が店の奥から持ってきてくれた首輪は、確かに俺の首にぴったりだった。

　ぴったりだったが──

「──お買上げありがとうございました！　またのお越しを！」

　ホコリを被かぶっていた在庫が売れて、店長はいい笑顔だ。深々としたお辞儀で送り出され、店を出る。

「わふ……（はぁ……。って、何やってんの、ゼノビアちゃん？）」

「か、かわいい……はっ!?」

　さっきからゼノビアちゃんがいないなと思ったら、表のガラスケースの前にしゃがんで、子犬のはしゃぐ姿にデレデレしていた。

「ん、ごほん」

　俺と視線があった途端、咳せき払ばらいをして居住まいを正す。

「お嬢様にご迷惑をおかけしていないだろうな。いったい何を買ってもらって──」

　ゼノビアちゃんが俺の首元を指差す。

「……なんだ、それは？」

「……わふっ（……首輪だよ）」

　ただし牛用のな！
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　カランコロン。

　俺が歩くのに合わせて、牧歌的な鈴の音が鳴る。

「くぅん……（なんか、思ってたのと違う……）」

　これじゃペットじゃなくて家畜じゃん。

　俺がなりたいのは愛玩動物であって食肉動物ではないんだよなぁ。

　無駄に首輪の質がいいのが腹立たしい。革がしっかり鞣なめしてあって、変に締め付けてくることもない。これすごくつけ心地良いわぁ、ガッデム。

「わふ……（まぁ、間抜けな鈴の音が外見を誤魔化してくれるのは悪くない。妥協しとこう）」

「ふぅん、ロウタくんは首輪なんて欲しいのねぇ」

「わふっ！（なんだよー。飼い犬なんだから、首輪欲しがったっていいだろ！）」

「そうねぇ。それは牛用だけどねぇ」

「わふん（ぐすん、ちゃんとした首輪欲しい）」

「ロウタくんは、本当に変わってるわねぇ。……そうねぇ、どうしようかしらぁ」

　落ち込む俺を見て、ヘカーテは唇に指先を押し当てて何かを考えているようだったが、

「ロウタっ、あそこのお店からいい匂いがしますよ！」

　お嬢様の声ですぐに忘れてしまった。

「わんわんっ！（おっほ、ホントだ！　いくらでもお付き合いしますぜ、お嬢様！）」

　俺にとってお嬢様こそが最優先なのである。駆け出したお嬢様に付き添って、新たな屋台に突撃する。

「はふっはふっ（ハッシュドポテトうめー。そうそう、揚げ物はこういうのでいいんだよ。お屋敷の上品な料理もいいが、こういうジャンクなのもたまには食べたいよな）」

　つなぎに使っている小麦粉が多めのせいか、外サクサクの中モチモチで、揚げパンみたいな食感だ。こりゃ美う味まい。

　じゅわわーっと音を立ててキツネ色に揚げ上がったそれを、次から次へといただきまくる。

「にゃっ（あちゅっ、はちゅいですー）」

「ナフラは猫舌ねぇ」

「にゃにゃっ（そんなこと言いながら、口に熱々のを押し込んでくるのはやめてくださいご主人様ー）」

　うーん、通常営業だ。

「ふむ、ふむ……。これは、なかなか……」

「美お味いしいですが、揚げ物は太りそうで怖いですね……」

　紙で包んだポテトを無心でぱくつくゼノビアちゃんと、カロリーを心配するミランダさん。

　ふたりとも引き締まったナイスボディでそんな心配はいらないと思うが、女性の悩みは俺には分からん。そっとしておこう。

「食べ歩くのって楽しいですね、ロウタっ」

「わんわん！（もう最高っすわ！　次は何食べます？　あっちからもいい匂いがしてきますぜ！）

　笑いかけてくるお嬢様に、尻尾を振って答える。

　その後も買い食いやショッピングを楽しみながら、俺たちは街をブラブラした。

　腹もそこそこ膨れ、次はどこへ行こうかと話し合っていると、ヘカーテがある建物の前で足を止めた。

「ちょっと用事があるんだけど、待っていてもらえないかしらぁ」

「はい、もちろんいいですよっ」

　なかなか立派な建物だが、商店と言うには厳いかめしい作りだ。

　建物に掲げられている看板には、炎と剣の文様が刻まれてある。

　容易に侵入できないよう頑丈な外壁と柵で覆われ、両開きの鉄扉の前には二人の鎧よろいを着た兵士がいた。

「むぅ、ここは……！」

　知っているのか、ゼノビアちゃん！　……ゼノビアちゃん？　ちょっと？　なんで俺の背中に隠れるの？

　しゃがんで小さくなってるゼノビアちゃんは可愛いが、ここは結局何の店なんだろう？

「止まってください」

「ここは冒険者ギルドの本部です。ご用向きは？　ギルド員であるのならライセンスの提示をお願いします」

　上街だけあって話し方は丁寧だが、兵士の物腰は威圧的だ。

　ヘカーテはそんな二人の兵士に萎縮することなく、艶美に微笑ほほえむ。

「ギルド長はいるかしらぁ？　ちょっと話があって来たのだけれど」

「面会の約束はお取りですか？　なければ各支部での手続きと推薦が必要です」

「そうねぇ、そういったものはないけれど……。だったら一言だけお願いできないかしらぁ。フェルトベルクの森の魔女が来た。それで伝わると思うわぁ」

　兵士たちは顔を見合わせ、少々お待ちくださいと言って、一人が中へ入っていった。

　イメージでは冒険者ギルドって荒くれ者が集まるところってイメージがあったけど、門前払いとかしないあたり教育が行き届いている。

　そういやゼノビアちゃんも元冒険者だったな。俺の背中に隠れてるのは昔の知り合いとかに会いたくないからだろうか。

　まさかジェイムズのおっさんと同じで、ゼノビアちゃんも何かやらかしてるんじゃないだろうな……。

　いや、やらかしてるわ。めっちゃそんな気がする。だってゼノビアちゃんだもんよ。

　兵士が扉の奥に消えて一分もしないうちに、急ぎ足の足音が聞こえてきた。

　バタン、と勢い良く扉が開かれる。

「ヘカーテ！　あなた！　今更ノコノコと……！」

　ブラウスにタイトスカートという、ＯＬみたいな格好をしたおねーちゃんが怒り顔で飛び出てきた。細い金鎖の付いた眼鏡と泣きぼくろがなんだかエロい、妙齢の美女だ。

「あなたが消えてから、こっちは大変だったのよ！　便りもよこさないで百年も何してたのよ！」

　百年。スケール超でかい。

　よく見たら耳が長いし、髪もヘカーテと同じ銀髪だ。

　ヘカーテも見た目通りの年齢じゃないんだろうなと思っていたが、このおねーちゃんも同じ種族なのかもしれないな。

「相変わらずねぇ、エメラダ。あんまり怒ってばかりいると小こ皺じわが増えるわよぉ？」

「あ、あんたねぇ……！　私より年上のくせに、なんでそんな若いままなのよ……！」

「魔女だからぁ？」

「何が魔女よ、まったく……。それで？　いったい何の用で来たのよ？　こっちは今北東で起きた魔力災害の対処に追われてて忙しいの」

　腰に手を当てて、ハァとため息をつく姿はなんとも色気がある。

　こんな上司に叱られたい。エメラダ課長のヒールで踏まれて罵られたい。

　いや噓うそ。もう会社勤めは懲り懲りです。

「知ってる？　ファルクス辺境伯領の北の霊山付近で、異常な量の魔力が検知されたの。あまりに強すぎて、王都からでも簡単に観測できたわ」

　ん？　今ファルクスって言った？　当家が何か関係ある話なの？

「これほど大規模な魔力放出は、千年前の魔王大戦期まで遡らないと資料がないほどよ。王宮じゃ魔王復活の予兆なんじゃないかって大騒ぎになってるわ。ギルドにも急ぎ調査に向かうよう要請が来たわ」

「ええ、そのことなんだけどぉ。調査は中止にしてもらえないかしらぁ」

「は、はぁ!?　なんで……って、まさかあなたが何かやったんじゃないでしょうね!?」

「人聞きが悪いわねぇ。私じゃないわよぉ」

　え、なんでそこで俺を見るんだい？　ヘカーテさんや。

「どうだか。あんたの無茶苦茶は今に始まったことじゃないからね」

　古い知り合いが相手のせいか、エメラダ課長の口調がどんどん砕けていくな。

「それで中止はお願いできるのかしらぁ。少しの間だけ延期してくれるのでもいいわよぉ？」

「はっ、遅かったわね！　もうとっくに腕っこきの冒険者たちが向かってるわ！」

　エメラダ課長はえっへんと胸を張る。たわわがぷるんぷるーんだ。いいぞ、エメラダ課長。もっとやれ。

　いや、この人はギルド長であって課長ではないんだが、なんか課長って呼びたいオーラが出ている。疲れた顔とか、上と下に挟まれる苦労性なとことか。

「送り込んだのはＡ級の斥候を得意とするチームよ。大急ぎで向かわせているから、半月もせずに着くはずだわ」

「あら、そうなの？　予定よりちょっと早いわねぇ」

「予定？　何の話よ？」

「こっちの話よぉ」

「……やっぱりあんた、何か知ってるんじゃないの？」

「ふふ、どうかしらねぇ？」

　怪け訝げんそうに眉をひそめる課長に、ヘカーテが微笑む。

「あーもうっ、久しぶりに会ったっていうのに、相変わらず頭に来るわね！　ちょっと来なさい！　今日はもう休業よ！　飲み明かすわ！」

「強引ねぇ」

　ヘカーテは腕を引かれて扉の奥へ引きずられていく。

「みんな、悪いけれど、ここからは別行動にさせてもらうわぁ」

「にゃーん（それではー、ナフラめもご相伴にあずかってきますー。うふふー、お酒ー）」

「わふっ（あっ、ずりぃ）」

　俺も酒飲みたい。ナフラめ、帰ってきたらまた手て毬まりのように転がしてやる。

「また明日ねぇ」

　門の向こうにいる俺たちに手を振って、ヘカーテは課長と消えていった。

「残念ですけど、お友達は大切ですね」

　お嬢様が少しだけ寂しそうだ。

「わんわん！（お嬢様！　ワイがおるで！　元気出して！）」

「ふふっ、どうしたんですかロウタ？」

　よしよしとお嬢様が頭をなでてくれる。

　くっ、慰めるつもりが俺があやされてしまった。悔しい、でも感じちゃうっ。

「陽ひも少し傾いてきましたし、今日はもう宿に帰りましょうか」

「わふっ！（そっすね！　こんな時間から飲んだくれるような駄目大人は放ほうっておいて、高級ホテルでゴロゴロしましょうぜ！）」

　ホテルと言えばあそこの晩ご飯も楽しみだなぁ。

　何が出てくるんだろう、グヘヘ。
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「あ、ロウタ、見てくださいっ。あの教会の壁のところですっ」

　帰り道、お嬢様が街中にぽつんと佇たたずむ教会を指差した。

「わふ？（ん？　なんか立ってる）」

　剣を持った若い男の石像だ。

　職人の腕のなせる技か、石で出来ているのに、マントが実際に風を受けているかのようになびいて見える。

　格かつ好こいい鎧に剣を掲げて、ザ・勇者って感じの出いで立たちだなぁ。

「この方が、ロウタの名前の由来になった人なんですよっ」

「わふぅ（へー。まぁ、俺は元々ロウタって名前なんだけども）」

「千年前に悪しき魔王を倒し、世界を平和に導いた勇者ロウタなのですっ！」

「わう（ふーん、同じロウタなのに、俺とは似ても似つかんなぁ）」

　あと石像がイケメンでムカつく。おしっこかけてやろうか。

　お嬢様の惜しみない賞賛を受ける石像に嫉妬していると、向こうの方から騒ぎ声が聞こえてきた。

「おい！　みんな逃げろ！　怪物令嬢が来た！」

「急げ！　踏み潰されるぞ！」

「珍しいペットを飼っている人は隠して！　連れて行かれてしまうわ！」

　老若男女が一斉にこっちへ向かって走ってくる。

「わう？（なんだなんだ？）」

　まるで何かから逃げているようだ。

　っていうか、ちょっとちょっと。これはこのまま来られると危ないんじゃない？　直撃コースなんじゃない!?

　いや間違いなく危ないよね！　ヤバいやつだよね！　ぶつかるわ！　これぶつかるわ！

「わふっ！（ちょちょちょ、お嬢様、失礼をば！）」

「わわっ、ロウタっ!?」

　押し寄せる人の波に飲まれそうになる直前で、お嬢様の膝下に潜り込む。軽い体を背中に乗せ、俺は高くジャンプする。

　人波を飛び越え、道路の端へと着地。お嬢様は背中の上で行儀よくおすわりだ。

「えっ？　えっ？」

　何が起こったか分からず、お嬢様がきょとんとしている。

　ペットにあるまじき行動を取っちまったが、狭い道路で他に避よけようがなかった。いたしかたあるまい。

「わんわん！（ゼノビアちゃんとミランダさんは大丈夫か？）」

　ゼノビアちゃんなら反応できたと思うけど、とっさのことで様子を見れなかった。

「お嬢様！　ご無事ですか！」

　人波の向こうからゼノビアちゃんが呼びかけてくる。向こうもちゃんと避けられたらしい。

「ロウタが助けてくれたので大丈夫ですよ！　そちらは怪け我がなどありませんか？」

「は、はい、ゼノビア様が抱えて逃げてくださったので！」

　ナイスだゼノビアちゃん。ちゃんとミランダさんを助けてくれたらしい。

　しかしこの人混み、とても合流できそうにはないな。前方で詰まってしまったのか、人の流れが止まって前に進めないぞ。

「……ええい、貴様ら邪魔だ！　どけ！」

「ゼノビア様のお立場上、目立つ行動はお控えなさったほうが……。それに上街ですのでお貴族様がおられる可能性もあります。当家との間に問題が起きるようなことがあっては……」

「ぐむむ、しかしこれではお嬢様の元へとたどり着けませぬぞ……！」

　人の生け垣を切り払いかねないゼノビアちゃんを、ミランダさんが押しとどめる声が聞こえてくる。

　うーん、お嬢様を乗せてもう一回あっちへ跳んでもいいけど、どうするべか。

「わたしなら大丈夫ですっ。ロウタも一緒にいますから、分かれて宿へ向かいましょう！」

　まぁ、お嬢様なら二人に気を使ってこう言うわなぁ。

「くっ、ですが……。いやしかしこの場に留とどまるのも危険か……。承りました。我々もすぐに向かいますゆえ！」

「わたしたちは大丈夫ですから、心配しないでくださいね！」

「ロウタ！　お嬢様をしっかりお守りするのだぞ！」

「わおーん（へーい）」

　ペットに過度な期待をされても困るが、お嬢様を連れて逃げるくらいはしますぜ。

　ゼノビアちゃんたちと別れ、俺たちは別方向へ出発する。

　人混みから逃れ、細まった道を抜けて、ようやく違う通りへ出ることができた。

「ふぅ、びっくりしましたねぇ。いったい何が起きたんでしょう？」

「わふぅ（さぁ？　なんか怪物がどうのこうの言ってたような気がするけども）」

　まさか魔物でも出たのだろうか。

　ちょっと憲兵しっかりしてよ。市民の安全を守るのが仕事でしょ。

　あいや、俺も討伐対象にされそうなので、やっぱ程々でお願いします。

「静かですねぇ」

「わふわふ（そっすねぇ）」

　昼ひる時どきを過ぎたせいか、さっきの騒ぎのせいなのか、少し陽の陰った街路に人ひと気けはない。

　俺的には、街の人にヒソヒソやられずに済んでありがたいが。

「わんわんっ（おっと、お嬢様。そっちじゃなくて、こっちの道だと思いますぜ！）」

　俺はゼノビアちゃんじゃないので、宿の方向はちゃんと分かっている。

「こっちですか？　ロウタは賢いですねぇ」

「わふっ（ふはは、ゼノビアちゃんとは違うのだよ、ゼノビアちゃんとは）」

　今頃、ミランダさんはゼノビアちゃんに振り回されてるかもしれないな。

　あの人、方向音痴のくせに、自信満々で進んでいくからな。

「ふふっ、こうやって二人きりで散歩するのは、あのとき以来ですね」

「わう？（あのとき？）」

　あー、分かった。お嬢様がお屋敷をこっそり抜け出して、湖へ遊びに行ったときの話だ。

　いつもは馬車で行く道を歩いていったもんだから、途中でお嬢様が疲れて寝ちゃったんだよな。

　俺の正体が狼おおかみどころか魔物だって分かったのは、あのときか。

　森の奥からゴブリンが近づいてきて、なんとか驚かせて追い払おうとしたら、何な故ぜか口からビームが出て……。

　ほんの少し前の話なのに、もう懐かしいぞ。

「ロウタ、あのとき本当は……」

　お嬢様が足を止めた。

「わふ？（どしたん、お嬢様？　またお昼寝したくなったん？）」

「…………。……ううん、なんでもないですっ。ずっと一緒にいましょうねっ」

　そう言ってお嬢様がぎゅーっと俺の首に抱きついてくる。

「わんわん！（モチのロンやで、お嬢様！　このロウタ、一生養ってもらうと心に誓っておりますので！）」

　お嬢様の柔らかい体温を毛皮越しに感じていると、ふとそこに影が差した。

「……わう？（……ん？　なんだ？）」

　見上げると、そこには──

「おーっほっほっ！　珍しい犬を連れていますわね、庶民！」

　どテンプレなご令嬢が、文字通り高所から高笑いしていた。
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「わふぅ……（いや、おーっほっほって……）」

　初めて見たわ、そんな笑い方するやつ。口元に手の甲まで添えて完璧やんけ。

　真っ赤なグローブに真っ赤なドレス。勝ち気な目つきに、不敵な笑み。

　そして極めつけは、見事な縦巻きロールヘアだ。獅し子しのように濃い色合いの金髪は、地面も掘れちゃいそうなドリルカールである。

「わんわん（あとキミ、めっちゃパンツ見えてるんだけど。いいのか、縦巻きドリ子様よ）」

　あんな派手なドレスを着て、高いところに登ってるものだから、風に吹かれて何から何までモロ見えだ。

「わふわふー（教えてあげられない我が身がつらいわー、あーつらいわー、黒かー、つらいわー）」

　メアリお嬢様は何が起こっているのか分からず、突然の闖ちん入にゆう者しやを呆ぼう然ぜんと見守っている。

　その呆ほうけ具合に気を良くしたのか、ドリルな方のお嬢様は、ババッと決めポーズを取った。

「わたくしは、エリザベス！　エリザベス・モーガンですわ！」

　名乗られたことで、お嬢様がはっと我に返った。

「はっ、初めまして。私はメアリーア・フォ──」

「庶民の名前など、聞いていないのですわ！」

「ええっ!?　そ、そうなんです!?」

　ひでえ、理不尽すぎる。

「庶民はこれだから困りますわ！」

　おーほっほっほ、とドリルヘアを揺らして高笑いする。

　いやいや、さっきから庶民庶民言ってるけど、お嬢様これでも貴族の娘だから。大富豪で辺境伯のガンドルフ・フォン・ファルクスの一人娘だから。

　むしろ身分的にはそっちが庶民じゃないのかね。名前に爵位フオンも付いてないみたいだし。

　あとモーガンって名字にめっちゃ聞き覚えあるんですけど、モミアゲクルクルカールおじさんを思い出すんですけど。
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　良いのかなそんな態度取ってて。あとでどうなっても知らんぞ？

「貴方あなたなどどうでもいいのですわ！　わたくしが興味を引かれるのはそちらの犬ですの！　その毛艶、その瞳、その大きさ！　どれをとっても素晴らしいですわ！」

「あ、ありがとうございますっ。えへへ。ロウタ、褒められましたよっ」

　掘削ドリルに褒められても別に嬉うれしくはないけども、メアリお嬢様の笑顔が超可愛かわいいから許そう。

　くるしゅうないぞ、もっと褒めるが良い。

「見れば見るほど美しいですの。ですからわたくし、思いましたの。そのような美しい獣は、庶民ではなくこのわたくしにこそ相応ふさわしいのだと！」

「……わう？（……んん？　なんか変なこと言ってない、あの子？）」

　俺に相応しい飼い主は、お嬢様以外にいるわけがないだろう、ペット的に考えて。

「さぁ、謹つつしんで献上なさい！　見返りは望みのままですわよ！　もちろん断りませんですわよね！」

「わう（お断りします）」

「お断りします」

　謹んでお断りします。

　主従そろって見事なシンクロお断りだった。

「な、なんですって!?」

「お断りします、と言いましたっ。ロウタは私の大切な家族ですから」

　満面の笑顔でお嬢様が答える。

「わうわう！（せやせや！　まずは飛空船を個人所有して、超一流のコックを雇ってからかかってこい！　美人なメイドさんも付けてくれたらなお良し！）」

　なにより、メアリお嬢様がいない家になど興味はなし！

「ほ、ほほ……、……おーっほっほ！　庶民のくせにいい度胸ですわ！」

　笑顔がひきつってんぞ、ドリ子様。

「よくってよ！　それならこちらにも考えがありますわ！　クリスティーナ！　少しその子を怖がらせてやりなさい！」

　クリスティーナって誰やねん。と、突っ込むより早くその足場が音を立てて動き出した。

「わ、わふっ……（お、おおお……!?）」

　いったい何に乗って高い位置にいるのかと思ったら、それは巨大な生き物だった。

　陽が傾いて逆光になっていたせいで全然気づかなかった。

　二本足で立ち上がるそれは爬は虫ちゆう類るい、いやドラゴンと呼ぶべきだろうか。

　ゆっくりと前足を地面につき、これまたのっそりとした動きでこちらに向かってくる。

　分厚い鱗うろこに覆われ、太い四肢で歩く姿は、ワニによく似ていた。

　そうか、さっき押し寄せてきた人の波は、こいつから逃げてきてたのか。

「わふ……（おおお、でっけぇぇぇ……！）」

　この掘削ドリル娘、とんでもないもの飼ってやがった。

「ゴルル……」

　飼い主の命令に従って、ドラゴンが喉を鳴らしてこちらを威嚇してくる。

　ふふ、あなた、結構迫力ありますね。ボクちょっと膀ぼう胱こうが緩んできましたよ。

「わふぅ……（どうしよう、お嬢様の前で失禁するのは、流石さすがに耐え難いんだが……）」

　縦に細い瞳孔と目があって──ドラゴンの威嚇が停止した。

「わふ？（ん？　あれ？）」

　おしっこを我慢するためにキリッとした顔をしている俺を見て、何故かドラゴンがガタガタと震え始める。

「わふわふ？（え、まじでどうしたん。持病か何か？）」

　心配になって一歩進むと、怯おびえたようにドラゴンが後ろへ下がる。

「ちゅー……（そりゃあ、ぬし様に睨にらまれたら、大抵の魔物は震え上がるじゃろうよ）」

　我が家の居候の方のドラゴンも目を覚ましたようだ。

　俺のたてがみからひょこっと顔だけを出して、レンがあくびをしている。

「ちゅー（わしもぬし様に睨みつけられながら縄張りを主張されたときは、恐怖に鱗が逆立ち、同時に胸をときめかせてしまったものじゃ）」

　いや、そんな告白はいらない。

　ていうかそれって、初遭遇で俺が失禁した時の話だよね？　お前にビビって全力でおもらしした時の話だよね？　どんだけ美化してるんだよ？

「どうしたんですの、クリスティーナ!?　あなたが怖がってどうするのですわ!?」

「ゴ、ゴルルル……」

　困惑するドリ子様に、全然クリスティーナって顔してないドラゴンが、いやいやと後ずさりする。

「さぁ、行くのですわ！　がおーってやるのですわ！」

　地団駄を踏むように、ヒールの高い靴でドラゴンの頭をガンガンと踏みまくる。

　あーあー、そんな不安定な場所で暴れたら……。

「がおーって、がおーって……あっ！」

　案の定、バランスを崩して落ちてくる。

「きゃあぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

「わんわんっ（はい、オーライオーライ……。よいしょー！）」

　俺は落下地点に移動して、ドリ子様を背中で受け止めてやる。

　ぼふんと毛皮に飛び込んで、おしりから地面にすべり落ちた。

「わふっ（ふっ、俺のモフモフに感謝するんだな）」

「な、なんですの、なんですのぉ……！」

　尻餅をついたドリ子様は、きょとんとして、ついには泣き出してしまった。

　高慢ちきなのにメンタル弱い女子とか、嫌いやないで。ペロペロしたろか？

「ちゅー？（して、これはどういう状況じゃ？）」

　寝起きのレンにはさっぱりだろう。俺は今までのことを分かりやすく説明してやることにした。

「わんっ（一言でまとめると、お前は屋台のメシを食い逃した）」

　屋台メシ美う味まかった。ジャンク的にめっちゃ美味かった。

「ちゅーっ！（ず、ずるいのじゃ！　なぜ起こしてくれなかったのじゃ！　わしも腹がすいたのじゃ！）」

「わふ……（お前、本当に食うか寝るかしかしてないな……）」

　このニートの鏡め。ちょっと尊敬してしまうじゃないか。

「ちゅーちゅー（何を言っとる。毎日ぬし様に愛を語るという、重要な役目をこなしておるじゃろうが）」

　うん、それ一番いらない。

「あの、大丈夫ですか？」

　泣き崩れるドリ子様に、お嬢様がハンカチを渡してやる。

「う、うう、ありがとう……。……いい生地を使っていますわね、このハンケチーフ」

　ドリ子様はぐすぐすと涙を拭い、はぁと息を整えて、勢い良く立ち上がった。

「おーっほっほ！　助かりましたわ！　庶民が相手であろうと、借りは借り！　お礼をさせていただきますわ！」

　立ち直りはえーな。

「行きますわよ！　当家にお招きするのですわ！　そして今一度その犬が誰に相応しいか、とくと教えて差し上げますわ！」

　まだ諦めてなかった。

　あと、俺のことが完全に犬に見えているあたり、この娘もフシアナアイの気配がするぞ。

「わんわんっ（お嬢様。もうほっといて帰りません？）」

　呼びかけてみるが、お嬢様は聞いていない。ほわわと頰ほおを紅潮させている。

「お友達の家にお招き……。わたし、初めてです！」

「い、いいい、いつ友達になったというのですわ！　勘違いなさらないで欲しいですわ！」

　喜ぶお嬢様に、ドリ子様が焦りだす。ぷいっと顔を背けるが、耳まで赤くなってるのが丸分かりだ。

　この子、友達いなそうだもんな。

　当家のお嬢様もやねん。キミたち意外と相性いい気がするで。

「ゴ、ゴルル……」

　命令を果たせなかったばかりか、主人を落としてしまったドラゴンが、不安げに喉を鳴らす。

「なにをしているの、クリスティーナ。一度や二度の失敗で叱責するほど、このエリザベスは狭量じゃなくってよ！」

「ゴルルッ……！」

　ドラゴンは嬉しそうに尻尾を一振りすると、頭を下げてドリ子様が乗りやすい姿勢を取る。

「さぁ、ついて行きましょう、ロウタ」

「くぅーん（えー……。ミランダさんたちも待ってるだろうし、早く帰りません？）」

「帰りません」

「くぅん（そっすか……）」

　ああ、またこのパターンや……。お嬢様は意外と頑固なのである。
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　一方その頃、王都下街では──

「くっ、ここはどこだ……!?　なぜ宿は見つからない……！」

　こめかみから汗を垂らしながら、女剣士ゼノビアは苦しげにうめいた。

「なぜって、それはここが下街だからです！　私たちの宿は上街ですよ！」

　それまで我慢して後ろを歩いていたミランダが、ついに悲鳴を上げた。

「なんですと!?　ここは上街ではないのですか!?」

「そこからですか!?　いい加減にしてくださいゼノビア様！　後生ですから私を先頭に立たせてください！」

「いいえ、罷まかりなりませぬ！　このような危険な場所は、私が安全を確認してからではないと一歩も進めませんぞ！」

「その危険な場所に連れてきたのは、あなた様なのですけれど！　……ああ、お嬢様、ご無事でいてください……！」

　ミランダは両手の指を組んで女神に祈り、ゼノビアは激しく首を左右に振って四つ角の道を確認する。

「くそう、宿が北にあるのは分かっているのだ！　よし、ならばこっちだな！」

「そちらは南です！　ゼノビア様、せめて私に道を決めさせてください！」

「いいえ、このような危険な場所では、素人の判断は危険です！　ここは私に従っていただきます！　安心してお任せください！　私は荒事の専門家ですので！」

「ですから、その危険な場所に連れてきたのは、ゼノビア様なんですってばーっ！」

　涙ながらの訴えがポンコツ剣士に届くことはない。

　二人が宿へたどり着くのは、いったいいつになるのか、それはまだ誰にも分からない。
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「着きましたわ！」

　ふんぞり返るドリ子様の後ろには、派手なお屋敷が立っていた。

　都内に立てられている分、庭は狭いが屋敷そのものはなかなかの大きさだ。

「わん（なんつーか、成金趣味な屋敷だなぁ……）」

　ファルクスのお屋敷は上品な白を基調にしたゴシック調の落ち着いた造りだが、こちらは赤い壁に金の屋根と、ドリ子様をそのまんま家にしたような派手具合だ。

「わぁ、素敵なお家ですね！」

　ええー？　そうー？　まぁ、珍しいものではあるかもしれんけど、目にバシバシ来るよこの屋敷。

「ふ、ふふ、そうでしょうそうでしょう！　あなた、分かっていますわね！　よくってよ！　とてもよくってよ！」

　手の平を合わせて称たたえるお嬢様に、ドリ子様は高らかに笑う。そんなにふんぞり返ってるとまた落ちるぞ。

「「「おかえりなさいませ、エリザベスお嬢様」」」

　ずらりと並んだ使用人たちが一斉にお辞儀し、ドリ子様を出迎える。

「客人ですわ。お茶を用意するのですわ」

「かしこまりました」

　ドリ子様の手を取ってドラゴンから降りるのを手伝ったあと、恭うやうやしく使用人たちは道を開けた。

　扉を抜けて屋敷の中へ入ると、表に負けず劣らずの派手な装飾が目に飛び込んでくる。

「わふ……（目がチカチカするぜ……）」

「わぁ、綺き麗れいですっ！」

「おほほほ！　よくってよ！　よくってよ！」

　お嬢様の賛辞に、ドリ子様は有頂天だ。何かを質問するたびに、上機嫌で説明している。

　この二人、本当に相性がいいみたいだなぁ。

『エリザベスお嬢様が、またおかしな動物を連れてきたぞ……』

　ウルフイヤーは地獄耳（二回目）。

　廊下の向こうから、使用人たちの話す声が聞こえてくる。

『あの趣味、どうにかならないかしら。ご自分で率先して世話をしてくださるのは良いものの、檻おりから出ているときにいつ襲われるか心配で仕方がないわ……』

『毎回売りつけてくる行商人は大丈夫って言っているけど、それもどこまで信用できるか分からないわね……』

『毎日金にあかせてやりたい放題。寂しさを紛らわすにしてもやりすぎよね……』

『旦那様が放置している現状も問題だがな。このお屋敷へ最後に帰ってきたのはいったいいつだ？』

『二年や三年ではすまないのは確かだわ。奥様は愛人を作って出ていってしまわれたし。旦那様ももう帰ってくる気はないんじゃないかしら……』

『商いに精を出すのは結構だが、一人娘がおかしな趣味を持っていることも知らないのではな……』

　おうふ、予想外に重たい話だった。

　ドリ子様の現状って、金だけ渡されて捨てられてるようなもんじゃん。

　うちのお嬢様も母親がいないみたいだけど、そのへんの事情はよく知らないのよな。

　代わりにパパさんがものすごく愛情を注いでいるのは分かる。忙しい中、こうして旅行にも連れてきてくれたしな。

　ドリ子様は親からの愛情すら受けていないのか……。

「ここですわ！」

　屋敷の中を案内されつつ、最後の突き当たりの扉を、ドリ子様が勢い良く開け放つ。

　元は舞踏会場だったのだろうか。そこは大きな広間だった。

「わ、わふっ!?（って、なんじゃこりゃ!?）」

　広間には、ペットショップにあったような沢山のケージが積み重ねてあり、中には様々な種類の動物たちがいた。

「ここにいるのは、各地から集めたわたくしに相応ふさわしい者たちですわ！」

　得意げに両手を広げ、誇らしそうに動物たちを披露する。

「わぁ、すごいです！　みんなエリザちゃんのお友達なんですね！」

「え、エリザちゃん!?　な、馴なれ馴なれしいですわね……。でも許しますわ！　わたくしは寛容ですから！」

「ありがとうございますっ。エリザちゃんも、わたしのことはメアリって呼んで下さいねっ」

「ええっ!?　……あの……め、メアリ……？」

「はいっ、なんですかエリザちゃんっ」

「…………っ！」

　笑顔で答えるお嬢様に、ドリ子様は顔を真っ赤にしてしまう。

　うーん、ちょろい。めっちゃちょろいぞ、ドリ子様。

「わふ……（いや、それより気になってるんだけど、こいつらってどう見ても魔物だよな。どいつもこいつも凶悪なツラしてやがるぜ……）」

　檻の中にいる連中は、明らかに普通の動物とは造形が違う。野性味どころか魔性味あって超怖い。

「ちゅー（ぬし様がそれを言うか……？　この中で最も恐ろしいのはぬし様じゃと思うがのう）」

　うるさいよ。ガラスのハートが傷つくことを言うな。なるべく鏡とか見ないようにして現実から目を背けてるんだから。

「わんわん（なぁ、レン。俺が言うのも何だが、魔物って人になつくもんなのか？）」

　こいつら、妙におとなしい。お嬢様たちが近づいてみても、反応すらせず檻の中でじっとしている。

　こうやって当たり前のように魔物が飼われてるんなら、俺も正体を隠さなくても大丈夫なんじゃないの？　これからもペットライフは安泰なんじゃないの？

「ちゅー（ぬし様よ、こやつらの首元をよく見てみるのじゃ）」

「わふ？（うん？）」

　レンに促されて観察すると、どいつも首に宝玉の付いた首輪をしている。

「わふぅ！（くっ、首輪に飾り付きとか！　めっちゃ羨ましい！　俺の首輪の鐘と交換しない？）」

「ちゅーちゅー（そうではない。こやつらの付けておる首輪。これは呪具じゃ。おそらく精神に干渉するたぐいのものじゃろう）」

「わふっ!?（えっ!?　こいつら洗脳されてるの!?）」

　魔物相手とは言え、エグいことしやがるな。

「ちゅーちゅー（左様。本能で生きる下級な魔物が人になつくなどありえぬのじゃ。呪具によって操られておるからこそこうして飼育できておるのじゃろう。まぁ、こんな稚拙な術式の呪具はわしのような知能の高い竜族には効かぬがな！）」

　えへんと胸を張ってるところ悪いんだが。

「わふ……（あの、そこの竜族、めっちゃ操られてますけど）」

　窓の外から自分も入れてほしそうに覗のぞいているドラゴンの姿が見える。

「ちゅーちゅちゅー（あ、あれは竜族の末端も末端。血の薄い地竜の赤子なのじゃっ。どこで囚とらわれたか知らぬが、人族ごときに捕まるとはマヌケなやつなのじゃ。アレぐらい力の弱い幼竜ならば呪具で操ることも可能じゃろうて）」

　なるほどねー。しかし、あのドリ子様にそんな技術はないだろうし、マネーパワーでなんとかしたんだろうか。

　良からぬ商人に騙だまされて買った、とかありえそうな話だなぁ。なんか使用人たちもそんなような話をしてたし。

　そもそも、ドリ子様、こいつらが魔物だって気づいてないよね？　俺の正体を疑わない時点で、メアリお嬢様級のフシアナアイと見た。

「──それで、わたしたち王都に遊びに来たんですっ」

「へえ、あそこに宿を取っていますの？　内装も料理も凝っていて、従業員の教育が非常に行き届いていると聞いていますわ。あそこに部屋を取れるとは、運が良かったですわね。天下のファルクス商会の系列だけあって、向こう三年は予約でいっぱいと聞いていますのに」

「えへへ、ありがとうございますっ」

「あなたを褒めたわけではありませんわよ、もう。ふふふっ」

　おやおや、いつの間にか随分と仲良くなってるじゃありませんか。

　運ばれてきたお茶を飲みながら、二人が話に花を咲かせている。

「では、あなたは王都にお住まいではないのですわね」

「私のおうちは、ちょっと遠い場所にあるんですけど、とっても良いところですよっ。今度は私がエリザちゃんをお招きしたいですっ」

「そ、そうね。あなたがそこまで言うのなら、か、考えてあげてもよろしくてよ」

　ドリ子様の興味が、もう完全に俺じゃなくてお嬢様に移ってるな。

　よきかなよきかな。平和的に話がつきそうだ。このまま普通にお茶して帰ることになるといいな。

「ちゅー（ふむ、しかしこの呪具の術式は……）」

「わう？（おん？　どうしたよ？）」

　なにやらレンが考え込んでいる。

「ちゅー（ぬし様や。悪い知らせがある。この呪具なのじゃが……）」

　何かを言いかけたその時、優雅にお茶を楽しんでいたドリ子様がバンとテーブルを叩たたいて立ち上がった。

「違うのですわ！　何をのんきに話をしているのですの!?　ここへあなたを連れてきたのは、あの犬が誰に相応しいかを教え込むためなのですわ！」

「え、ええー……？　私はとっても楽しかったですよ？」

「そ、それはわたくしだって楽し──違いますの！　話を聞くのですわ！」

「はい、分かりましたっ。聞かせてくださいっ」

　椅子に座り直したお嬢様が、腕を真っすぐ伸ばして膝の上に手を置く。

　キラキラとした真剣な眼まな差ざしを向けられ、ドリ子様はこほんと咳せき払ばらいをした。

「あなたも見たでしょう？　ここにいる動物たちを。みんな毛艶はよく、健康で、何不自由なく過ごしていますわ。散歩だって毎日連れて行っていますのよ」

　まぁ、環境的には悪くないかなぁ。働かずに食うメシほど美う味まいものはないし。

　問題はみんな目が死んでることだが。明らかに目の焦点あってないよね。

「動物には完璧な健康管理が必須ですわ！　あなたはどうせ食事の残飯など偏った食事を与えたり運動させたりもしていないのでしょう!?」

　まぁ、当たらずとも遠からずではあるかな。基本お屋敷では残った食材を調理したものが俺のご飯になってるし、日がな一日昼寝して過ごしてるし。

「そんなことでは動物たちの健康を維持できませんわ！　適度な運動と完璧な栄養を考えた食事を用意することが、飼い主の務めなのですわ！」

「ふむふむ」

　お嬢様が真剣に頷うなずいている。

　待ってお嬢様。俺はそんなの望んでないから！

　ろくに動かず、ハイカロリーな食事を満喫する、これまでどおりの怠惰な毎日で良いんですよ！

「そして、動物たちの健康を担っている一番の秘ひ訣けつがこれですわ！　モーガン商事が開発した固形飼料ですの！　動物に必要な栄養素が全て含まれていて、みんなの大好物なのですのよ！」

　そう言って、ザラザラと袋から硬そうなビスケットを皿にそそぐ。

「さぁ、食べてみるのですわ！」

　俺の鼻先に突き出されるエサ皿。

　そうまでして進められては仕方がない。

「わふ（あんま美う味まそうな匂いしないけど、食わず嫌いは良くないからな）」

　くんくんと匂いを嗅ぐと、微妙に青臭い香りがする。

「わふっ（まずは、ひとくち……）」

　ボリボリ。

「…………（…………）」

　しっかり味を吟味し、鼻に抜ける香りを楽しみ、満足して飲みこ──ごはぁっ!?──めなかった。

「ぺっぺっ！（まっず!?　なにこれまっず!?）」

　乾燥していて口の中の水分が一気に持って行かれたと思ったら、唾液を吸った途端、ビスケットの青臭さが倍増した。雑草を煮詰めたようなひどい味だ。

　いくら体にいいと言っても、こんなん毎日食ってたらおかしくなるぜ。

　特に俺は毎日超一流のコックであるおっさんの飯を食ってるからな。そんじょそこらのメシじゃ満足できん。

「わふっ！（よって、お嬢様の勝ち！　絶対キミんちの子にはなりません！）」

　俺はお嬢様にぴったりと寄り添って拒否の意思を示す。

「ど、どうしてですの……？　うちの子たちは喜んで食べるのに……!?」

　そりゃあんた、洗脳されとるからですがな。正気でこんな不ま味ずいモン食えるわけねえ。

「ちゅー（その件なのじゃが、こやつらを縛っておる呪具の術式、もうじき切れるぞ）」

「わふっ？（えっ？）」

「ちゅー（術式には問題はないのじゃが、単純に魔力切れじゃのう。魔力がなければ術式も動かん。洗脳が切れるのも時間の問題じゃろう）」

　え、ヤバくないそれ。

　そう思った瞬間、パキンと何かが砕ける音がした。

「グルル……」

　背後を振り返ると、首輪の宝玉が壊れて、牙をむき出しにした魔物の姿があった。目は爛らん々らんと赤く光り、明らかに怒り狂っている。

「ガウガウガウ！」

　けたたましく吠ほえ立てると、檻おりに嚙かみついて、難なくケージを破壊してしまう。

　それをきっかけにして、連鎖的に他の檻の魔物たちも暴れ始めた。

「な、なんですの!?　なんですの!?」

　次々に檻が破壊され、部屋を荒らし回る魔物たち。

　しかし、洗脳が解けたとは言え、これは異常だ。無目的に暴れているようにしか見えない。

「ちゅー（どうやら、突然解放されたことで抑圧されてきた闘争本能が暴走しておるようじゃのう）」

「わん（ようじゃのうって、何をのんきに……。どうすんだよこれ……）」

「ちゅー（人族のことなど知らんのじゃ。魔物を意のままにしようなど、浅はかな考えこそが間違っておったと、身を以もつて知ることが出来たじゃろ。自業自得なのじゃ）」

　いや、ドリ子様は首輪のことだって知らなかったみたいだし、自業自得と言うのは流石さすがに厳しすぎるだろう。

　魔物たちの世話もちゃんとしてたし、家族がいないことの寂しさの裏返しでこんな風になっちゃったわけだしな。

　レンは役に立たないし、俺がどうにかするにしても、メアリお嬢様の前で力を使うのは不味い。犬ではないとばれてしまう。

「み、みんな、どうしてしまったんですの!?　わたくしが分からないんですの!?」

　必死に呼びかけるドリ子様に、魔物たちの視線が集まった。

「「「ゴワアアアアアウウウウッ!!」」」

「ひっ……!?」

　そんなにメシが不味かったのか。魔物たちの怒りは凄すさまじく、ドリ子様を八つ裂きにしようとその牙と爪を突き立てる。

　一斉に襲いかかるその魔物たちに立ちふさがったのは、俺ではなく、鱗うろこに覆われた巨体だった。

「ク、クリスティーナ!?」

　壁を突き破って中に入ってきた地竜クリスティーナは、頭から尻尾までとぐろを巻くように丸めて、俺とお嬢様を含んだ三人を守る壁となる。

「ゴルル……ッ！」

　全身に嚙みつかれたクリスティーナが痛みにうめく。

　こいつも洗脳が解けてるはずだが、ドリ子様に襲いかかるどころか守ろうとしている。

「わふっ（なんでか分からないが、やるじゃん、お前！）」

　しかもクリスティーナの巨体のお陰で、お嬢様たちの視界を塞ぐ壁ができている。

「わん！（チャンスだぜ！）」

　クリスティーナの背を飛び越え、地面に着地すると同時に、俺は大きく息を吸う。

　そして──

「ガルルルォォォォォォォォォォォォォオォォォォオォン!!（静まれぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇい！）」

　俺の大だい音おん声じようは屋敷を震わせ、魔物たちの鼓膜を激しく揺さぶった。

　風が巻き起こり、窓は全て割れ、家具をなぎ倒す。

　同時に俺の牛用首輪がちぎれて飛んでいってしまった。

　ええい、この際もう良い。首元でカランコロン鳴ってたら威厳も何もないからな。

「わふっ（ふう……。どうやら落ち着いたようだな）」

　ビームを出さないように大声出すのって大変なんだぞ。

　幸いお嬢様たちから俺の姿は見えていない。魔物のどれかが声を上げたと思うだろう。

　部屋を荒らしていた魔物たちは、尻尾を丸めて平伏している。どうやら俺の声でちゃんと我に返ったようだ。

「わんわん！（時間がないからよく聞けよ、お前ら）」

　脅しが効きすぎたのか、魔物たちはガクガクと震えながら俺の言葉に首肯した。

「わんわん！（自由になりたいんだろ？　俺にはその用意がある。ここからずっと北東にある大きな森だ）」

　王都からだと恐ろしく遠いが、幸いにして距離の問題は解決できる。

「わふっ（ナフラー。俺の声が聞こえるかー？　聞こえてるならすぐ来てくれー）」

　あいつ、いつもちょうどいいタイミングで現れるからな。あれは普段から俺のことを見てないと分からないはずだ。こうやって呼びつければ、きっと駆けつけてくるはず。

「にゃーん（なんですかぁ？　もう飲めませんよぉ？）」

　予想通り、何もない空中に穴が空いて、ナフラが飛び降りてくる。

「げぷー」

「わふっ（酒クサっ!?）」

　そういやこいつ、ヘカーテたちと一緒に飲んでたんだった。

　ベロベロに酔ってるけど、大丈夫かこれ……？　ちょっと心配になってきたぞ。

「わんわん（事情の説明はあとだ。ここにいる魔物たちなんだけどよ。こいつらを北の森に跳ばしてやることって出来るか？）」

「にゃんにゃん？（にゃ？　できますよ？　ナフラは優秀な使い魔ですのでー。座標さえ設置していれば距離など瑣さ末まつな問題なのですー）」

「わんわん（ちゃんと跳ばせるんだな？　酔ってるからって、変なとこに跳ばしたりしないな？）」

「にゃーん（大丈夫でーす）」

　やや不安だが、確認は取れた。次は魔物たちだ。

「わんわん（お前らに課す条件は一つだ。人前に絶対出てくるな。これが守れるなら、自由に過ごして構わない。水は綺き麗れいだし果物もたくさん生なっている。自然豊かで良い森だ、きっと気にいると思う）」

　俺は野宿とかまっぴらゴメンだが、話を聞いているうちに、魔物たちの死んでいた目が希望で輝き始めた。こいつらの様子を見る限り、なかなかの好条件のようだ。

「わんわん（了承したやつは、この猫の前に集まれ）」

　俺の指示に従って、魔物たちがナフラの前に列をなす。

　思った通り全員か。どいつもここの生活に未練はないらしい。

　魔物は人に懐かないっていうのは本当みたいだな。

「ゴルゥ……」

　いや、この地竜だけは例外みたいだ。先ほどと変わらず、じっとドリ子様を守っている。

「わんわん（よし、森についたらおそらく俺によく似た黒い狼おおかみがやってくるはずだ。そうしたら『ロウタにここで暮らせと言われた』と伝えろ、それで分かってくれるはずだ。間違っても逆らおうとはするなよ）」

　あいつらメッチャクチャ強いから。狩りのプロフェッショナルだから。

　魔物たちはもう怖い思いは懲り懲りなのか、神妙に頷いた。

「にゃーん（では空間魔法発動、かーらーのー、転送ですー）」

　魔物たちの足元に白い空間が広がったと思ったら、その姿は一瞬にして搔かき消きえていた。

「にゃふー（お仕事、完了でーす）」

「わふっ（よっし、ごくろうさん。じゃあ、お前にもう用はない。帰れ）」

　さっきまでいなかったナフラがここにいたら、お嬢様が不審に思うからな。

「にゃー（ええー？　呼びつけておいて、用が済んだら帰れだなんて、ロウタさんたらひーどーいー）」

「わふっ（ええい、しなだれかかってくるな酔っぱらい。帰れ帰れ）」

「にゃーん（もー、ロウタさんは悪い雄オスですねー）」

　しっしっ、と追い払うと、ナフラもまた一鳴きして空間魔法で帰っていった。

　しんと静まり返った広間に残ったのは、瓦が礫れきと化した部屋と俺たちだけだ。

「いったい、何が起こったんですの……？　みんなは……？　消えてしまったんですの……？」

　クリスティーナが体をほどき、広間の惨状にドリ子様は呆ぼう然ぜんと立ちすくんだ。

「そんな……どうして……？　みんな、みんな消えてしまいましたわ……」

　見渡す部屋はあまりに広く、少女が一人でいるにはあまりに寂しすぎた。

「わたくしはまた、ひとりぼっちなのですわ……」

　両親にも見捨てられ、使用人たちには疎まれ、ドリ子様にとって動物たちだけが心の拠より所どころだった。

　膝を折って泣き崩れる背中に、俺は一声吠える。

「わふっ（違うぜ、ドリ子様よ）」

「エリザちゃんは一人ぼっちなんかじゃありませんよ」

　お嬢様がドリ子様を後ろから抱きしめる。

「あなたたち……？」

「わたしもロウタも、もうエリザちゃんのお友達です。それにほら──」

　促された先には、その身を呈して主あるじを守ったドラゴンがいた。

「ゴルル……」

　喉を鳴らして、ドリ子様に鼻を擦こすりつける。

「クリスティーナ……」

「わふっ（こいつはここに残るってよ）」

「ちゅー（こやつ、元々呪具の洗脳が効いていたわけではないようじゃ。最初から自分の意志でこの娘に飼われておったのだろうよ。ふん、竜族が人に懐くなどめったにないことなのじゃ。誇りに思うが良い、小娘）」

　なんだ、自業自得とか言っときながら、ちょっと心配してたんじゃないか。

　ドリ子様とクリスティーナの主従を超えた絆きずながあったからこそ、うまく収まったんだな。

　でも、見つかると困るから毛皮の中に隠れてようね。

「ちゅーっ（むぎゅっ。や、やめるのじゃ。無理に押し込むでない！）」

　前足でレンをグイグイとしまっていると、クリスティーナがおぼつかない様子で口を開いた。

「ゴルル……（ぼ、ボクは、ボクは……）」

　お、喋しやべれるのかこいつ。

　レンいわく赤ん坊だって聞いてたから知能も低いのかと思ってた。

「ゴルル……（ぼぼ、ボクは、お嬢様に踏まれるのが、大好きなんだなぁ……。毎日足蹴にされて、幸せなんだなぁ……）」

　絆とかじゃなかった。普通に悦よろこんでた。

「わふっ!?（やべぇ、こいつ変態だ!?　生まれついての変態だぞ！）」

「ちゅー（ぬし様にだけは言われたくないと思うのじゃ）」

「わん！（お前にもな！）」

　人に踏まれるのが好きなドラゴンと、人の泣き顔をペロペロするのが好きな犬と、生後二ヶ月の子犬に求婚する千年喪女。

　誰が一番変態なのかと問われれば──

「わふ（ぶっちぎりでレンだな。お前が変態ナンバーワンだ）」

　冷静に考えてこいつが一番やばい性癖を抱えている。異種姦大好きショタケモナーとかなんだよ。特殊性癖すぎて意味が分からん。

「ちゅーっ！（なんじゃとーっ!?　わしのどこが変態じゃ！　純じゆん情じよう可か憐れんな乙女じゃろうが！）」

「わんわん！（だから勝手に出て来るなっつーの！）」

　ぐるぐると自分の尻尾を追いかけるようにレンと格闘していると、お嬢様が変に思ったのか首を傾かしげた。

「どうしたんですか、ロウタ？」

「わふっ（いや、なんでもないっす）」

　レンをどうにかたてがみに押し込み、おすわりしてとぼける。

　お嬢様は疑問符を浮かべたまま頭をなでてくれた。

　クリスティーナの開けた穴から見える太陽が、いつの間にかもう沈もうとしている。

　いい加減に宿に帰らないと、ミランダさんたちが心配するんじゃなかろうか。

「ぐすっ……。……お、おーほっほっほ！　情けないところを見せてしまいましたわね！」

　ドリ子様が涙を拭って立ち上がり、甲高い声で笑う。

「長らく引き止めてしまいましたわね！　今日のところは引き分けにして差し上げますわ！」

　うーん、立ち直って何よりだが、あんまり懲りてなさそうだぞ。

「宿まで送って差し上げますわ！　感謝してよろしいですのよ！」

　ドリ子様はそう言うと、ようやっと部屋に駆けつけてきた使用人たちに部屋の片付けを命じ、馬車を用意させる。

　使用人たちは部屋の惨状に目を丸くしていたが、高笑いしながら命令するドリ子様にいつものことかと各々の仕事へ取り掛かっていく。

　ほどなく俺たちは宿まで送っていってもらう運びとなった。
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　派手な趣味の馬車が、蹄ひづめの音を立てながら街路を進む。

　クリスティーナが乗れるはずもなく、やつはお留守番だ。

　お嬢様とドリ子様は隣り合って座り、また話に花を咲かせている。仲睦むつまじい様子で何よりだ。

　べ、別に構ってもらえなくて寂しいとか思ってないんだからねっ。いやうそ、めっちゃ俺も混ぜて欲しい。美少女の間に挟まりたい。サンドイッチされたい。

　悲しいかな、狭い車内では俺の体は身動きもまともに取れないのであった。

　代わりに収まりきらない頭を窓から出して、外の香りを楽しんだ。

「わふっ（夜になると、やっぱちょっと肌寒いなぁ……）」

　馬車で運ばれている間に、外はすっかり暗くなって、夕ゆう餉げのいい香りが漂っている。

　クリーミーだったり、スパイシーだったり、色んないい匂いがしてくる。

　今日の晩ご飯はなんだろうなぁ。高級ホテルの晩ご飯、楽しみです！

　馬車はよどみなく街路を進み、見覚えのある高級宿の前で停車する。

　門のところには、もっと見覚えのある人たちが俺たちの帰りを待っていた。

「ただいま帰りました、お父様っ」

　お嬢様がドアを開けて、馭ぎよ者しやの助けを借りずに馬車から飛び降りる。

「お、おお、メアリ!?　無事か！　どこも怪け我がはしてないか!?」

　背中から声をかけられたパパさんが振り返る。

「はい、ロウタも元気ですよ」

「たった今ゼノビア君らに事の次第を聞いてな。憲兵に捜索願を出そうかと思っていたところだ！」

「もう、お父様ったら大げさですっ」

　滂ぼう沱だと涙を流すパパさんの後ろには、妙によれよれになったゼノビアちゃんとミランダさんがいた。

　あそこから宿まで大した距離じゃないよね。なんでそんなに疲れ果ててるのか。

　ま、想像はつくけどな。

　ゼノビアちゃんが道を間違えて、ゼノビアちゃんが人の話を聞かなくて、ゼノビアちゃんが無理やり連れ回したに違いない。だってゼノビアちゃんだから。

　ミランダさん、お疲れ様やで。

　ほつれた髪のミランダさんに、心のなかで労ねぎらいの言葉を送る。

「良うございました！　本当に良うございました！　わたくしめもお嬢様のご無事を心から祈っておりましたぞ！」

　高速でゴマすりをしながら、モミアゲクルクルカールおじさんがパパさんに擦り寄ってくる。

　が、お嬢様に続いて馬車から降りてきた少女の姿を見て凍りついた。

「エ、エリザベス……!?」

「お、お父様……!?」

　あ、やっぱり親子だったのか。その見事なカール具合が血縁の証あかしだと思っていたぜ。

「どうして、ここに!?」

「お、お父様こそ！」

「私は重要な商談があって……。喜べ！　なんとこちらのファルクス商会様と取引させてもらえるかもしれないのだ！」

「お父様はまたそうやって仕事のことばかり……」

　興奮する父親に、ドリ子様は悲しげに目を伏せて、聞き覚えのある単語に眉をひそめた。

「ファルクス商会……？　え？　だってそちらの方はメアリのお父上で、ということはメアリは──」

「きみのご息女かね？　モーガン君」

　先程まで涙を垂れ流していたパパさんが、キリッと仕事モードに表情を変えて二人に話しかける。

「お初にお目にかかる。ガンドルフ・フォン・ファルクスだ。娘を送ってくれたのかね？礼を言わせてもらうよ」

「で、ですわわわわ……！」

　挨拶を返すことも出来ず、ドリ子様は目を泳がせる。

「わふ（ついに気づいてしまったようだな）」

　庶民庶民と馬鹿にしていた小娘は、大富豪で辺境伯の愛まな娘むすめなのさ！

「エ、エリザベス!?　まさかファルクス様のご息女に何かご無礼を……!?」

　そりゃもう、庶民庶民と罵倒しまくりでしたよ。おまけに魔物たちの住む部屋に案内して危険な目にも遭あわせていましたよ。

　これはもう完全に落とし前案件で、立場逆転ですなぁ。

　はっはっは……はぁ、うん、どうしよう……？

　ドリ子様がただの高慢ちきなご令嬢だったら心置きなくザマァしてたんだが、メアリお嬢様と仲良くなった今、痛い目を見させるには忍びない。

　世話をしていた魔物が全部脱走しちゃったことで、十分罰は受けてるしな。

「ふむ、これはどういうことかね、モーガン君？」

「あ、いえ、あの、これはですね、はい……！」

　パパさんの眼光に、親子が震え上がる。

　その様子を見ていたお嬢様が、ドリ子様に駆け寄った。

「私たち、お友達になったんです！」

　肩からギュッと抱きしめられて、凍りついていたドリ子様が我に返る。

「メアリ……？」

「ですよねエリザちゃんっ。お家にもお招きしてもらって、沢山お話をしたんですよっ」

　そう楽しそうに話すお嬢様を目にしたパパさんは、きりりとした目から涙を溢あふれさせる。

「な、なんと、メアリに友達が……！　そうか、そうか……！」

　うんうん、と感涙にうなずき、パパさんは怯おびえるモーガンおじさんの両肩を叩たたく。

「君のご息女には感謝してもしきれない！　公私共にこれからもよろしく頼むよ、モーガン君！　今回の商談はすべてこちらが吞のむことにしよう！」

「ほ、ほほ、本当にございますか……!?　エリザベスよ、でかした！　でかしたぞ！　これでモーガン商事は安泰だ！」

　今にも踊りだしそうに喜ぶモーガンおじさんを、パパさんがふたたび鋭い目つきで見下ろす。

「ただし、これからは家庭も顧みるようにな。忙しさにかまけて家族を蔑ないがしろにして良いことは何もないぞ。多忙に追われる商家なればこそ、だ」

　パパさんイヤーも地獄耳だった。さっきのドリ子様のつぶやきをしっかりと聞いていたらしい。

「は、はははははい！　それはもう！　心得ました！　御高説痛み入ります……！」

　商談もうまくまとまったみたいだし、こちらの親子関係も修復されることを祈ろう。

　王都旅行における突然の事件は、なんやかんやと幕を閉じたのだった。
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　王都旅行最終日。

　俺たちは港で見送りを受けていた。

「メアリぃぃぃぃ！　今度は私から会いに行きますわぁぁぁぁぁ！　約束ですわぁぁぁぁぁ！」

　ドリ子様、号泣である。

　メアリお嬢様がはるか上流階級のご令嬢と知った後は、しばらくぎこちない様子だったが、そこはメアリお嬢様の人徳だ。

　この数日間ずっと一緒にあちこちを回った結果、二人はすっかり打ち解けた。お屋敷へ帰ることになった前日も、別れたくないと抱き合って泣いていたものだ。

「約束です！　お手紙も送りますからねー！」

　お嬢様は笑顔で手を振る。寂しくないからじゃない。必ずまた会うと約束したからだ。

「うむ、うむ！　メアリに友達が出来て、本当に良かった！」

　もらい泣きと言うには涙の量が多すぎるパパさんが、滂ぼう沱だと涙を流しながら頷うなずいている。

　飛空船が波紋を起こしながら浮き上がり、ゆっくりと王都を離れていく。

　大きく手を振るドリ子様と、その後ろでオロオロとしているモーガンおじさんの姿は少しずつ小さくなっていった。

　お嬢様はドリ子様の姿が見えなくなって、王都が雲に隠れてしまっても、ずっと手を振っていた。

「わふー（いや、ほんと、良い旅行だったわ）」

　こうして俺たちの王都旅行は、沢山の思い出を残しつつ、日程を無事に終えたのだった。

　でもって、そのときすでに問題が一つ起こっていたことに、まだ俺は気づいていないのだった。
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　旅行から帰ってきて、三日ほどが過ぎた。

　お嬢様の興奮はなかなか冷めやらず、ベッドの中でもドリ子様の話題が多い。さっそく手紙も書いているようだ。

　ペットの俺としては少し寂しくもあるが、お嬢様の楽しそうな笑顔が見れるので不満はない。

　そもそもお嬢様の愛情が変わるわけもなく、毎日モフモフと甘やかされまくりだしな。

　毎日一緒に風呂も入ってるし、今日も丹念なブラッシングのおかげでフッサフサだしな。

「わふ（そして夜になってお嬢様が寝たあとは、こうしてお楽しみも待ってるわけだしな！）」

　ぐへへ。夜中の盗み食いほど楽しいものはないぜー。

　お屋敷の人々が寝静まった深夜、俺はこっそりと台所をあさっていた。

「わふっ（おっ、ハムの原木見っけー。薄くスライスしてあるのも美う味まいんだけど、そのまま塊にかぶりつくのが堪らねえんだよなぁ）」

　俺の顎なら固く締まった燻くん製せい肉も楽勝よ。むしろこの歯ごたえがたまらん。

　当家のコックであるジェイムズのおっさんが管理している戸棚の奥、そこに隠してあったハムの原木を咥くわえて引っ張り出す。

　豚の脚を根本から全部使って燻製にしたハムは、棍こん棒ぼうのような形だ。

　こういったハムを作るには一年近くの熟成がいるため、これはジェイムズのおっさんが作ったものではない。

　なぜなら、一度この屋敷の保存肉は俺がほぼ全部平らげたからだ。

　ふはは、おかげでおっさんに怒られてひどい目にあった。巨大猪いのしし、超怖かった。

　なのでこのハムは定期的に屋敷へ運び込まれる食材の一つなのだろう。

　おっさんの手は入ってないが、それでも十分美味そうだ。

　さすがおっさん。仕入先も一流だぜ。

「わんわん（ふへへ、これでパパさんのワインセラーから酒を失敬してくれば、宴の準備は完璧だ）」

　今晩はハムとワインで酒盛りしちゃうんだぜ。

「ちゅー（ぬし様は、いつもこんなことやっておるのか……）」

　俺の頭にちょこんと座るネズミが、呆あきれたように息をついた。

「わふっ（なんだよう。文句あるのか？）」

　いつも寝付きが良いくせに、今日はレンが珍しく起きている。

「チュー（おおありなのじゃ。わしの亭主ともあろうものが、夜中にコソコソ盗み食いとは、呆れ果ててものも言えぬのじゃ）」

　誰が亭主だ。

「わんっ（ごちゃごちゃ言うと、お前の分け前はなしだぞ）」

「ちゅー！（盗んだものなどいらんのじゃ！　おぬしも勇ましき雄ならば、正面から堂々と奪わんか！）」

　奪うのはいいのかよ。

　文化の違いを感じる。

「わんわん！（馬鹿野郎！　そんなことしたらお屋敷から追い出されるだろうが！　そもそもジェイムズのおっさんに勝てると思ってんのか！　一瞬で三枚に卸おろされるわ！）」

　かつて巨大猪を鮮やかに解体していたおっさんを思い出す。あの鎧よろいのような毛皮をあっさり剝はいで、肉をバラバラにしてしまった見事な包丁捌さばきの冴さえ。

　ぶるる、こわやこわや。ゼノビアちゃんよりおっさんのほうがよっぽど恐ろしいぜ。

　なので、こっそり盗むのだ。

「ちゅー（なんと情けない……。それでも誇り高き魔ま狼ろう族か）」

「わふっ（いいえ、犬です）」

　怠惰を極めるために生まれた、生粋のペットです。

「にゃーん（遅いですよー、ロウタさん。私の方はもう仕事を終えちゃいましたよー）」

　声が聞こえる方向を見ると、夜の月を背景に、台所の窓枠に猫が座っていた。

　その周囲には、ふよふよと酒瓶とグラスが浮いている。

「わふっ（おお！　でかしたナフラ！）」

　ちゅーちゅー鳴くだけの居候とはわけが違うぜ。

　すでに酒を入手済みとは、やつを派遣して正解だった。

「ちゅー！（貴様もか、駄猫！　わしの亭主をたぶらかすでないわ！）」

「にゃ、にゃーん！（ご、誤解です！　レン様！　飲み会やろうぜって言い出したのはロウタさんですー！）」

　猫のくせにネズミが苦手なナフラは、レンの一喝に怯えて窓の外へ逃げ出した。

「ちゅー！（待たぬか！　仕置きしてくれるわ！）」

「にゃああああん！（いやああ、耳をかじられるのはいやあああああ!!）」

　中庭の木を中心に、二匹はぐるぐると走り回る。

「わんわん……（おーい、先にハム食っちまうぞー……）」

　月が照らす中庭で追いかけっこを始めたネズミと猫を眺めながら、俺は太いハムにかぶりつくのだった。
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　もぐもぐ。

　うん、硬しょっぱい。

　熟成が進んでいるのか、意外と頑丈だなこのハム。

　原木の皮を食いちぎっても、まだ厚い脂肪層が待っていた。

「にゃー（ロウタさんったら、そのままかぶりつくとか、野蛮にもほどがあります。……ありますにゃ）」

　だからなぜ言い直す。さっきまでさんざん普通に喋しやべってただろ。

　鳴き声ですでににゃーにゃー言ってるのに、語尾に『にゃ』を付ける意味が分からない。

「にゃー（ハムはやはり削そぎ落として薄くなったものを食べるべきです。美お味いしいものこそ、食べ方にはこだわらなければ）」

　なんか美食家みたいなこと言い出したぞこいつ。

「にゃー（なので、私におまかせあれー）」

　ナフラが右前足を掲げて、くいくいと手招きする。

　すると調理場にあった包丁が飛んできて、ハムの皮を器用に剝むき始めた。

「わふっ（おお、すげえ！　器用なもんだなぁ）」

「にゃーん（えへへ、物体浮遊は私の得意魔法ですから）」

　恥ずかしそうに耳の後ろを前足で洗いながら、それでもナイフの動きはよどみない。

　熟成の証拠である黄色い黴かびが浮いた表面の皮を削ぎ落とすと、中から白い脂肪層が現れる。

　白い脂の部分は、それはそれで美味いのだが、本命はそろそろ現れてくる赤身の部分だ。

　丹念にナイフは往復し、薄く脂を削いでいく。すると徐々に赤い身が透けてきた。

「にゃー（外側は熟成と乾燥が進んでいるので、ややパサついているんですよねー）」

「わんわん（詳しいなお前。最近お屋敷へきたばっかりなのに、なんでそんなこと知ってるんだ？）」

「にゃーんにゃーん（お屋敷にはロウタさんが来るより前から何度も来ていますよ？　メアリお嬢様の治療をなさるご主人様の付き添いで来ることが多かったので。その時、ご主人様たちがこれを食べているのを何度も見ているのです。うふふ、実際に食べるのはこれが初めてですが、楽しみですねー）」

　スライスを繰り返すと、ハムの赤身がだんだんと桃色に、しっとりと水気を含んだものに変わってくる。

「にゃー（ここは後で食べましょう。まずはこちらの熟成が進んだほうからです）」

「わふっ（よっしゃ！　いただきまーす！）」

「にゃ！（めっ！　めっ、ですよ、ロウタさん）」

　ナフラの前足が、ぽふりと俺の鼻先を押さえる。

「わふー（えー。まだお預けなのー？）」

「にゃふ（待て、待てですよ、ロウタさん）」

　俺は存在しない眉を垂れ下げて、ナフラをしょぼんと見つめた。

「にゃー（乾いたハムには、こちらを使うのです）」

　ナフラがまた手招きすると、台所から瓶が二つ飛んできた。

　まるでワルツを踊るカップルのように、くるくると回転しながら二つの瓶の蓋が開く。

　中から垂れてきたのは、黄金色のとろりとした液体だった。

「わふっ（ハチミツ？　こっちはオリーブオイルか？）」

「にゃー（ご明察ですー。そして最後に……）」

　今度はナフラの頭上に穴が開いた。

　見覚えのあるその光景は、空間魔法だ。

　そう思ったときには、頭上の穴から太めの瓶詰めが落ちてきていた。

「にゃー（今朝摘んだ木き苺いちごです。若いのでもうめちゃくちゃ酸っぱいですよー）」

　酸っぱいんだ。

　真っ赤で小さなラズベリーが、ケーキを飾り付けるようにハムに載せられた。

「にゃー（さあどうぞ！　美味しいはずです！　きっと！　たぶん！）」

　そういや、お前も食べたことないんだったな。

　そしてさり気なく俺に毒味させようとしてやがる。あざといやつめ。

「わんわん！（まぁいいや。どんな味がするのか楽しみだし。いただきまーす！）」

　俺は薄くスライスされたハムを、数枚くわえて放り投げる。

　そして空中でパクリとキャッチして食べた。

「わふっ（甘い！　酸っぱい！　しょっぱい！　ぅぅぅぅ美味いっっっ!!）」

　乾いて塩味が利きすぎているハムを、オリーブの油分がまろやかにして、すごく口当たりが良い。

　同じくかけられた濃厚な蜂蜜が、くどいほどの甘みとなって舌へ押し寄せるが、同時にやってきたラズベリーの酸味が重なって、熟れた果実のような味へと変化した。

　ぷちぷちとラズベリーの種が潰れる食感も面白く、酒が楽しく飲めそうだ。

　前世で食べた生ハムメロンを、何倍にも濃く、複雑にしたような味わいだった。

「わふっわふっ（めっちゃうめえ！　ナフラ！　これめっちゃうめえぞ！）」

「にゃーん（ではでは、私も失礼して。あ、お酒もどうぞー）」

　瓶のコルクがひとりでに抜け、俺たちの口でも飲みやすい、縁の広いグラスに注がれる。

　炭酸の強い発泡ワインが、舌をさっぱりさせて、のどを爽快に抜けていく。

「わんわん（お、良いチョイス。気が利くねえ。どこかの居候とは大違いだ）」

「……ちゅー（おい、気が利かない居候とは、わしのことか？）」

　俺の頭の上で寝そべっていたレンが、不機嫌そうに問うてきた。

「わん（え、なに？　聞こえなーい？　うめー！　ハム超うめー！）」

「にゃーにゃー（すごく美味しいですー！　ご主人様ったらこんな美味しいものを独り占めしたりして。許せませんね。このっこのっ）」

　怒りの鉄てつ槌ついとばかりに、ナフラは木苺ハムを頰ほお張ばっていく。

「わんわん（おー、いったれいったれ。ハムはまだまだあるぞー！）」

「ちゅー……（む、むむ……）」

　はしゃぐ俺たちをレンが横目で見ている。興味津々なくせに素直じゃないやつはちょっと煽あおってやろう。

「わふわふっ（レンたんは、こんなに美味しいものを食べられないなんて、かわいそうでちゅねー。盗んだものを食べるなんて誇りが許さないんだっけー？）」

「ちゅー！（そ、そうじゃ！　誇り高き強者ならば、欲しいものは奪うべきなのじゃ！　だ、だから……い、いらんもん！　そんなん、いらんもん！）」

「わんわーん（えー？　ほんとにー？　いらないのー？　じゃあ、俺たちで全部食べちゃおうぜ、ナフラ！）」

「にゃーん（はーい！）」

　俺たちはレンを放ほうっておいて、ふたりで木苺ハムをがっつきまくる。

「わふー（うめー、超うめー）」

「にゃふー（ふふー、美味しいですー）」

　削いだばかりのハムがどんどんなくなっていく。

　レンは悔しげにそれを見つめるばかりだ。

「ち、ちゅぅ……（……ぐすっ、い、いらん、もん……）」

　泣きが入ってしまった。

　この千年喪女、普段は尊大に振る舞ってるくせに、精神はまるで幼児だな。

　薬草を取りに俺たちが巣に忍び込んだ時も、最初はもてなそうとしてくれたのは、寂しさがあったのかもしれない。

　やれやれ、これくらいにしといてやるか。

「わふわふ（悪かった。もうからかわないから、泣くな、レン）」

「ちゅー！（な、な、泣いとらんわい！）」

　怒鳴り返してくるレンに、木苺をハムで巻いたものが差し出される。

「にゃー（どうぞ、レン様）」

　細工までしてあって、まるで一輪の花のようだ。

　ナフラが魔法を使って作ったのか。

「にゃーん（意地悪してごめんなさい、レン様。悪ふざけが過ぎました）」

「ちゅー（ふ、ふん！　別に泣いとらんし！　怒ってもおらんし！　そ、それだって別に食べたくないのじゃ！）」

　俺の頭の上で、レンはそっぽを向くが、その視線はチラチラと木苺ハムに向いている。

　分かりやすいやつだなぁ。

「にゃー（そんなこと言わずにー。どうしてもレン様に食べてほしいんです。ナフラのお願い、聞いてくれませんか？）」

　拝むように前足を合わせるナフラ。

　ううむ、こいつ、自分の可愛かわいさを知り尽くしておる。

　師匠と呼ぶべきだろうか。

「ちゅー（む、むむ。そ、そうか？　そうまで言われたら仕方がないのう。ひとつ賞しよう味みしてやるからよこすが良い）」

「にゃー（はい、どうぞー）」

　木苺ハムの花が、ふよふよとレンのところまで飛んで行く。

　ここで俺が横からかすめ取って食ったら、こいつめっちゃ泣くんだろうなぁ。

　などと妄想するが、さすがに可哀かわい想そうなのでやらない。

「ちゅー（おおお、美味い！　美味いではないか！　ナフラよ、褒めてつかわすのじゃ！）」

　レンはぐすぐすと鼻をすすりながらハムをかじる。

　ナフラは慈愛を込めた目で、そんなレンを見つめた。

　かなり離れた位置から。

「わん（やっぱ姿が見えると怖いんかい）」

　仲直りした俺たち三匹は、明け方近くまで、酒盛りを楽しむのだった。
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「にゃーにゃー（ロウタさーん！　起きてください、起きてくださいってばー！）」

　誰かが俺の腹をぽふぽふと叩たたいている。

　うーん、眠い。あと五分。

「ちゅーちゅー（まったくひどい寝相じゃのう。無防備に腹を見せて高たか鼾いびきとは……。強者の余裕と見ればよいのか、それとも野性の欠片かけらもないと嘆くべきか……）」

「にゃー（ロウタさーん。もう朝ですよー。コックさんが起きてきちゃいますよー）」

「ちゅー（もう放っておけい。起きんこやつが悪いのじゃ。わしはもう一眠りする。ほら、ぬし様、横を向かんか）」

　うーん、なにー？　横を向けばいいのー？　はいはーい。

　ごろりと寝返りをうつと、背中のたてがみがもぞもぞする。

「ちゅー（わしらはちゃんと起こしたからな）」

「にゃーん（あとで怒っちゃイヤですよー）」

　怒る？　なんで？

　ナフラの気配が遠ざかり、レンが背中で寝息を立て始めた。

　不思議に思って目を開けようとするが、朝日が眩まぶしくて上う手まく開けられない。

　昨日は確か、あいつらと一晩中飲み明かして……。記憶がどうにもおぼろげだ。

　ああ、そうだ。そろそろ後片付けしないとまずいよなぁって話をして、えーっと。

「わふっ（そうだ！　証拠隠滅してねえ！）」

　ガバッと起き上がった俺の目の前には──

「よう、ロウタ。昨日は遅くまでお楽しみだったようだな」

　たくましい腕を組んで、仁王立ちしたおっさんがいた。

「わ、わん（は、はわわわわ……）」

　朝日を後光にしているため、彫りの深い顔には影がかかり、その不気味さがさらに俺の恐怖を煽る。

「性懲りもなく、毎日毎日盗み食いしやがって、今度ばかりはただじゃおかねえ……」

　ひ、ひえええ。こ、こりょされるっ。

　今日が俺の命日なのかっ。

「と、言いたいところだが」

　おっさんは組んでいた腕をほどいて、俺の頭をわしわしとなでた。

「お前、王都でも活躍したらしいじゃねぇか。迷子になりそうなお嬢様を案内して、友達を作るきっかけにもなったんだって？」

　あれ？　おっさんが怒ってない。

　それどころか、何やら上機嫌だ。

「お嬢様に同年代の友達がいないのは俺も心配してたんだ。偉いぞロウタ、よくやったな」

　え、えへへ？　それほどでもないっすよ？

「今回から入荷の量も大幅に増やしたしな。お前が食い散らかしたぐらいじゃもう問題ねえよ。夜中の盗み食いぐらい勘弁してやらぁ」

「わんわん！（お、おっさん！　なんてふところが深いんだ！　素敵！　モフモフして！）」

　頭をすり寄せると、おっさんはガハハと笑って、両手で搔かくようになでてくれた。

「……それにお前に盗ませてる食料は、ちょいと質が悪くて旦那様がたには出せないやつだしな。良い処理係ができたぜ」

　ん？　いま、ボソッとなんか言った？

「ほら、いい加減にお嬢様のところへ戻ってやんな。目を覚ました時にお前がいないと悲しむぞ」

　はっ、そうだった。

　お嬢様を起こすのは俺の楽しみの一つ。誰にも譲るわけにはいかん。

　今日も寝ぼけるお嬢様の可愛いところを眺めつつ、たっぷり可愛がってもらうんだー。

「わんわーん！（今行きますぜ、お嬢様ー！）」
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　ベッドですやすやと眠るお嬢様の寝顔は、今日も麗しい。

　流れる砂金のような髪を枕に広げて、絵画のように静かに眠っている。

　このまま俺も布団に潜り込んで、一緒に寝てしまいたいが、そろそろメイドさんがモーニングティーを持って来る時間だ。

「わふっ（お嬢様ー。朝ですよー）」

　すべすべのほっぺたを鼻先でツンツンすると、お嬢様は眉をひそめたあと、すぐに目を開けた。

「ふにゃ……。おはようございます、ロウタ……」

　体を起こしたお嬢様は、眠たげなまなこをこすり、小さくあくびをする。

「わんっ（おはようございます、お嬢様！）」

「んんー……」

　元気よく返事を返すと、お嬢様はぎゅーっと俺を抱きしめてきた。

「わふぅ……（ああ、至福の瞬間やでぇ……）」

　今日もお嬢様はいい匂いだ。髪に顔をうずめてスハスハしたい。

　いや、する。

　スハスハ。スハスハ。

「んぅ？　ロウタ、なんだかお酒臭いです……」

「わふっ（はわっ。昨日は深酒が過ぎたか!?）」

　お嬢様が体を離してしまう。

　ああっ、せっかくのスハスハタイムが！

「午後の休憩は湖に行きましょう。水浴びしてお酒臭いのを落とすのです」

「わんわんっ（いいっすね、それ！）」

　おっさんのサンドイッチも久々に食いたいしな！　色とりどりの野菜パンに挟まれた香草チキンやスモークサーモン。どれもこれもめっさ美う味まいんだ。

「ヘカーテ先生も呼んでみましょう。ふふっ、午後が楽しみです。お勉強頑張って早く終わらせちゃいますからね。待っていてください」

　お嬢様は本当に健けな気げで良い子だなぁ。

「わふっ！（お嬢様が頑張ってる分、俺がしっかり休んどきますからね！　任せといてください！）」




　　　†　　　†　　　†




　森の街道を、二頭立ての馬車が軽快に走る。

　昼が近づき気温は高くなっているはずだが、車内は意外と涼しく快適だ。

　夏の始まりを告げる強い日光は、街道の左右に並ぶ木々が遮ってくれる。

　濃厚な酸素を含む空気は、力強い緑の香りがした。

「あの、メアリお嬢様。ロウタ、また大きくなったような気がしませんか？」

　お嬢様の対面に座ったミランダさんが、俺の姿を見て訝いぶかしんでいる。

「わふっ（は、ははは、やだなぁ、気のせいですよ気のせい）」

　俺はそっぽを向いて、さり気なく体を縮めた。

　やべえぜ、ミランダさんにまで疑われ始めた。

「そうですか？　まだまだ育ち盛りなんですねー」

　お嬢様がぎゅっと抱きついてくる。

　さすがはお嬢様。ひとを疑わぬ清い心をお持ちだ。

　いつまでもそのままのお嬢様でいてね。

　お嬢様は俺の隣に無理やり尻を収めて、それでも俺のモフモフ毛にご執心だ。

　大型の馬車とは言え、かなり狭いと思うんだが、お嬢様は窮屈さより俺にひっつける方がいいらしい。

「メアリちゃんは、ロウタくんのことが大好きなのねぇ。妬やけちゃうわぁ」

　俺の対面に座ったヘカーテが、手招きするように指先で鼻をくすぐってくる。

　やめれ。くしゃみでちゃうから。

　っていうか出る。

「ぶわっふ!!」

　俺は窓の外へ顔を突き出して、大きなくしゃみをした。

　うぅ、鼻水出た。

「まったく、何をやってるんだ」

　声をかけられた方向を見ると、馭ぎよ者しや席に座って馬を操るゼノビアちゃんがいた。

　呆あきれた様子でハンカチを取り出し、身を乗り出してくる。

「ほら、動くな。拭いてやる」

　垂れた鼻水をぬぐわれ、すっきりする。

「わんっ（ありがとうなんだぜ、ゼノビアちゃん）」

「か、勘違いするな。ファルクス家の犬ともあろうものが、だらしのない顔をするのは我慢ならないからだ」

　顔をそらして、ゼノビアちゃんは馬車の運転に戻る。

　ツンデレに磨きがかかっていってるなぁ。

　知ってるんやで。お嬢様が俺をモフモフしてる時、羨ましそうに後ろから見てることを。

　来いよゼノビア。剣なんて捨ててかかって来い。

「わふ（うーん、空気がうまい。今日は絶好の昼寝日和だなぁ）」

　森から魔物の匂いなどは漂ってこない。

　ナフラが転送した魔物たちは、ちゃんと約束を守って森から出てきていない。ガロたちもしっかり役目を果たしているようだ。

　今日も悪意ある魔物を狩ってくれているのだろう。

　ここしばらく会いに行ってなかったし、夜にでもお土産みやげを持って行ってみるかな。
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　馬車を止めた大きな樹きの下で、俺は行儀よくおすわりしていた。

『水着、ですか？』

　馬車を隔てた向こう側から、ミランダさんの声が聞こえてくる。

　湖についたところで、ヘカーテが女性陣を呼び集めたのだ。

『そうよぉ。泳ぐ時に着るための服ねぇ。たまたま王都で見つけたから、思わず買っちゃったのぉ』

『そ、それにしても、これは下着と変わらないのでは……!?』

　ゼノビアちゃんの絶句する気配が伝わってくる。

　いったいどんな水着を渡されたんだろう。妄想が膨らむぜ。

『お風呂では裸になってるじゃなぁい』

『いえ、そうは言っても、ここは外ですし……』

『私たちしかいないし、大丈夫よぉ』

　ぐいぐい押すなぁ。

「にゃーん（ご主人様のたまたまとか、あれ噓うそですからね。今日のために思いっきり買い出しに出かけてましたし。高級服飾店で、目玉が飛び出そうな値段のものを選んでましたよー）」

　見上げれば、木の上に寝そべる紅あかい猫の姿があった。

「わん（お、ナフラか）」

　馬車には乗ってなかったはずだが、ついて来てたのか。

「にゃー（ロウタさんのところなら、いつでも跳んでこれますのでー）」

　浮遊魔法に空間魔法と、ナフラの使える魔法は便利だなぁ。

「にゃーにゃー（ご主人様ったら、見栄っ張ぱりというか素直じゃないというか。長く生き過ぎて、うまく人と接せられなくなってるんですねきっと。ほら、おばあちゃんが孫と遊びたいけど、上手く合わせられないみたいな。話題がないから物で釣っちゃおうみたいな）」

「わん（お前、またそういうこと言ってると……）」

「ぎにゃっ（……はわっ!?　ちっ、違うんです、ご主人様！　思ったことがつい口に……！　あっ、うそ！　嫌です！　お腹なかに触手を付けられるのは嫌ああああ……！）」

　ヘカーテと念話を交わしているのか、ナフラは木の上で勝手に悶もん絶ぜつしている。

　馬車に向かって伸ばされた前足が、諦めたようにパタリと落ちた。

　っていうか、触手っておい。ナフラの体が怖いんだけど。見た目は猫だけど、こいつってホムンクルスなんだよな。いったいどんな魔改造をされているんだ。

　そのうち腹を突き破って、なんか飛び出してこないだろうな。ホラー以外の何物でもないんだけど。

『着替えました！』

　ヘカーテとゼノビアちゃんたちのやり取りが聞こえる中、お嬢様が元気よく声を上げた。

　馬車の陰からお嬢様が飛び出してくる。

「どうです、ロウタ。似合ってますか？」

　ツーピースの水色の水着をつけたお嬢様が、俺の前でくるりと回って、上半身をかがめてくる。

　さらさらの長い金髪を耳にかけて、少し恥ずかしげに歯を見せる笑顔がとても素敵だ。

「わんわん！（超絶似合ってます！　めっちゃくちゃ可愛かわいいです！）」

　俺が犬じゃなかったら、即プロポーズしてるところだぜ。

　お嬢様かわいいよ。世界一かわいいよ。

「ちゅー（お、おぬしまさか、この娘に……!?　いや、そもそも種族が違うのじゃ、そんなはずは……）」

　ようやく起きてきたのか、レンが背中で何やらうめいている。

　が、無視無視。今は一秒でも長く、この光景を記憶せねば。

『ミランダ殿、致し方ありませぬ。このような格好、お嬢様だけにさせるわけには……』

『そ、そうですね。覚悟を決めましょう』

　馬車の裏から、ごそごそと衣擦れの音が聞こえてきて数分後、二人が馬車の陰から出てくる。

　ミランダさんは恥ずかしげに胸の下で腕を組み、ゼノビアちゃんは開き直って仁王立ちだ。

　ふたりともお嬢様に負けず劣らず、露出度の高い水着を着ていた。

　ミランダさんの白い水着は、腰元にパレオのような薄い布が巻かれている。パレオにはカラフルな花が一輪描かれていて、清せい楚そさの中に隠れた華やかさを表現していた。

　ゼノビアちゃんが着るのは、赤銅色の髪の色よりなお派手な真紅の水着だ。胸回りを飾るフリルがアンバランスさを生み出していて、それがギャップとなってうちにある少女性を引き出していた。

　眼福。これぞ眼福。なんだこれは、パライソか。

　ヘカーテよ、俺にこんなご褒美を与えてどうする気だ。

「あ、あらあら。どうしたんですか、ロウタ。じっとこちらを見て」

「じ、ジロジロ見るな。……バカ」

　照れ顔ごっつぁんです。

　舌を出してハァハァ言ってても、俺は犬だからちっとも不審じゃないよ！

「着るのに時間がかかっちゃったわねぇ」

　真打ちとばかりに、ヘカーテが出てきた。

　長い銀髪をなびかせ、颯さつ爽そうと歩いてくる。その間、俺の目は一点を凝視していた。

　たわわだ。

　もう一度言おう。

　たわわだ。
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　風呂の時から思ってたけど、こいつとんでもない体つきしてるな。

　体型は細いんだが、白い肌はどこを触っても柔らかそうだ。

　紐ひものような黒い水着が、複雑に柔肉に食い込んでいて、それがさらに扇情的な雰囲気を漂わせている。

　なんちゅーエロい格好をしとるんじゃ。

　それで泳いだら絶対脱げるだろ。

　使用目的が別のところにある気がしてならない衣装だった。

「にゃー……（その格好、ほぼ痴女ですねー……）」

　しぶとく生き残っていたナフラが、また余計なことを言っている。

　ヘカーテが目線を向けると、ナフラは電撃に打たれたように硬直し、木の上からぽとりと落ちてきた。

「ナフラは後でお仕置きしておくからいいとして、ロウタくんはどうかしら。何か言いたいことはある？」

　ばばぁ無理すんな。

　とか言ったら確実に抹殺される。

　いや、そんなこと思ってもいないけど。

「わ、わふっ（どう見てもご褒美です。本当にありがとうございました）」

　犬で良かった。

　本当に良かった。

　この光景は、一生忘れないようにしよう。

　俺は脳内の永久記憶として、お宝映像を大事にしまった。

「ちゅー（お、おぬし、やはり……！）」

　レンが震える声で驚きよう愕がくしている。

「ちゅー！（まさかまさかとは思うておったが……！　おぬし、こやつらに発情しておるのか……!?）」

　発情してますけど、それがなにか？

「ちゅーちゅー！（何な故ぜじゃ!?　わしの艶なまめかしい蒼そう鱗りんには反応せず、こんなひよわで鱗うろこ一つない雌どもに発情するというのか!?）」

「わふっ（いや、鱗にエロさを感じるとかあるか。どんな高度な性癖の持ち主なんだよ。おっぱいの一つでも生やしてからかかってこい）」

　だいたいお前、今ネズミじゃないか。

　どっちにしたって無反応だわ。

「ちゅー！（きいいいいいいいいいいっ!!　悔しいのじゃ！　悔しいのじゃあっ！）」

「わふっ!?（いてっ！　ちょ、嚙かむな！　いてぇって！　あ、これマジで痛いやつだ！）」

「ちゅー！ちゅー！（許さんのじゃ！　許さんのじゃ！　わしというものがありながらあああああああああああっ!!）」

「わおぉぉぉぉぉんっ!?（いってえええええええええええええええええええええっ!?）」

　俺はレンに血が出るほど嚙みつかれ、ナフラとともに木の下でダウンすることになった。




　　　†　　　†　　　†




　湖を照らす陽光は眩まぶしいが、かき分ける水はまだまだ冷たい。

「わん（おいレン。いつまで拗すねてんだよ）」

「ちゅー（……拗ねとらんのじゃ）」

　青いネズミのレンは、サンドイッチの欠片かけらにぱくつきながら、ぷいっと顔をそらした。

　すっかりご機嫌斜めである。

「わふ……（仲良くやろうぜ、まったく……）」

　頭にレンを乗せたまま、犬かきで湖を遊覧する。

　しこたま嚙みつかれた俺は、調教された馬のごとき従順さでレンをもてなしていた。

「ちゅーちゅー（おぬしが他の雌に目移りするのが悪いのじゃ。同じ魔ま狼ろう族ならともかく、人間の雌など……。変態じゃ変態じゃとは思うておったが、ここまで重症だとは思っとらんかったわ）」

　だって、ケモナーじゃないんだから、しょうがないじゃん。

　犬になったからって、そんなところまで引きずられないぞ。

　むしろ、ドラゴンのくせに魔狼族に惚ほれたお前の方が変態じゃないのかと、小一時間問い詰めたい。

「ちゅー（じゃがまあ、今回のことでわしは秘策を思いついた。楽しみにしておれよ、ぬし様）」

　思わせぶりに、レンはフフンと鼻を鳴らした。

「わん（うん？　何が？）」

「ちゅー！（それはその時になってからのお楽しみなのじゃ！）」

「わふっ（あーまぁ、機嫌が直ったのならそれでいいや。そろそろ岸に戻るぞー）」

「ちゅー（嫌じゃ嫌じゃ。もう少し船上の逢おう瀬せを楽しむのじゃ！）」

「わん（船上っていうか、俺が船なんだけどな）」

　いい加減泳ぐの疲れてきたんだけど。サンドイッチたらふく食いすぎて苦しいし。

　岸を見やると、お嬢様たちが食後の休憩を取っているのが見えた。

　ヘカーテが買った簡易ソファーに寝そべって、皆でお昼寝中だ。

　大きな日傘まで拡ひろげてあって、あの一部分だけリゾート地みたいになっている。

　お嬢様はナフラをお腹なかに乗せて、柔らかそうな毛並みをなでてご満悦だ。

　あごをくすぐったり、尻尾の付け根をぽんぽんと叩たたいたり、普段は味わえないなで心地を大層お気に召しているご様子。

　見ろよ、あのナフラのとろけた顔。

　くそう、羨ましい。俺もお嬢様にモフモフされたい。

　あっ、ナフラのやつ、今こっち見て勝ち誇った顔をしやがった。

「わんっ（くぅぅっ、あの場所にいるのは俺のはずなのに！　ナフラめ！　師匠と呼ばせてください！）」

　可愛いポーズを！　新たな可愛いポーズを覚えて、お嬢様を悩殺しないと……！

「ちゅー……（おぬしはまたあの雌にばかり……。なんじゃい、ほんの子供ではないか。あのような他種族の子供を相手に発情するとは、変態を極めすぎじゃ）」

　ブーメランなんですがそれは。他種族の子供を狙う変態ってお前のことじゃないか。

「わんっ（分かってないな。お嬢様は、そういうんじゃないんだよ）」

　お嬢様はそんな情欲にまみれたものじゃなくて、もっと崇高な存在なの。

　言うなれば守護者にして信仰対象なの。

　何不自由ない生活を与えてくれて、毎日トロトロに甘やかしてくれる。

　お嬢様は、俺の母になってくれるかもしれない存在なのだ！

「ちゅー（……おぬし、本当に気持ち悪いのう……）」

　嫌悪感をむき出しに、レンはうめいた。

　あの、レンさん。俺に惚れてるとか言いながら、ちょっと辛辣すぎませんかね。

　気持ち悪いは普通に傷つくんですが。
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　湖での憩いの時も終わり、俺たちはふたたび馬車に乗って屋敷へと戻ってきた。

「む、なんだ、あいつらは？」

　馭ぎよ者しや台からゼノビアちゃんのつぶやきが聞こえる。

　俺は窓から顔を出して、進行方向を見た。

　遠くに屋敷の門が見える。そこには旅装に身を包んだ男たちが数人いて、屋敷の使用人となにやら押し問答を繰り広げているようだった。

「ですから！　この森はすべてファルクス家の所有敷地です！　旦那様の許可なしに足を踏み入れることは出来ません！」

　旅装の男たちにたった一人で立ち向かうのは、当家のメイドさんだ。

　低い背で懸命に男たちと張り合っている。身長を少しでも大きく見せようと、腰に手を当てて大きく胸を張っているが、いかんせん迫力不足だ。

　長い黒髪をツインテールにした髪型のせいで、余計に幼さが増している。

「わふっ（ていうか、あれってトアちゃんじゃん）」

　俺の姿を見ては腰を抜かす、泣き顔ペロペロしたい選手権暫定二位のトアちゃんじゃないか。

「その許可をくれと言っているのだ！」

「旦那様はお仕事中です！　ちゃんと面会の約束を取ってから、後日出直してきてください！」

　怒鳴る男に、ロリメイドちゃんは毅き然ぜんと言い返す。

「近くの村まででさえ半日かかるんだぞ！　また戻れというのか！　見ろ！　ギルドからの許可証もある！　これは正式な調査なんだ！」

「それはギルドからの許可であって、当家とは何の関係もありません！　順序を守れないのならばお帰りください！」

　おお、すごいぞトアちゃん。強こわ面もてのおっさんを相手に一歩も引いてない。

　でもそのおっさん、腰に剣を吊つるしてるし、冷静さを失いそうなくらい顔が真っ赤だし、あんまり刺激しないほうが良いんじゃないかな。

「ええい、埒らちが明かん！　押し通らせてもらう！　話を聞いてもらえれば分かってくれるはずだ！」

「ま、待ってくださ──」

　止めようとしたロリメイドちゃんが弾はじき飛ばされる。

「わんっ！（おおっと、こりゃ不ま味ずいぜ！）」

　俺はドアを素早く開けると馬車を追い抜いて、冒険者たちの隙間をかいくぐり、倒れるトアちゃんをすんでのところで受け止める。

「わふっ（ふふふ、モフモフボディ活躍しまくりやないか）」

　受け止めるときのクッション性はドリ子様で検証済みよ。

「わんわん！（おうおう！　当家のメイドに何してくれとんじゃ！　この子を怖がらせていいのはワイだけやぞ！）」

　吠え立てると、男たちはびっくりして飛び退すさった。

「なっ!?　なんだこいつは!?」

「魔物!?　どこから現れた!?」

「何という疾はやさだ。我々が目で追うことも出来なかっただと!?」

　あ、やべえ！　咄とつ嗟さに動いちゃったけど、これ目立つ行動だったよな。

　思いっきり魔物ってばれてるし……、どどど、どうしよう！

「貴様ら、いったい何をやっている……？」

　低く抑えた女の声に、男たちが振り返る。

　そこには髪を炎のように逆立てたゼノビアちゃんの姿があった。

「どういう了見で当家のメイドに手を上げた……？」

　うおお、ゼノビアちゃんがめっちゃ怒ってる。

　赤銅色の髪が、獅し子しのように逆立とうとしている。

　本気モードのゼノビアちゃんめっさ怖い。

「ま、待て！　我らはギルドからの依頼で、森の調査に来たのだ！　正式な許可証も持っている！」

「ギルドだと……？」

　ゼノビアちゃんが目を鋭く細めると、屈強な男たちが一斉に後ずさった。

　殺意を一身に浴びせられた中心の男は、冷や汗を流しながら絶句している。

「だ、団長、この女はいったい……!?」

「も、もしかしてこいつ……。いやこの人は……！」

「ゼノビアだ！　間違いない、ゼノビア・レオンハートだ！」

「ゼノビアって、あのゼノビア……!?」

　元もとＳダブＳル級エス。千人斬り。城塞砕き。最多迷宮踏破者。血染めの獅子心女王。

　おどろおどろしい異名が、男たちの口から矢継ぎ早に飛び出てくる。

　え、ゼノビアちゃんってそんな名の通った冒険者だったの？　すぐ泣くへっぽこ剣士のはずでは……？

「気安く呼ばれる覚えはないが、当家に害をなすというのなら、この剣の錆さびになってもらうぞ……！」

「まぁ、待ちなさい」

　ゼノビアちゃんが勇ましく剣を抜き放とうとしたその瞬間、制止の声がかかる。

　落ち着いた男性の声に、その場にいた全員の注目が集まった。

「ご、ご当主！」

　使用人たちをお供に現れたのは、ファルクス家の現当主ガンドルフ・フォン・ファルクス、つまりパパさんだった。

「話なら私が聞こう。ゼノビア君、トア、迷惑をかけたね」

「い、いえ！」

「旦那様、勝手な真ま似ねをして申し訳ありませんでした！」

　恐縮する二人に微笑ほほえむ様子は、流石の貫かん禄ろくだ。

　ヘカーテに秘蔵のワインを飲まれて、むせび泣いている時とは大違いだぜ。

「あらぁ、エメラダったら、予定より来るのが早いじゃない……。でも、この時期に来たのはちょうど良かったかしらぁ」

　そのヘカーテがつぶやいて、人差し指で唇を触りながら思案している。

「わん（この時期ってどんな時期だ？）」

「そうねぇ、お酒が美お味いしい時期かしらぁ」

　それっていつものことじゃん。

　パパさん、いやしんぼの魔女さまがまた酒蔵を狙ってますよ。

　無言の警告はパパさんの背中には届かず、四人の冒険者はそのまま屋敷へと通される。

　無関係の俺たちはそれぞれの予定へと戻っていった。

　無関係だと、そう思っていたんだが、まったくそうはならなかったんだよなぁ。
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「わふっわふっ（うまっうまっ）」

　今日のおやつは牛脛すね肉にくのワイン煮込みだ。

　しっかり下処理した肉に、オリーブオイルで炒いためた玉ねぎを加え、肉がひたひたになるまでワインを鍋にそそいで火にかける。そして、下処理の時に出ただし汁を継ぎ足しながら、二時間しっかりと煮込み続けるのだ。

　硬い脛肉は柔らかくなっていて、この時点で充分美う味まいが、おっさんの料理は一味違う。

　大きく切り分けて別の鍋で茹ゆでてあった野菜を加え、冷暗所で一晩寝かせる。さらに肉を柔らかくし、スープに溶け出た旨うま味みを具の芯まで染み込ませるためだ。

　翌日、食事前にあたため直してようやく完成するのである。

　これだけ手の込んだものが、犬のおやつとして出てくる。これだから金持ちの飼い犬はやめられない。

「がっふがっふ（肉も野菜もホロホロでうまうまー！）」

　俺はいつものように台所の裏口前で、大皿に盛られた料理をがっつきまくる。

「ちゅー（おぬし、昼にさんどいっちとやらをあれだけ喰くろうて、まだ喰うのか。しかもまたずいぶんと重たいものを……）」

「わん！（育ち盛りだからいいんだよ！　つーか、お前もしっかり食ってるじゃねえか！）」

「ちゅー（味見じゃ、味見。けち臭いことを言うな、ぬし様よ）」

「にゃーん（わー！　ほんとだ！　嚙まなくても口の中で溶けていきますー！　おいしー！）」

「わんわん！（だから、おめえも横から食うなっつってんだろ！）」

　飼い主！　ちゃんとこいつにエサやれよ！　メシのたびに現れるんだけど！

　俺の取り分が如実に減っているぞ！

「にゃーん（あ、ご心配なく。ご飯はちゃんと食べてから来てますので）」

「わん！（なお悪いわ！）」

　俺たちはギャンギャンとやり合いながら、おっさんのおやつを奪い合う。

「「「「……………………」」」」

　そんな俺たちを見つめる、四人の視線があった。

　パパさんとの面会を終えた冒険者たちだ。

　裏庭の端っこの方で固まって座り、俺たちをひもじそうに見ている。

「だ、団長……。俺たちより良いもの食ってるッスよ……」

「なんていい香りだ……。香りだけでこの粘土みたいな固形糧りよう秣まつが食えてしまう……！」

「残飯でいいから分けてもらえないかな……。というか、アレは一体何なんでしょう？　犬って説明されましたけど、そんなわけないですよね？」

「良いから黙って食事を終えろ。全ては調査が終わってからだ。テントを設営したら今日はもう休む。明日は夜明け前から調査へ向かうぞ」

　モソモソと乾パンのようなものをかじりながら、男たちは深くため息をついた。

「団長、ご当主のご厚意に甘えれば良かったんじゃないですか？　部屋と食事まで用意してくれるって言われたのに……」

「馬鹿もん。ギルドの緊急調査依頼だったとは言え、強引に来た我々に快く許可を出してくださったのだ。これ以上は甘えられん。庭を貸していただけただけでも十分ありがたい」

　団長と呼ばれる男は、水筒の水で無理やり口の中のものを流し込む。

「それにゼノビア・レオンハートの不興を買うのは得策ではない。帰還したら、これもギルド長に報告せねばな」

「俺、初めて見ましたよ。あのゼノビアがなんでこんなところで隠居生活なんて送ってるんスかねー」

「強者や芸術家を食しよつ客かくにするのは貴族の道楽とは言え、詩に謳うたわれるほどの英雄が、いち貴族のところへ収まるとは思えないんですが」

「さぁな。冒険者ギルド初の戦闘能力だけでＳＳ級に上り詰めたような頭のおかしい女だからな。Ｓ級を超えるような人間は、大抵どこかおかしい。何を考えているかなんて常人には分からんだろう」

「その噂うわさ、本当なんですか？　なんでも、戦い以外は何にもできない上に、凄すさまじい方向音痴で、仲間と一緒じゃないと森に用を足しに行っただけで遭難するとか」

「さすがにそれは誇張表現だろう。彼女の成功をやっかんだ連中が悪評を広めようとしたのさ。もしそれが本当だったら、日常生活もまともに送れないじゃないか」

　ははは、と冒険者たちは声を揃そろえて笑った。

　いやそれ、合ってます。

　ゼノビアちゃんの方向音痴っぷりは半端ないぞ。

　しかも自信満々に突き進むからな。道に迷っているという認識すらないかもしれん。

「わふー（お腹なかいっぱいだー）」

「にゃふー（ですねー。あー、美味しかった）」

「ちゅー（まったく、おぬしら、食いすぎじゃ……げふぅ）」

　食事を終えた俺たちは、横になってごろごろする。

　ぐうたらだらしない格好をしてても、誰に叱られることもない。至福のひとときじゃぜ。

　と、そこへ一人の影がさした。

　黒髪ツインテールのトアちゃんだ。

　大きな洗濯かごを両手でぶら下げて、深刻そうな顔でこちらを見下ろしている。

　裏庭に干している洗濯物を回収しにきたのか。

「…………」

　黙って唇を嚙みしめたまま、トアちゃんは俺を見下ろしてくる。

「わふ？（どったの？）」

　何がお望みなんだろう。怒っているようには見えないが。

　俺は横になったまま、トアちゃんの顔を見上げ、ピンときた。

　あー、分かった。あの冒険者たちが怖いんだな。

　門の前での毅き然ぜんとしていたのは、メイドとしての使命感があったからなんだろう。

　普段のこの娘こって、子供っぽくてよく叱られてるもんな。

　あんな屈強な男に囲まれて、さらに突き飛ばされたら怖いに決まってる。

　一人で洗濯物を取り込んでて、ちょっかいをかけられないか不安なんだな。

「わふっ（オーケー、トアちゃん。言いたいことは分かってるぜ。俺に任せときな！）」

　俺はすくっと立ち上がり、冒険者たちからトアちゃんの体を隠した。

　これでトアちゃんからは冒険者たちが見えないし、冒険者たちから見えるのはトアちゃんの足だけだ。

　でかい体が初めて役に立っている気がする。

「あ、ありがとうっ……」

　やや鼻声でトアちゃんが礼を言う。

「わんっ（良いってことよ）」

　でも、まじでちょっかいかけられた場合は、すぐ逃げような。

　戦力としては期待するな。ワイもあの冒険者たち怖いんや。ムッキムキやぞ。

「すぐ取り込んじゃうからっ」

「わふっ（気にせんでええんやで。ゆっくりおやり。この駄犬は一日中暇な身分なんでな）」

　冒険者たちの近くにある洗濯紐ひもを吊つるした場所へ、トアちゃんの遮蔽物となって歩いて行く。

「ま、待てキミ！」

　って、いきなり絡まれたぁ!?

　剣を抜いた男たちがこっちへ駆け寄ってくる。

「そいつから離れるんだ！」

「わふっ!?（えっ？　俺っ？）」

　パパさんとの面会で話ついたんじゃないの!?

「やはり見て見ぬふりはできん！　魔物め！　お嬢さんから離れろ！」

「な、なんですか！　今度は！　当家の犬に何か問題でも!?」

　俺の後ろに隠れていたトアちゃんが、声を上げた。

　怖いだろうに、俺を庇かばうように横へ並び、胸を張る。

　よく見ると足が震えているが、相変わらず威勢はいい。

「馬鹿なことを言わないでくれ。こんなデカイ犬がどこに……」

「デカイとか以前に、こんな凶悪な顔した犬はいねえッスよ！」

「お嬢さん、そいつから離れてこっちへ来るんだ。どう見てもそいつは魔物じゃないか……！」

　冒険者は俺を警戒して、なかなか踏み込めないでいる。

　口々にぶつけられる言葉に、トアちゃんは涙目で睨にらみ返かえした。

「ロウタは……ロウタは、魔物なんかじゃありません！」

　腰が抜けて座り込んでしまわないように、トアちゃんは震える手で俺の毛をギュッと摑つかんで抗議する。

　大丈夫だ、トアちゃん。キミは一人じゃない。

　俺も武器を向けられて、足が小鹿みたいになってるから。

「ロウタはお嬢様の、このお屋敷の、立派な犬です！」

　と、トアちゃん……！　ええ娘や……！　ええ娘やで……！

　あれだけ怖がってたのに、俺のために、ここまで言ってくれるなんて。

「わんわん！（せやせや！　ワイはこの家のペットやぞ！　つまり、ファルクス家の資産や！　ワイに手ぇ出したら大変なことになるでぇ！　ええんか！　賠償問題発生やぞ！　ええんか！　お前らの安月給でまかなえるんか！　おう！）」

　と、俺は威勢よく言い放ってやった。全面降伏の腹見せポーズで。

[image: ]

「ちゅー……（ぬし様よ、本当にその脅し文句で良いのか……）」

　良いんだよ。

　どうせ、向こうは何言ってるか分かってないし。

　屈服の姿勢からわんわん吠ほえて、犬アピールだ。

「だ、団長。正体が何であれ、この屋敷の犬というのであれば、手は出せませんよ……」

「くっ、仕方がない。みんな武器を収めろ。この魔物……いや、犬も敵意はないようだ」

　団長がそう言うと、冒険者たちはしぶしぶ武器をおろした。

「お貴族様の考えることは、分からんな……。おそらくあの犬、かなり強いぞ」

「ま、まぁ、手て懐なずけてるんなら、大丈夫なんじゃないッスかね」

「魔物が人に懐いた例っていうのは聞いたことがないけどな」

　ううむ、怪しまれている。

　こいつら、ゼノビアちゃんと一緒に、俺のことまで報告しないだろうな……。

　一ひと悶もん着ちやくあったが、俺はトアちゃんの壁としての役目を全まつとうし、洗濯物の回収を終えた。

「あ、ロウタ。持たなくて良いよっ。それは私の仕事だから」

「わふっ（ま、いいからいいから）」

　俺は意外と重たい洗濯かごをくわえて、屋敷の裏口へと向かう。

「お嬢さん、待ってくれ」

　後ろから声をかけられ、トアちゃんはびくっとしたあと、俺の後ろへ回り込んだ。

「な、なんですかっ」

「いや。門でのことも含めて悪かった。我々は明日になったらいなくなる。怖がるなというのは無理だろうが、安心してくれ」

　すまなかったと、団長の男が頭を深く下げる。

　ふーむ。悪い連中じゃなさそうだよなぁ。

　使用人の女の子に、大の男が頭を下げるっていうのは、この世界じゃなかなかできることではない。さっきもトアちゃんを助けようと善意の行動だったのだろう。

　見た目は怖いけど、中身は良いやつらのようだ。

「わふっ（まるで俺のようで、親近感がわくなっ）」

「ちゅー（もう突っ込まんぞ……）」

　このまま明日になって、森でガロたちと遭遇してもあれだし、夜のうちにみんなに話をつけに行くか。

　そもそも冒険者たちは、森の何を調査しに来たんだろうな。
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　俺たちは深夜のお屋敷を抜け出して、森の奥へと向かっていた。

「ちゅー（あやつらの目的？　そりゃあ、わしらの戦場跡の調査じゃろうて）」

　頭の上に乗った青鼠ねずみのレンが、こともなげに俺の疑問に答えた。

「わん（戦場跡って、あのでかい滝の裏にあったお前の巣のことか？）」

「ちゅー（そうじゃ。わしとおぬしで、ぼっこんぼっこん最上級魔法を使いまくったからの。あのへん一帯、魔力濃度が急激に上がっとるのじゃ）」

　ん？　なんかそれ、王都でヘカーテとエメラダ課長がなんか話してたような。あんま良く覚えてないけど。

「わん（魔力濃度が上がるとどうなるんだ？）」

「ちゅー（まぁ、放っておけばたいてい良くないことが起きるかの。周囲の生態系が狂うたり、迷宮が発生したりじゃ。魔力が散らずに収束すると、環境によっては強力な魔物が産まれることもあるのう）」

「わん（え、それヤバくない？）」

「ちゅー（だからあやつらが調査に来とるんじゃろうが。あれだけの魔力の放出じゃ。魔道を歩むものならば、離れたところからでも観測できたはず）」

　あー、そうだ、その辺のことも話してたわ。

　調査を得意とする冒険者を送るとかなんとか。それがあいつらか。

　レンと洞窟で戦ってから、半月も経たってない。

　事象の観測から始まり、発生場所を特定し、対応できる冒険者を集め、離れたこの地まで派遣する。

　これを一〇日程度でこなしたことになる。

　大した対応速度だ。やるな、異世界の派遣会社。

「ちゅー（ふむ、しかし、おぬしとわしの魔力が交わって産まれるやもしれぬ魔物か……。これはもう、わしらの子供と言っても過言ではなかろう）」

　過言だよ。

　まごうことなき過言だよ。

　処女懐胎ってレベルじゃねえぞ。スルーだスルー。

「わん（もろもろの良くないことってのは、もう発生しちゃってるのか？）」

「ちゅー（いいや、まだじゃろう。魔力濃度が高いからと言って、そこまで早く現象には至らんのじゃ。霧散させれば、さらにその発生は遅くなるしの）」

「わん（よし、じゃあ散らしに行こう。すぐ行こう）」

「ちゅー（なに!?　おぬし、わしらの子を産まれる前に殺す気か!?　嫌じゃ！　わしは産むぞ！）」

「わん（話が飛躍し過ぎで怖いわ！　問題が発生する前に対処しようって言ってるの！）」

　あとわしらの子っていうのやめて！

　なんにも悪いことしてないのに、罪悪感が凄すごい！
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「ワォォォンッ！（みんな集合ー！）」

　いつもの剣先崖から、魔ま狼ろうたちを呼び集める。

　俺の招集に、狼たちは迅速に集まってくれた。

　俺は大きな三日月を背に、整然と並んだ狼たちの群れを眺める。

　実に壮観だ。

　これで全員ではないそうだが、それでも訓練された軍隊のように隊列を組んで並ぶ数百の魔狼族は、凄すさまじい戦力を期待させる。

「ガウ！（傾注！　王が我らに任を与えてくださる！　ありがたく拝命せよ！）」

　ガロの号令で、背筋を正した魔狼族の視線が俺に集中する。

　やや緊張するが、レンは何やら上機嫌だ。

「ちゅー（クハハ、これは悪くないのう。大勢の臣下に傅かしずかれるぬし様の横に侍はべるというのも、なかなか気分のいいものなのじゃ）」

　横っていうか頭の上だけどな、お前がいるのは。

「わん（あー、みんな集まってくれてありがとう。話の前に紹介しときたいやつらがいるんで、そっから始めさせてくれ）」

　俺の一言一句を聞き逃さないように、魔狼たちが身を引き締める。

「ちゅー（ふむ、紹介か。面を通すのは大事じゃな。よかろう。我が玉体、眼めに刻みつけるがいい）」

　レンが俺の頭から高く跳び上がり、空中で変化を解く。

　空中でくるくると回る小さなネズミは、一瞬で蒼そう鱗りんを持つ巨大なドラゴンへと姿を変えた。

　大きな翼をはためかせ、俺の後ろに着地する。

　唐突に出現した巨体に、魔狼族がどよめいた。

「ガウ……！（な、ど、ドラゴン……!?　王よ、ドラゴンを倒した上に、配下にまで収めたのですか……!?）」

　ガロの驚きに合わせて魔狼たちの『王様万歳』のコールが上がるが、とりあえず無視だ。

「わん（ナフラ、いるか？　お前もちょっと出てきてくれ）」

「にゃーん（はーい、ただいまー）」

　俺が声をかけると、空に穴が空き、そこから紅あかい猫が落ちてくる。

　ふわりと体重を感じさせない動きで、ナフラは俺の隣に着地した。

「ガウ？（む、貴様はナフラか？）」

「にゃー（あ、ガロさんだ。お久しぶりですー）」

　ガロはナフラのことを知っているようだ。ヘカーテとの一件で知り合ったのだろうか。

「わん（すでに知り合いの者もいるみたいだが、一応紹介させてくれ。後ろの大きいのがレンヲヴルム。隣にいる猫がナフラだ）」

　レンは大きくふんぞり返り、ナフラはぴとりと俺に寄り添った。

「ＧＵＲＯＯ（妻じゃ）」

「にゃーん（愛人です♪）」

　違う意味で、魔狼族にどよめきが走った。

「ガ、ガウ！（た、他種族を后きさきと妾めかけに迎えるですとぉぉぉっ!?）」

　茶色い毛並みの老狼が飛び出てきた。

　ガロの副官であるバルだった。

　会うのは焼きイノシシのとき以来だな。

「ガウガウ！（王陛下！　一体どういうことなのですか!?　てっきり正せい妃ひはガロ様を選んでくださるのだとばかり！　この強く美しいガロ姫のどこが不満だというのですか!?）」

　そりゃ、強いて言うならケモノなところだけども。

　言っても理解してもらえないので、それは黙っていよう。

　すでに口から魂が抜けているガロへ、これ以上の追い打ちはかわいそうだ。

「わんわん（待て、バル。こいつらの言ってることは冗談だ。真に受けるな）」

「ＧＡＲＯＯＯ（冗談ではない。本気も本気じゃ）」

「にゃーん（私はロウタさんがお望みならって感じですねー）」

　お望みじゃないので、お黙りください。

　俺のフォローを無に帰さないでくれ。

「わん（断じて違うからな。こいつらは俺の友達だ。争ったりしないように。嫁やら何やらの話は妄言だ。無視しろ）」

「……ガウ（……かしこまりました。そのお言葉、信じますぞ……）」

　バルは納得はしていないが了承したという顔で、列へ戻っていく。

「わん（それで、だ。ガロ、本題に移りたいんだが）」

　呼びかけると、ようやくガロが我に返った。

「ガウ（はっ!?　け、傾注！　王が我らに任を与えてくださる！　ありがたく拝命せよ！）」

　キリリと先ほどと同じ言葉を繰り返す。

　ガロの中で今の出来事はなかったことになったようだ。

　この数分のやり取りは、記憶から消滅していると思われる。

「わん（実は、これから人間たちがこの森へ入ってくる。数は四人だ）」

「ガウ！（はっ！　皆殺しにすればよろしいのですね！　おまかせを！　我ら魔狼族の誇りにかけて、骨の一本も残さず食い殺して見せましょう！）」

「わんわん！（ちがうちがうちがーう！　手を出すなって言ってるの！）」

　ほんともう、こいつら血気盛んすぎて困る。

　人間＝ぶっ殺すの図式が完成されてて本当に怖い。

　またおっさんの飯を食わせて、人間の素晴らしさを説かねば。

　おっさんの飯はほんま平和の礎やで。

「わんわん（彼らには、この森には何の問題もないという調査結果を持って帰ってもらわなければならない）」

　もし森に問題があると判明したら、きっと本格的に冒険者が押し寄せてくる。そうなったら俺のペットライフもおしまいだ。

　ペットから討伐される魔物への転落。それだけはなんとしても防がねばならん。

「わんわん！（お前たちの任務は、護衛だ。気づかれないよう、徹底して彼らを守ってくれ）」

「ガウ……（はっ、王のご命令とあらば……）」

『人間どもに我らの縄張りに踏み入られるのは、はなはだ不愉快だ』という顔をみんなしているが、ここは我慢してもらおう。

　すべては森の平和を守るためなのだよ。

　みんな、力を合わせて頑張ろうではないか！

「ＧＵＲＯＯ……（薄っぺらい打算がすけて見えるわ）」

「にゃーん（ほんとロウタさんって、小物ですよねー）」

　うっさいわい。

　二人のツッコミを黙殺する。

「わん（では、これより作戦名を伝える）」

　俺は溜ためを作り、覇声を上げた。

「わん！（名付けて、『過酷な調査だと思ったら、超楽ちんな湯けむりぶらり旅だった。ポロリもあるよ』作戦だ!!）」
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　Ａ級冒険者のパーティは、まだ夜も明けきらないうちからキャンプを畳み、深い森の調査へと旅立った。

　初夏の森は葉が生い茂り、月の明かりすら地面へ届かせない。

　腰元に吊つるした鉱石灯ランタンだけが、彼らの行く先を淡く照らしていた。

「団長、方角はこのままで大丈夫だ。王都魔道学院が観測した大規模魔力災害の残ざん滓しは未いまだ健在。借り受けた魔導方位石も北をしっかり指してる」

　方向を指し示す小さな道具を持った男が先頭に立ち、パーティを先導する。

　大小二本の短剣ダガーを腰の後ろに差し、柔らかく鞣なめした毛皮のフードをかぶっている。

　長距離を移動するため、軽装を心がけているパーティの中でも、さらに軽装だ。

　斥レン候ジ役ヤーを務めるために、極力装備の重量を落としているのだろう。

「千年もの間、未開の地だった森だ。聖なる湖の加護により魔物は出ないとの噂うわさだが、油断はするな。魔力災害なんてものが起きる地には、大抵ろくでもない魔物が棲すんでいる」

　背中に長クレ大イ剣モアを背負った団長が、その後を続いて歩く。

　筋骨たくましい体に、背も飛び抜けて高い。前ソ衛ー剣ド士マンが彼なのだろう。

　注意を促す団長の言葉に、後ろを歩く男が頷うなずく。

「そうですね。僕らは迷宮攻略も未開地探索もバランス良くこなすパーティですけど、全員がＡ級の冒険者です。僕らが派遣されているという時点で、戦闘はあるものと予測されていると思います」

　男は僧プリ侶ーストのようなローブとケープをまとい、棘いばらの付いた棍こん棒ぼうの握りを確かめている。

　体の線が細く、冒険者というより、図書館の司書でもやっていそうな若者だ。

「まー、迷宮の魔力で強化された魔物ならともかく、外で涌わくようなやつなんて大したもんじゃねえッスよ」

　短めの歩兵槍パイクを肩に担いだ男が、最後尾から軽口を叩たたく。

「良いから警戒は怠るな。お前は才能に頼るところがいかん」

　太い声でたしなめられた槍使いランサーが、不意に顔を引き締める。

「団長、お客さんッス。五百歩は先ッスけど、こっちに向かってきてる」

「良い耳だ。だが進路は変えん。現地到達が最優先だ。直進しつつ殲せん滅めつする」

「了解」

「分かりました」

「あいよ」

　武器を構えつつ、平然と応える仲間たちに、団長は力強く頷いた。

　慎重に、だが速度を緩めることなく、冒険者たちは進んでいく。

　敵と接触するまであと数十歩。

　ここまでくれば、嫌でも相手が強者であるという気配が伝わってくる。

「これは、多少手こずるかもしれんな……」

　先頭のレンジャーがうめいたとき──森が戦慄わなないた。

　ほんの一瞬、強烈な殺意が放出されたかと思ったら、前方の敵の気配が消えたのだ。

「なっ!?」

　何が起きたというのか。

　接触まであと数十秒というところで、敵が消失した。

　相手が気配を消した？

　いや、それならもっと早い段階でやっているはず。

　よほどの実力差がなければ、こんなに近い距離で気配を隠すことなど不可能だ。

　そして、あの時一瞬だけ森を揺らした殺気は一体……。

「何が起きた!?」

「分からねえ。とにかく行こう！」

　冒険者たちは足を速め、敵がいたはずの場所へ向かう。

　草をかき分け、木々の間を抜け、根を踏み越え、たどり着いた場所には、何もなかった。

　ここにいたはずの敵の痕跡は何一つ残っておらず、夜の森に不気味な風が吹いた。

「だ、団長……」

「焦るな。やはりこの森は何かあるぞ……。各自、警戒を怠るな」

　冒険者たちはこれからの調査への不安を、生唾と一緒に飲み込んだ。
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「わふっ（よーしよし、順調に進んでるな。結構結構）」

　俺は武器を抜いて前進する冒険者たちを監視しながら、状況が上う手まく行っていることに頷いた。

　現在、冒険者を取り囲むようにして魔ま狼ろう族が警護中だ。

　数百匹からなるこの厳重な守りは、魔物一匹通さない。

　さっきも現れた魔物を、ガロの部隊が一瞬で処理して持ち去った。

　秒単位の早業だ。

　叫び声どころか、わずかな血痕すら残していない。

　さすがはガロ。冒険者たちもこれで安心して進めるだろう。

　あと、ドリ子様のところで解放した魔物たちが間違って狩られないか気になったのでガロに聞いたところ、ちゃんと俺の言うことを聞いて森の奥で静かに暮らしているらしい。

　魔力も豊富で外敵もいないこの森が大変気に入ったようで、こちらへ出てくることもないそうだ。

「ちゅー（なるほどの。ぬし様の目もく論ろ見みが分かったのじゃ。魔物と一切接触させずに目的地まで向かわせるつもりか）」

「わん（そうそう。魔物一匹出てこない平和な森だと分かったら、あいつらもすぐ帰るだろ？）」

「にゃーん（その間に、私たちが先に滝のところへ向かって、魔力を散らしちゃおうって魂胆ですね）」

　そのとおりだ。ふたりとも分かってるじゃないか。

　冒険者たちには心ゆくまで平和な旅を満喫してもらおう。

　途中で嬉うれしいサプライズとかも用意しとかないとな。

　あの速度なら、俺たちのほうがかなり早く滝にたどり着くだろうが、念のため時間稼ぎもしておかないと。

「わん！（よし、次へ向かうぞ。みんな、冒険者たちの警護は任せたからな！）」

「「「ガウ！（おまかせください、王よ！）」」」

　背後の魔狼たちに声をかけ、俺は次の作戦地点へと向かった。
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　影だ。影だけが見えた。

　魔物の気配が近づくたび、強烈な殺気と高速で跳び回る影が一瞬だけ見える。

　そして、その場所へ向かうと、当の魔物は消滅しているのだ。

　不気味を通り越して、彼らには恐怖しかなかった。

「い、いったいどうなってるんだ……!?」

「だ、団長。一度撤退すべきでは……!?」

　レンジャーとプリーストが困惑の声を向ける。

「やっぱり妙ッスよ、団長……。ずっと誰かに見られてる気がしてならないんス。けど、全然位置が把握できねえ。こんなこと初めてだ……」

　もっとも広い察知能力をもつランサーですら捉えきれない相手がいる。

　まだ損害は出ていないが、撤退条件としては充分だ。

　普段のクエストならば、団長もそうしていただろう。

　だがこれは、ギルド長直々の調査依頼だ。

　なんとしても情報を摑つかみ、持ち帰らなければならない。今の段階で戻っても、なにも分からなかったで終わってしまう。

「……前進だ。これは場合によっては国家規模の災害にも発展しかねないと、エメラダ様はおっしゃっていた。この調査だけは命に代えても達成しなければならない」

「……へっ。こりゃあ死ぬかもしれんな」

「何を今さら。冒険者を始めた時にそんなことは覚悟済みでしょう」

「俺はどこまでも団長に着いていくだけッスよ」

　冒険者たちはうなずき合い、悲壮な覚悟を決め、前進を再開した。

　魂を削るほどの緊張を維持したまま、決死の冒険が始まる。




　　　†　　　†　　　†




「わん（いやぁ、今頃連中は、仕事が楽勝すぎて拍子抜けしてるんだろうなぁ）」

「ちゅー（じゃろうな。魔物が出ぬ森など、簡単にもほどがあるじゃろうて）」

「にゃーん（冒険者さんたち幸運ですねー。歩いてるだけで任務達成ですよー）」

　ガロたちに護衛を任せた俺は、頭にレンを、背中にナフラを乗せて、北へ向かって疾走していた。

「わふっ（っと、そろそろ夜が明けちまうな……）」

　森の切れ間から覗のぞく空は、濃い群青から朝焼けの淡い紅色が混じり始めていた。

　お嬢様が起きる前にベッドへ戻らなければ。

「わん（今日はこの辺で一旦帰るか。ナフラ、頼めるか？）」

「にゃーん（いいですよー。じゃあ、ロウタさんの座標アンカーをいったん外して、ここに設置しときますね。次はここへ転移できるようにしておきますー）」

　ナフラの能力は便利だなぁ。

　どこにでも行けるドアを持ってるようなもんだ。

　ナフラが一鳴きすると、白い空間が広がり、次の瞬間にはお屋敷の中庭に着いていた。

「わふっ（そんじゃあ、またな。夜になったら合流ってことで）」

「にゃーん（はいなです。というか、ご飯どきになったら毎回会いますけどね）」

「わんわん！（だから俺の飯は俺のものだって言ってんだろ！　当たり前のように食いに来るな！）」

　尻尾をふりふりとしながら、ナフラはヘカーテの工房へ帰っていった。

　やれやれ、あれは絶対に朝から飯をたかりに来るな。

　俺は嘆息して、お嬢様の部屋へと戻る。

　屋敷の裏口から台所を抜けて、廊下から正面玄関の階段を上がって二階へ向かった。

　西の棟にあるお嬢様の部屋へこっそり入る。前足を使ってドアノブを引き、ゆっくりと帰宅完了。

　お嬢様はいつものように穏やかに眠っている。

「わふ……（おじゃましまーす……）」

　俺は足元側からベッドの布団へ潜り込む。

　天蓋付きの大きいベッドなんだが、横になると後ろ足が外に出てしまうのが難点だ。あと、最近は俺が乗るとミシミシ言うんだ。

　これもなんとかしないといけないが、今はもう眠い。また今度考えよう。

　俺は布団の中を進み、お嬢様の隣へ顔を出す。

「んむ……ロウタぁ……」

　お嬢様は無意識で手を伸ばして抱きついてきた。

「くーん（ただいま、お嬢様）」

　ギュッと抱きしめてくる感触に帰宅した喜びを感じる。

　この生活を守るためなら、俺はなんでもやるぜ。冒険者たちだって無事に送り返してみせるさ。

　さぁ、朝まで俺も一寝入りしよう。

　ミシミシと悲鳴を上げるベッドの音に若干の不安を覚えつつも、俺はすぐに夢の中へ落ちていった。
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「ぜえっ……ぜえっ……。も、もう駄目だ……」

　先頭を務めていたレンジャーがついに膝を折った。

「団長……。これ以上は無理だ……。もう進めねえ……」

　彼だけではない。パーティの全員が疲ひ労ろう困こん憊ぱいの極みにあった。

　昼夜問わず向けられる多数の視線。しかし、相手の居場所はいっこうに分からない。

　視線に敵意はなく、かと言って友好的でもない。

　無遠慮に向けられる無機質な視線は、彼らの神経をおおいに削った。

　森へ踏み入って丸一日が経たとうとしているが、戦闘はただの一度も起きていない。

　魔物はいるはずなのだ。確かに気配はあるのだ。

　だが、一定の範囲へ近づくと、その気配が消滅する。

　一瞬の殺意が身を刺したかと思ったら、近づいていたはずの魔物がことごとく消え去っている。

　それは、彼らにとって恐怖以外の何物でもなかった。

　熟練のＡ級冒険者である自分たちが、姿すら目で追えないほど高速で動く何か。

　いっそ襲いかかってくれたほうがまだ楽だった。

　緊張の糸を解くことも出来ず、ジリジリと精神が摩耗していく。

　休まる暇などどこにもなく、絶えず向けられる不気味な視線に怯おびえながら、冒険者たちはただただ歩き続けるしかなかった。

　かつてこれほど難航した探索があっただろうか。

　記憶を思い返してみても、ここまでつらく苦しいクエストはなかった。

「すまねえ、本当に無理だ……」

　レンジャーが膝をついたことで、他の仲間たちも次々と倒れ込む。

　もはや彼らは限界だった。

「分かった、今日はここを野営地とする。休息は長めに取るぞ。まずは私が見張りに立つ。二時間交代だ。食事を終えたものから休め」

　撤退するという言葉は、誰も口に出さなかった。

　この任務には大勢の命がかかっている。大規模魔力災害とはそれだけの重大事件なのだ。

　原因が何かを突き止めるまでは、おめおめと帰ることなど出来ない。

　自分たちの調査結果次第で、予測される被害が変わることを理解している彼らには、逃げるという選択肢はなかった。

「ああ、あの犬が食べてた肉が食いたいですね……。大きく切り分けられてるのに柔らかそうで……」

「言うなよ……。余計に惨めな気持ちになるだろ……。この粘土を肉だと思え……」

「それはちょっと無理ッスわ……」

　はぁ、と全員が深いため息をつく。

「これを作ったやつは、味見をしたことがあるのか……？」

「んなこたぁ、うちに卸おろしてるモーガン商事に言ってくださいよ……」

「栄養はあるんだ栄養は。ただそれ以外が……うぅ……」

　栄養価以外の全てが最悪とされる携行糧りよう秣まつを、ぬるくなった水で流し込み、彼らは泥のように眠りについた。




　　　†　　　†　　　†




「わふっ（さって、お腹なかいっぱいになったことだし、今夜もそろそろ出発しますかー）」

「ちゅー（丸一日経ったからのう。やつらめ、相当先まで進んでおるじゃろうて）」

「にゃーん（さくさく任務を終わらせて帰ってもらいたいところですねー）」

　深夜、俺たちはふたたび中庭に集まった。

　持ち寄った食べ物で軽く夜食を済ませ、ナフラの空間魔法で転移する。

　白い空間で視界がふさがり、一秒にも満たない時間で、景色は夜の森へと変化した。

　黄金の双瞳が俺たちを出迎える。

「ガウ（王よ。無事のご帰還、なによりです）」

　漆黒の魔ま狼ろうガロだった。

　その黒い毛並みは、夜の森の中だとまるで姿がつかめない。

　お化けかと思って悲鳴を上げそうになったのは、ここだけの秘密だ。

「わん（お、おお。ガロじゃないか。よくこの場所が分かったな）」

「ガウ（王の匂いがここで辿たどれなくなりましたので、お待ちしていればいずれお会い出来るかと）」

　さすがの狼おおかみ、凄すごい追跡能力だ。

　でもストーカーっぽくてちょっと怖い。

「わん（冒険者たちは今どのへんにいるんだ？　戦闘もないし、相当先へ行っちゃったんじゃないか？）」

　俺はさっそく作戦の進捗具合をガロに訊たずねる。

　しかし、その答えは予想を裏切るものだった。

「わうっ!?（えっ!?　うそ、そんなに進んでないの!?）」

「ガウ（はっ。どういうわけか、かなり疲弊している様子でした。現在ここよりさらに南へ下がった場所で野営しております。この速度では滝へとたどり着くまでにはまだまだかかるかと）」

　なんと、この座標の地点すら越えていなかったらしい。

「わん（うーん、森が険しいのかなぁ。冒険者なら歩き慣れてると思ったんだけど）」

　もしかしたら階級の低い冒険者なのかもしれないな。

　これは今まで以上に、手厚く保護しなければならないだろう。

「わん（まぁ、遅い分には良いか。準備に時間をかけられるし。俺たちはこのまま滝に向かって進み続けるから、ガロたちは引き続き警護を頼む。さらに厳重にな）」

「ガウ！（はっ！　おまかせください！）」

　ピンとおすわりの姿勢で背筋を伸ばすガロを見て、ふと不思議に思った。

「わん（そういやガロ、お前小さくなってないか？）」

　たしかガロは、俺より少し大きいくらいだったはずだ。

　それが今や逆転している。

「ガウ（畏おそれながら、王陛下。私が縮んだのではなく、王がご成長なされたのかと）」

　ガロの言葉に納得する。

「わん（あー、そうか。俺まだ生まれて二ヶ月だもんな。やっぱまだまだ大きくなるよな）」

　どうりで裏口から出ようとすると体が引っかかったり、ベッドに乗るとミシミシ言うわけだ。

　知らない間に、俺は相当デカくなっていたらしい。

　ん？　それって大問題なんじゃ……。

「ガ、ガウ（そ、その。大きくなられた王も、たくましくて、素敵です……）」

　うん、いやだから、照れたふうに言うのやめて。

　キュンと来ないから。ケモナーじゃないから。
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「団長……！　昨日より、さらに視線が強くなってるぞ……！」

「か、数も気のせいか増えているような……!?」

「ち、畜生！　どこにいやがる！　出てこい！　出てこいよぉ……！」

「なんなのだ、この森は……!!」

　圧力の増した視線に、冒険者たちは愕がく然ぜんとした。

　この先、自分たちは無事に目的地へたどり着けるのだろうか。

　不安と恐怖で押しつぶされそうになりながら、それでも勇敢なるＡ級冒険者たちは森の奥へとその一歩を踏み出した。
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「ぐー……すぴー……。ぐー……すぴー……」

　翌朝、俺は正面玄関の階段下で、交差した前足を枕にして惰眠をむさぼっていた。

　大理石の床がひんやりしてて、暑い日はこれが気持ちいいんだ。

　ここで寝ていると、通りかかった人たちが構ってくれるので、なかなかいいスポットだったりする。

　ここでゴロゴロしながら、日がな一日まどろむのが俺の楽しみの一つだった。

「……寝ているのか？」

　恐る恐るといった様子でかけられたこの声は、ゼノビアちゃんか。

　薄目を開けて見上げると、左右を見渡して誰も居ないことを確認するゼノビアちゃんの姿があった。

「…………」

　ゼノビアちゃんはそーっと手を伸ばしてくると、俺の頭に触れた。

　握りつぶされるんじゃないかとちょっと恐怖を感じたが、その手つきは優しく、毛並みに沿ってなで始める。

「くっ……これは……なかなか……」

　どうやらゼノビアちゃんも、俺のモフモフボディの虜とりこになってしまったようだ。

　頭をなでていた手が脇腹へ向かい、柔らかい毛を無心でモフモフしている。

　まったくもー。ゼノビアちゃんったら素直じゃないんだから。

　いつでもモフってええんやで。

「ふ、ふふ……」

　顔を引き締めようとしているが、明らかに頰ほおがにやけている。

　素直じゃないゼノビアちゃん可愛かわいいよ。ペロペロしたい。

　今起きたら、面白い顔を見れそうだが、逆ギレされて斬られるのが怖い。

　寝たフリを続けよう。

　というか実際眠いので、このまま寝てしまいそうである。

　モフモフされると眠たくなる。犬になって知った衝撃の事実である。

　と、二階から足音が聞こえてきた。軽やかなこの音はお嬢様のものだ。

「っ……！」

　ゼノビアちゃんはビクリと肩を震わせると、慌てて立ち去ってしまった。

　やれやれ、本当に素直じゃない。

　まぁ、こんなところ誰にも見せられんわな。だが、あの調子じゃまた来ると見た。

　くくく、少しずつ愛着を湧かせて、俺を斬れなくしてくれるわ。

　モフモフによる洗脳はすでに始まっているのだよ。

「ロウタ、ロウタ、どうしたんです？　眠いんですか？　お昼は遊ぶのやめておきましょうか？」

「くーん（あ、すいません。妄想にふけりすぎてました）」

　可か憐れんなお嬢様の声が、まどろんだ俺の意識を呼び覚ました。

　顔をあげると、お嬢様の愛らしいブルーの瞳。本日のお嬢様も大変麗しゅうございます。
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　お嬢様がここにいるということは、もう午前のお勉強が終わったのか。

　ううむ、全然寝た気がしない。毎晩冒険者たちのおもてなしを考えるので寝てないからな。

「くああああああ……っ」

　大きなあくびが出た。

　前足でぐしぐしやって涙をぬぐう。

「ふふっ、ロウタったら」

　お嬢様がくすくすと笑っている。

　可愛らしすぎる。天使か。

「わふー（ちょっと、待っててくださいね）」

　猛烈に眠いが、ここは起きねばならん。

　この駄犬、これっぽっちも働く気はないが、お嬢様と遊ぶことには命をかけている。

「わふっ（よっこいしょと）」

　なんとか立ち上がるが、まぶたが重くてちゃんと開けていられない。

　うう、連日の徹夜が効いているぜ……。

　冒険者たちはいつになったら滝へたどり着くんだ。

　もう少し近づいてくれないと、おもてなしを堪能してもらえない。

　ガロに言って、もっと護衛を増やしてもらわないと。こうなったら一族全部動員するか？

　なぜか冒険者たちが『もうやめてくれ』と絶叫する姿が脳裏に浮かんだが、気のせいだろう。

「ありがとうロウタ。でも無理しなくていいんです。今日は木陰で読書にしましょう。ご本を取ってきますね。先に行って待っていてください」

　お嬢様はそう告げて、軽やかに階段を駆け登っていく。

「わうっ（ゆっくりでいいですぜ、お嬢様ー）」

　お嬢様に気を使わせてしまった。ペットにあるまじき醜態だ。

　だがここはお嬢様の優しさに甘えさせてもらおう。

　まだ開ききらない目をしょぼしょぼとさせながら、玄関を出て園庭ヘ向かう。

　中央に生える立派な樹きが目的の場所だ。大きな樹の下で、俺はごろりと寝転ぶ。

　昼ともなると流石さすがに暑くなってくるのだが、広葉樹の葉は強い日差しをしっかりと遮ってくれていた。

　葉を揺らすそよ風が気持ちいい。

　風には花の香りが乗って芳かぐわしく、木漏れ日が眠気を誘う。

　ああ、これはいかん。いかんですよ。駄目になるほどの過ごしやすさですよ。

　大理石の床をしのぐ、優良お昼寝スポットだ。

　こんな快適空間にいては、また寝入ってしまう。

「ちゅー（むにゃむにゃ……ふふふ、そんなに褒めても何も出んぞ、ぬし様よ……）」

　俺が眠気を我慢しているのを尻目に、我が家の居候は絶賛お昼寝中だ。

　レンめ、自分だけひとの背中でぐーすか寝こけやがって。

　実はこいつが一番の食っちゃ寝ライフを満喫しているのではなかろうか。

「待ちました？」

　恨みを込めて眠気と戦っていると、本を携えたお嬢様がすぐにやってきた。

　肩にかけた薄手のストールがとってもキュートだ。

「わんわん（いいえ、いま来たところです）」

「ふふっ、なんだか待ち合わせみたいですね」

「わんわん（そうですねー。デートみたいですねー。うふふ）」

　本を後ろ手に持って、はにかむお嬢様は今日も世界一かわいい。

　そよ風になびく髪へ鼻先を突っ込みたい。スハスハしたい。

「お邪魔します」

「わふっ（はい、どーぞ）」

　お嬢様は寝そべる俺を背もたれにして、芝生に腰をおろした。

　モフモフボディが華きや奢しやなお体を包み込む。

「今日は御お伽とぎ話ばなしの本を持ってきたのです。ロウタの名前の由来となった人も出てくるんですよ」

「わん（へー）」

　たしか大昔に世界を救った、伝説の勇者様だっけ。王都でも石像を見たのを覚えている。

　名前は同じでも、俺とは似ても似つかん奴だな。世界のために自分を捨てて戦うとか、ありえん。

　二四時間労働し続けてるみたいなもんじゃん。

　ああ、いやだいやだ。ブラック企業勤めの前世なんて思い出したくもない。

　が、お嬢様がつけてくれた名前に文句は言えまい。

　そもそも俺は前世からロウタって名前だしな。

　伝説の勇者ロウタよ。駄犬の方のロウタが、お前の分まで食っちゃ寝して自堕落な生活を送ってやるからな。

　安心してこれからも子どもたちの憧れとなるが良い。

「とても強くて、とても勇気があって、とても優しい人だったそうですよ。まるでロウタみたいですね」

「わんわん（えー、そうー？　照れるわー）」

　ぜんぜん違うけど、お嬢様に褒められるのはめっさ嬉うれしい。

「ちゅー！（照れるわー、じゃないのじゃ！　もう我慢ならん！　人族の小娘にデレデレしよって！）」

「わふっ（あっ、こらばかっ）」

　いつの間にか目を覚ましていたレンが、首を登って俺の頭で立ち上がった。

「わん（ちょま、勝手に出てくるなってば！）」

　お前のこと、お屋敷の人には説明してないんだぞ。

　折を見てヘカーテの使い魔ってことにして、あいつから取りなしてもらうつもりだったのに。

　お前、自分の外見分かってるのか。ネズミだぞネズミ。

　駆除率ナンバーワンの害獣だぞ。ペスト菌とか運ぶやつだぞ。

　普段は上う手まく隠れてるから大丈夫だと思ってたのに、このタイミングで出てくるとは。

「わぁ！」

　俺の頭の上でふんぞり返る青鼠ねずみを見て、お嬢様が驚きの声を上げた。

　ごめんなさいお嬢様！

　駆除だけは勘弁してやって！

「かわいい！」

　……おや、なんと好感触だ。

　それにしても、かわいいとな？

　嚙かみ癖ぐせのひどいこの齧げつ歯し類るいがかわいい、だと……!?

　俺以外にかわいいの称号を得ようなど、許せない。嫉妬の気持ちがメラメラと沸き上がってくる。

「わ、わふっ（こんな小動物よりワイのほうが可愛いし！　お嬢様、ワイのことも見て！可愛いやろ！　しっぽフリフリ可愛いやろ!?）」

「ちゅー（なにを張り合っとるのじゃ……）」

　ええい、うるさい。

　俺からペットの座を奪ったら、何が残ると思ってるんだ。

　魔物という討伐対象の汚名だけだぞ。お嬢様のナンバーワンペットは俺でなければならんのだ！

「ロウタのお友だちですか？」

　お嬢様は、こんな小動物が相手でもいつもと何も変わらない。

　視線をレンに合わせ、折り目正しく挨拶をする。

「はじめまして。メアリーア・フォン・ファルクスと申します」

「ちゅー（うむ、その殊勝な態度は認めてやろう。苦しゅうない。わしは蒼そう竜りゆうレンヲヴルムじゃ）」

　まぁ、名乗ったところで、お前さんの言葉は通じていませんけどね。

　傍はた目めにはネズミがふんぞり返ってチューチュー鳴いてるだけにしか見えないからな。

「よろしくおねがいしますね。かわいいネズミさん」

「ちゅー（こ、これ。頭をなでるでないわ）」

　指先でくすぐるように頭をなでられて、レンが嫌がっている。

　しかし、それもわずかな間のこと。

　お嬢様のフィンガーテクニックですぐメロメロになって、とろけた餅のようにうつ伏せてしまった。

「ここですか？　ここが気持ちいいんですか？」

「ちゅ、ちゅー（や、やめぇえぇぇぇ……。気安く触るでないのじゃ……、ない、のじゃぁぁぁぁ……）」

　楽しそうなお嬢様と、気持ち良さそうなレンを見て、俺は心のなかでハンカチを嚙んだ。

　き、きいいいいいい！　く、くやしいいいいいい！

　ナフラに続いて、レンまでお嬢様の心を射止めてしまった。

　くそう！　くそう！

　お嬢様にモフモフされるのは俺だけでいいのに！

　嫉妬で心がジタバタする。

　ああああ、お嬢様、ワイも構って！　構ってよう！

「ふふっ、じゃあみんなで一緒に読書をしましょう」

　お嬢様は俺の嫉妬に気づくこともなく、とろけたレンを肩に乗せて、ハードカバーの本を開いた。

　硬い小説かと思ったら、中は挿絵の付いた児童向けの内容だった。

　簡単な内容を選んだのは、俺たちに読み聞かせるためか。

　お嬢様、心優しすぎる。一生仕えたい。

「昔々、世界は悪い魔王によって、滅びの危機に瀕ひんしていました。魔王はとても強く、人々は藁わらのように蹴散らされてしまいます」

「ちゅー（ふん、魔王が如い何か程ほどのものじゃ。わしのほうが強いのじゃ）」

「ただでさえ強い魔王には、五大魔将と呼ばれる魔物の将軍がいました」

　五大魔将とかいう厨ちゆう二に臭い名前を、お嬢様が一つ一つ読み上げていく。

　悪霊たちを率いる死霊導師リッチー。

　悪魔たちを従える獄魔大使ベリゴール。

　獣たちの頂点に立つ百獣戦鬼ベヒモス。

　不死者たちの真祖たる吸血悪姫カーミラ。

　最も古き巨人たちの長おさである巨兵軍長ギガース。

「五つの種族をまとめ上げたそれぞれの将軍が、人々の国を次々と滅ぼしていきました」

「ちゅー（ふん、わしら竜族を従えられんかった時点で程度が知れとるのじゃ。来たら来たで返り討ちにしてやるがの）」

　お嬢様の朗読に対して、喪女がいちいちマウントを取ろうとする。

　かっこ悪いよ喪女。田舎のヤンキーみたいだよ喪女。とろけたまんまなのがさらにかっこ悪いよ喪女。

「そんなとき、人々のために立ち上がった少年がいました。国を滅ぼされた戦士たちを仲間にし、魔王の侵攻に立ち向かいます」

　お嬢様の白く細い指が、ページをめくる。

「その名をロウタ。彼は伝説の剣を携え、魔王の五大魔将を一人、また一人と倒していきます」

「ちゅー（ほう、やるではないか。変態じゃないだけ、ぬし様より上かもしれんのう）」

「わんわん（こいつも変態だったかもしれないじゃん！　じゃなかった、俺は別に変態じゃねえ！　犬だから！　犬だからしょうがないの！）」

　犬がペロペロしたり、スハスハしたりしても、なんらおかしいところはない。

　これを人間がやったら即逮捕ですよ？　しかし犬ならば許される。

　犬って素晴らしい。これからも犬の立場に甘んじて触れ合いたい。

「ちゅー（邪よこしまな気配が漏れまくっとるぞ、ぬし様よ。そもそも、おぬし、犬じゃなくて魔ま狼ろうの王じゃろ）」

「わん（犬ですー！　完全無欠の犬ですー！）」

　ちょっと体が大きくて、顔が怖くて、ゲロ吐くような気持ちで吠ほえるとビームが出るだけですー。

　俺は何があろうと犬なのだ。俺の望みは、このお屋敷でペットとして末永く飼われることなのだから。

　みんなにチヤホヤモフモフされながら、食っちゃ寝して過ごすんだい。

　そう、この名前かぶりの勇者くんが叶かなえたかったであろう怠惰な生活を、俺が代わりに送ってやるのだ！

　などとレンとやりあっている間に、お嬢様の朗読が終わりに近づいてしまう。

「そして勇者ロウタは、魔王を倒し、世界を救い、故郷のお姫様と末永く幸せに暮らしましたとさ。めでたしめでたし」

　なんだよリア充かよ。

　かーっ、ぺっ。

　モテるやつはみんな敵だ。

「ちゅー（ぬし様とて引く手あまたではないか。なによりそばには、わしという美び姫きがおるじゃろうが）」

「わんわん（おまえネズミじゃねーか。変化を解いてもドラゴンじゃねーか。せめて人型になって出直してこい）」

「ちゅー（……ふふん、言うたな。いずれ文字通りの吠え面をかかせてやろうぞ）」

「わん（な、なんだよ……？）」

　レンは得意気に鼻を鳴らすばかりで、俺の質問には答えてくれない。

　いったい何をやらかす気だ。嫌な予感しかしてこない。

「お嬢様。昼食の用意ができました」

　ツインテールメイドのトアちゃんがお嬢様を呼びに来た。

　ちらりと目線が合うが、すぐ逸そらされてしまう。

　そうだね。仕事中だもんね。わんこはちょっと寂しいです。

「ありがとう、トア。すぐに行きますね」

　お嬢様は本を閉じ、立ち上がって裾を払う。

「ロウタ、ネズミさん。食事が終わったらまた遊びましょうね」

「わん（はーい、待ってまーす）」

「ちゅー（良かろう。おぬしは人間にしてはなかなか殊勝な者のようじゃしの。だが、ぬし様の妻はわしじゃからな！　そこのところを忘れるでないぞ！）」

　いやだから、伝わらないって。

　去り際に手を振る姿もお嬢様は可か憐れんで、その後ろでトアちゃんも小さく手を振ってくれていた。

　俺はあまりの可愛かわいさにデヘデヘしながら、二人を見送る。

　そしてレンに嚙まれた。めっちゃ痛かった。
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　遠いお屋敷では幸せな光景が広がっているとは知らず、冒険者たちの心身は疲弊しきっていた。

　四人の冒険者は、小さな焚たき火びを前に円を組んで座り、もそもそと携行糧りよう秣まつをかじる。

　栄養価と保存性のみを求めたそれは、粘土を思わせる食感に、練り込まれた強壮薬草が強い苦味を発している。

　ただでさえ冒険者に不評な保存食は、摩耗した冒険者たちの心をさらに削った。

　深い森に光は届かず、今が昼なのか夜なのかも曖昧だ。

　鳥たちの声一つ聞こえてこない無音が不気味だった。

　動物たちが身を潜めるのもよく分かる。

　周囲から向けられる大量の視線。そして時折刺すように襲ってくる殺気。

　姿なき存在は休むことなく、今も冒険者たちを監視し続けている。

「……ここは地獄だ……」

　そうつぶやいたのは誰だったか。

　その声に反応する者もいない。

　分かりきった事実を繰り返して何になるというのか。

　彼らの目に輝きはなく、頰ほおはこけ、乱れた髪を直す余裕もない。

　精神の疲労は、肉体にも影響を及ぼしていた。

　もはや熟練の冒険者の姿は消え、遭難者の様相を呈している。

「…………」

　大剣を背負った団長がのっそりと立ち上がった。

　団員たちは無言で火を消し、荷を担いだ。

　睡眠をとることはない。もはや眠ることすら恐怖となっていた。

　見えない相手からの視線は、ここまで人を摩耗させてしまうのか。

　鉛のように重たくなった足を踏み出す。

　冒険者たちは歩き、ただ歩き、亡霊のように前へ進んだ。
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「わん（ううむ、こりゃひどい）」

　丘から見下ろす光景に、俺はうなった。

　ガロに案内されて見に行った先では、冒険者たちが足を引きずるようにして歩いている。

　みな一様に虚うつろな表情で、歩く以外の思考が消えていそうだ。

　可哀かわい想そうなほどに疲ひ労ろう困こん憊ぱいだ。

　あの姿、なんか懐かしいわ。俺も前世はこんな感じだった。

　しかし、これだけ手厚く警護しているのに、なぜ彼らはこんなにも疲れているのか。

「にゃーん（もしかしたら、あれかもしれませんね……）」

「ちゅー（うむ、やはりな。あれしかありえんのじゃ）」

　レンとナフラが何かに勘付いてうなずき合う。

「わん（お前たちも気づいたか。実は俺もそうじゃないかと思ってたんだ）」

　俺たちの目的は、冒険者たちに安全な旅を提供することだ。

　これだけ護衛が揃そろっているのに、冒険者たちの表情は晴れない。

　まるでこの道が地獄へ続いているかのようだ。

　彼らがそんなふうに感じている理由はただ一つ。

「「「わんにゃーちゅー（まだ護衛が足りていない！）」」」

　俺たちは声をそろえて結論を口にする。

「ガウ（やはりそうですか！）」

　ガロも同じ意見だったのか、得心がいったように耳を動かした。

「ガウ（人間どものか弱さがここまでとは、正直なところ私も予想外でした。すぐに最大数の護衛を投入いたします！）」

　ガロは控えていたバルたちに指示を送る。魔狼たちはすぐさま増援を呼びに四方へ散った。

「わん（うむうむ。冒険者たちには安全な旅を提供しないとな）」

「にゃー（ふふー、良いことすると気分がいいですねー）」

「ちゅー（少々甘やかし過ぎな気もせんでもないがの。あの屋敷の快適な生活を守るためというのならば仕方あるまい。どこまでも過保護に見送ってくれようぞ）」

　俺たちは満足してうなずき合う。

「ガウ（王よ、お任せください。われら魔狼族の名にかけて、蟻ありの子一匹通さぬ防衛網を築いてみせましょうぞ！）」

「「「ガウガウガウ！（王よ！　王よ！　王よ！）」」」

　魔狼族の気合も十分だ、これならきっと冒険者たちも安心して調査に向かえるだろう。
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「わん（よっし、ついたどー）」

　茂みを突っ切ると、月明かりが俺たちを照らし出した。

　ようやく目的地に到着だ。冒険者たちに先んじて、森を抜けることができた。

　眼下には、小川が流れる河原かわらが広がっている。

　冒険者がここへたどり着くまで、まだ二～三日はかかるだろう。

　準備をする時間は充分にあった。

「ちゅー（ぬし様よ、ここでいったい何をする気じゃ？　戦場跡は向こうじゃぞ？）」

　レンの言うとおり、俺たちが戦った滝裏の洞窟は、ここからさらに北へ進んだところだ。

　しかし、用があるのはそっちじゃない。

「わふっ（ここをもてなしの地とするのだよ）」

「にゃー（んんー？　冒険者さんのおもてなしをするって言っても、何をするかまだ教えてもらってませんねー）」

「わん（それをこれから準備するのよ。お前にも手伝ってもらうからな）」

　俺はそう告げて、手頃な場所を探してあちこち見回す。

　川に近い方がいいが、あまり近くても問題だ。

　川から二〇メートルほど離れた位置。清流に削られた丸石がゴロゴロと転がる場所を目標地点に定める。

「わん（では、久々の……）」

　俺は小さめに口を開き、ガォンと吠ほえる。

　口先に魔法陣が展開し、細いビームが射出された。

　向かう先は足元だ。真下に向かってまっすぐ放射された光の槍やりは、石も土も岩盤も関係なく貫いた。

「ちゅー（……おぬしは何をやっとるのじゃ？）」

「にゃー（ミミズさんでも探して食べるんですか？　あんまり美お味いしくないですよ？）」

　違うよ。

　食べないよ。

　と言うかナフラはミミズ食べたことあるのかよ。

「わん（ほら、この辺山が近いだろ？）」

　見上げれば、霊峰とか呼ばれてる山々が、滝の向こうにそびえ立っている。

「わん（こういうところに穴を掘れば、温泉が湧き出る。……かもしれない）」

　というわけで同じ場所に向かってゲロビーム。

　今度はもっと先へ届くように、長く吠えてみた。

　咆ほう哮こうが続く限り、光の槍は伸び続ける。ずいぶん深くまで掘り進められた。

　やっぱ吠える大きさで威力が変わって、吠える時間で距離が変わってくるんだな。

　だいぶビームの使い方が分かってきた。ビームの発動自体はゲロ吐く気持ちが大事。油断すると本当に吐いちゃうから注意が必要だ。

「ちゅー（見れば見るほど無茶苦茶な制御術式じゃのう。よくもまぁそれで究極破壊魔法なんて撃てるものじゃ）」

「わん（なんだよ、レンは撃てないのかよ）」

「ちゅー！（ば、馬鹿にするでないわ！　わしは竜族、この世のありとあらゆる魔法を操る存在じゃぞ。究極破壊魔法くらい余裕なのじゃ。ただその魔力変換効率が悪いというかの。あんなものをポンポン撃てるおぬしがおかしいというかの……）」

「わん（あーはいはい。負け惜しみおつー）」

「ちゅー！（違うのじゃー！）」

　そうやって穴を掘り進めていたとき、はるか地下からゴボゴボという音が聞こえてきた。

「わん（おっ、これはついに来たか？）」

「ちゅー（来たってなにがじゃ？）」

「にゃー（温泉ってそもそもなんです？）」

　レンとナフラが穴を覗のぞき込む。

「わふっ（あっ、バカっ）」

　ゴボゴボという音は、ドドドという小さな地鳴りとなり、次の瞬間、穴から水が吹き出した。

「ちゅううううううううううう！（な、なんじゃああああああああああああ!?）」

「にゃあああああああああああ！（ひ、ひえええええええええええええええ!?）」

　噴出した水の勢いで、レンとナフラが空中に飛ばされる。

　ふたりともただの動物じゃないからどうという事はないだろうが、俺は飛ばされた方向へ走っていき、レンを咥くわえてキャッチし、ナフラを背中で受け止める。

「にゃー（はぅぅ……）」

「ちゅー（目が回るのじゃぁぁ……）」

　遅れて、雨のように源泉が降りそそいできた。

「わん（熱っ──くはないな……）」

　ちょうどいい湯加減って感じだ。

　源泉だからって必ずしも熱いわけじゃないんだな。

　こりゃ好都合だ。川の水と混ぜて冷ますことも考えていたから、そのまま使えるならそれに越したことはない。

「わん（ナフラ。大きめの岩であの穴をふさぐことってできるか？）」

「にゃ、にゃー（は、はいー。おまかせあれー）」

　目を回していたナフラは起き上がると、俺の腹の下へ潜り込んだ。

　前足の間から顔を出し、河原に埋まっていた岩を魔法で浮遊させる。

「わん（……なんで俺の下に入るんだ？）」

「にゃー（雨宿りですー。わたくし濡ぬれるのが大嫌いですので）」

　そういやこいつ、風呂も嫌いだったな。

　温泉風呂が完成したら強制入浴させてやろう。

　ちょっと臭くなってきてるし。なんか濡れた雑巾みたいな匂いするし。

「にゃー（こんなものでどうでしょう）」

　大きな岩が穴の上に乗ると湯の勢いは完全に止まった。

「わん（よしよし、いいぞー）」

　俺は岩の真ん中あたりに大きめのビームを吐いて左右に二つ穴を開ける。

　ヒビ一つ入らず、きれいなトンネル状になった。

　今度は岩の上に乗って、さっきよりかなり細いビームを真下に向けて放つ。

　ちょうどさっき温泉が噴き出た穴に重なるようにだ。

　当然そんなことをすれば、再び湯が三方向から噴出するに決まっている。

　左右二つの穴は大きいため、勢いはそれほどではないが、真上に開けた穴から吹き出る湯はさっきとほとんど変わらない勢いだ。

「わん（ナフラ、今度はこっちの穴を塞いでくれ。上の方の穴な）」

「にゃー（はいはいなです。ロウタさんも猫使いが荒いんだからー）」

　ナフラは俺の下に潜り込んだまま、穴と同じようなサイズの石を魔法でねじ込んだ。

　これで真上に吹き上がるだけだった湯が、左右に分かれて流れるようになった。

　湯の勢いは強すぎるということもなく、地面へアーチを描く。

「わん（よし、左右の穴もいったん塞いでくれ）」

　同じように、ナフラが石で穴を塞いでくれる。

「ちゅー（うーむ、ぬし様が何がやりたいのかさっぱり分からんのじゃ）」

「わん（これから分かるさ）」

　俺はそう告げて、猛然と岩の周囲を掘り始めた。
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「わん（ま、こんなもんだろ）」

　岩を中心にドーナッツ状に河原を掘り抜いた。

　深さは五〇センチ程度だが広めに掘ったのでなかなかのスペースを確保できている。

「わん（よーし。では、左右の穴を開放してくれい）」

「にゃー（はいですー）」

　すぽんすぽんと石が取り除かれると、勢い良くお湯が噴き出した。

　湯は俺が掘った穴にそそがれ、どんどん溜たまっていく。

　土がむき出しなので、湯の色はあっという間に茶色く濁ったが、今はこれでいい。

「わん（これぐらい溜まればいいだろう。止めてくれ）」

　湯が止まると、そこには湯をなみなみと湛たたえた茶色い泉があった。

「わん（今日はここまでだ。土が沈殿する明日、また来よう）」

「にゃー（じゃあ、座標設置して帰りますねー）」

「ちゅー（ぬし様のやることは、本当に訳が分からんのう）」

　首を傾かしげるレンと、自分の未来を理解していないナフラとともに、俺は屋敷へと転移し、帰宅した。

　泥で汚れた体を中庭の噴水できれいに洗い、渾こん身しんの身震いで水気を切る。

　そして何食わぬ顔でお嬢様の眠るベッドへと戻った。

「んぅ……ロウタ……？」

「くーん（はいはい、ここにいますからねー）」

　ふう、危ない危ない。本日も無事ミッションコンプリートだ。

　無意識にぎゅっと抱きしめてくるお嬢様の柔らかさに安心を覚えながら、俺はすぐに眠りへと落ちた。
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「むふー、ロウタは温かいですねぇ」

　仰向けに寝転がった俺に抱きついて、お嬢様が毛並みを堪能している。

「わふー（お嬢様ったら大胆なんだから）」

「んんー。もふもふです」

　ふふ、胸周りの毛が特に柔らかいやろ？　もっとモフモフしてええねんで。

　白い毛に顔を埋うずめてスリスリするお嬢様を、慈愛の心で包み込む。

　イエスロリータノータッチ。ただし向こうから触ってくる分にはノーカンなのだ。

　お嬢様を腹の上に乗せたまま、体をスイングさせたりして遊んでいたら、クラシカルなメイド服に身を包んだメイドさんがやってくるのが見えた。

　ミランダさんだ。今日も清せい楚そかわいいぜ。

「お嬢様、そろそろお時間です」

　静かに歩み寄ってきて、お嬢様に声をかける。

「……うぅ、楽しい時間はすぐに過ぎちゃいますね」

　お嬢様はいやいやをするように、俺の胸に顔をすりつけた。

「ではお嬢様、私が少し遅れてきたことにしましょう」

「それだとミランダが叱られてしまいます。わがまま言ってごめんなさい。すぐ行きますね」

　お嬢様は本当に良い子だ。いつだって自分より他人を優先する。

　それがお嬢様を疲れさせていないか、この駄犬は心配なのである。

　いつぞやお屋敷を脱走して湖に出かけたのも、ストレスが溜まった結果だと思うんだよな。

　ここはモフモフボディに磨きをかけて、さらなる癒やしを探求せねば。

　最愛のペットたる俺が、お嬢様を癒やすんだい。ナフラやレンには、この座は絶対に譲らん。

　近頃お嬢様のハートを射止めてやまない小動物たちに、嫉妬の炎を燃やす。

「ロウタ、また後で遊びましょうね」

　お嬢様が名残なごり惜しそうに俺から離れて立ち上がった。

「わんわん！（サボりたくなったらいつでも言ってくれていいんですぜ！　背中に乗せて逃避行よゆーです！）」

　まぁ、お腹なかが空すいたら帰ってくるけどな。その時は一緒に叱られましょうぜ。

　お嬢様に必要なのは、叱られても構わないという勇気！　ちょっとくらい悪い子になってもええんやで！

「ちゅー（おぬしが遊びたいだけじゃろが。毎度あの娘にはデレデレしおってからに……）」

　お嬢様のモフリパワーで腰砕けにされた経験から、レンはお嬢様がいる間は毛の奥に隠れて出てこなくなってしまった。

　いわく、夫以外にこの身を触れられるのは、同じ雌でも不愉快とかなんとか。

「わん（なーにー？　レンちゃーん、妬やいてるのー？）」

「ちゅー！（その通りじゃ！　構え！　わしにもっと構え！）」

「わん！（あら素直！　そして痛い！）」

　ツッコミ代わりに嚙かむのやめて。

　こいつの家を壊したのが俺とは言え、背中を住すみ処かにされるわ、飯は取られるわ、理不尽な嫉妬で嚙みつかれるわ、散々だぜ。

　ミランダさんたちが屋敷へ帰っていくのと入れ替わりで、トアちゃんが出てくるのが見えた。

　今日もお仕事ご苦労様である。

　両手で重たそうに運んでいるのは、いつもの洗濯かごだ。白いシーツがぎっちり詰まっているのが見える。

　長い洗濯紐ひもがかかっている場所までたどり着くと、いつものように一生懸命背を伸ばしてシーツを掛けている。

　が、なかなかうまく行っていない。台でもあれば良いんだけどな。

「わふっ（あ、そうだ、思いついた）」

　俺はトアちゃんのもとへと駆け寄る。

「わんわん！（トアちゃんトアちゃん！）」

「ひっ!?」

　あ、しまった。この間も声をかけて腰を抜かされたのを忘れていた。

　こないだの件でちょっと仲良くなれたと思ったのに、また泣かせてしまう。

「…………」

　肩をビクリとさせたトアちゃんがこちらを振り向いた。

「……どうしたの、ロウタ？」

　おや、怖がっていない？

　いや、よく見たらちょっと震えてるが、前のように怯おびえてパニックになったりしてない。怖がることで俺を傷つけないように気を使ってくれている。

　よ、よし、じゃあその心意気に甘えて、ちょっとお手伝いしちゃいますぜ。

　俺はトアちゃんのすぐそばで、ぺたりと伏せの姿勢を取った。

「？　ロウタ？」

　俺の意図が分からないトアちゃんが首を傾げる。

　俺は伏せた姿勢のまま、トアちゃんをじっと見つめる。

　トアちゃんのメイド服は、動きやすさを重視しているのか、スカートの丈が短い。

　ここから見上げると、いい感じにスカートの中がよく見える──ってそうじゃない！

　消え去れ煩悩。

「くーん（トアちゃん、乗って乗って）」

　踏み台がなければ、俺が踏み台になればいいじゃない！

「……もしかして、乗れって言ってるの？」

「わん！（イエス、ザッツライッ！）」

「手伝おうとしてくれてるの？　でも……」

　ええい、四の五の言うない。

　ぐりぐりと足に体をすりつけてやる。

「もう。……ありがとう」

　くすりと笑って、トアちゃんが靴を脱ぐ。

「大丈夫？　重たくない？」

「わふ（おっほ、これはなかなか……）」

　ストッキング越しの柔らかい足裏と、軽い体重の感触に、なんだか新しい喜びに目覚めそうである。

　クリスティーナ、お前の気持ちちょっと分かってきたぞ。

「ちゅー（なんとだらしない顔じゃ……。相手はさっきの雌よりさらに子供ではないか……）」

　違うよ。トアちゃんに失礼なことを言うな。

　合法です。トアちゃんは合法。異世界基準で。

　俺を踏み台にしたトアちゃんは、テキパキと洗濯物を干し終えることが出来た。

「ありがとう、ロウタ」

「わふっ（いえいえ、こちらこそ、ありがとうございます）」

　ありがとうございますと言うか、ごちそうさまというか。

「あの時も、怖がっちゃってごめんね。ロウタは何も変わっていないよね」

　いやむしろ俺が怖がらせてごめんなさいというか。

　どう考えても俺の姿は怖いもんなぁ。でも、こうやってお手伝いしてればそのうち昔のように可愛かわいがってくれると信じてる。

　トアちゃんは俺に小さく手を振って、カラになった洗濯かごを抱えて屋敷へ帰っていった。

「くぁぁぁあぁぁぁ……（一仕事したら疲れちまったぜ……）」

　眠い。俺も夜に備えて睡眠を取っておこう。

　今夜中に完成させちまうぞー。
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「わんわん（そうそう、石をまんべんなく敷き詰めてくれ。ゆっくりな。急ぐとせっかく沈殿した土が舞い上がっちゃうから）」

「にゃーん（はーい、おまかせあれー）」

　月明かりの下を、ナフラの浮遊魔法で作業を進めていく。

　ナフラが手招きすると、河原かわらの石が浮かび上がり、次々と泉の底へ沈んでいった。

　川の流れによって丸く削られた石は、丁寧に敷き詰めれば肌触りの良い床となる。

　ドーナツ状の穴にそそがれた湯はすっかり冷めていたが、一日置いたことで濁っていた色は綺き麗れいに透き通っていた。

　その水を揺らさぬよう石が土を隠していく。

　ナフラの魔法は便利だなぁ。人手どころか重機いらずだ。

「にゃー（こんなもので、いかがでしょー？）」

　大きさの違う石がきっちり隙間を埋めている。これならばもう土が舞い上がることはないだろう。

「わんわん（よし、じゃあ次は水路だ）」

　俺はドボンと泉へ飛び込み、川の方を向く。

　鼻先が沈むくらい水に顔をつけ、やや下り坂になるよう角度をつける。

「がぼぼ（小さくビーム！）」

　一瞬で、泉から川へ通じる穴が空き、ふちから溢あふれ出ださんばかりだった水が、川へと流れだした。

　かけ流しの源泉だからな。

　温度を維持するためにお湯を出し続けたら溢れちゃうし、川へと流すにも水路を使ってしっかり冷ましてからだ。

「わん！（開門！　かいもーん！）」

「にゃーん（はいはいなー）」

　すぽぽーんと泉の中心にあった大岩から栓が抜かれ、左右からお湯が噴き出す。

　アーチ状に泉にそそがれる湯の勢いはなかなかのもので、これなら冷たい水もすぐに温まるだろう。

「わおーん！（よっしゃあ！　完成だぜー!!）」

「にゃーん（おめでとうございますー）」

　ナフラが鳴らない拍手をポフポフと送ってくれる中、高らかに喜びの遠とお吠ぼえを上げる。

「ちゅー？（それで？　これはいったい何なんじゃ？）」

　頭に乗ったレンが前足を組んで問うてくる。

　偉そうにしてるが、こいつ今回なんの役にも立ってないな。

「ちゅー（見たところ、屋敷にある噴水に似ておるが……。これに何の意味があるんじゃ？）」

「わふっ!?（え!?　まだ分かってなかったのか!?）」

　ウッソだろ、お前。

「にゃー（ナフラめも分かってないですよ？）」

　うん、お前は分かってなくていいんだ。分かると面倒だから。

　自分が入るその時まで、何も知らないでいてくれ。

「ガウ！（王よ！　ご報告があります！）」

　温泉の完成と同時に、ガロが数名の魔ま狼ろうを引き連れて、俺の元までやってきた。

「ガウ（冒険者どもが、もうじきこちらへ到着しそうです）」

「わん（おお、ついに来たか）」

「ガウ（連中には傷一つ負わせていません。道中の魔物はすべて排除済みです）」

「わん（ああ、よくやってくれた）」

「ガウ（お、お褒めにあずかり、光栄の極み！）」

　ガロたちは平伏して感動に震える。

　いつものことながら、おかしなくらいの忠誠具合である。

　ガロたちが対等であることを望まない以上、この働きには報いてやらねば。

　ご褒美、期待してていいんだからねっ。

　冒険者たちが来たことで、ようやく作戦の要を発動させることが出来る。

　魔狼族がしっかり護衛してくれたおかげで、冒険者たちも楽な旅ができただろう。

　危険はなく、怪け我がもせず、しかし歩きづめでいい感じに疲れているはず。

　そこで、温泉ですよ。

　疲れた体を温かい湯でしっかり癒やし、美お味いしいものを食べて元気百倍。楽しい旅を終えて、機嫌よく帰ってもらう。

　それがこの『湯けむりぶらり旅！　ポロリもあるよ』作戦なのである。

　え、何がポロリするんだって？

　そりゃ冒険者たちの──いや、やめておこう。

「わん（ナフラ、溜ため込んだ食料を出してくれ）」

「にゃー（はーい）」

　ナフラが空間魔法を発動させる。

　夜な夜な台所へ忍び込み、少しずつ集めたパンやらハムやらチーズやらが、バスケットに入って落ちてきた。

　冒険者たちはあの不ま味ずそうな携帯食料ばかりを食べていて、ごちそうに飢えているはず。

　保存食とは言え、仕入れたのはジェイムズのおっさんだ。味は天下一品まちがいなし。

　きっと満足できることだろう。

　バスケットを温泉の近くに置いて、準備は万端。

　温泉も温まってきて、湯気を立ち上らせ始めた。

　あとはお客様をお出迎えするだけだ。

「わん！（よしみんな、物陰に隠れて様子を見守るぞ！）」

　各自散開して、岩陰や草むらに身を潜める。

「わっふわっふ（まだかな。まだかな）」

「もっしゃもっしゃ（まぁまぁ、そんなすぐには来ませんよ。気長に待ちましょう）」

「カリカリカリカリ（そうじゃそうじゃ。急せいては事を仕損じるというのじゃ）」

「わんわん！（ちょ、お前らなに食ってんだ!?）」

　見れば二匹がバスケットの食料からいくつか持ち出している。

「にゃー（味見です、味見）」

「ちゅー（そうじゃ。このわし自ら毒味をしてやっておるのじゃ。感謝いたせ）」

「わんわん！（ずるいぞ！　俺にもちょっとよこせ！）」

「ガウ……（お、王よ。お静かに……）」

　いつものようにやり合いつつ待っていると、森の奥から人の足音が聞こえてきた。

「わん（来たぞ。みんな静かにしろ、もぐもぐ）」

「ちゅー（おぬしが一番うるさかったのじゃ。あとチーズ取られた恨みは忘れんのじゃ……）」

「にゃー（ナフラもソーセージ取られましたー……）」

　ちょっとずつもらっただけでしょ！

　全部取ったみたいに言うない！

　だんだんと森の奥から見える人影の輪郭がはっきりしてくる。

「うぅぅ……」

「あぁぁぁ……」

　森から出てきた四人の冒険者たちは、ボロボロだった。

　戦っていないのだから、装備に傷みはない。靴が土で汚れている程度のものだ。が、その顔には死相が出ている。

　ゾンビでももうちょっとマシな顔をしていそうなもんだ。

　意識があるのかないのか。五徹目で過労死したときの俺よりひどい顔をしてるかもしれない。

「ちゅー（のう、何な故ぜあやつらは、あそこまで疲れとるんじゃ？　歩いてきただけじゃろう）」

「にゃー（うーん、低級の冒険者さんだから、仕方ないのかもしれませんねー）」

「ちゅー（まったく、人族というのはひ弱でいかんのう）」

「わん（まぁ、好都合といえば好都合だ）」

　森に危険がないことは道中でしっかり分かってくれただろう。

　次は、温泉とごちそうのコンボでメロメロになるがいい。

　俺たちは冒険者が目の前のおもてなしに食いつくのを、息を潜めて待った。
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「うぅぅぅ……」

「あぁぁぁ……」

　決死の旅を終え、冒険者たちが深い森を抜けた先は、月明かりに照らされた河原だった。

　雲に隠れ、半分に欠けた蒼あおい光ですら、暗闇に慣れた目には眩まぶしく感じる。

　幽鬼のように心を失っていた冒険者たちは、わずかに正気を取り戻した。

「……目的地は、どうだ……？」

　大剣を背負った団長が、レンジャーに目的地の場所を尋ねた。

「……もう少しだ。このまま行けば、日の出までには、着くだろうぜ……」

　疲労で粘つく唾液を吐き捨て、レンジャーが答える。

　ギルドから借り受けた計測器は、強く反応を示している。目的地はたしかに近いようだ。

　団長はのっそりと後ろを振り返った。

　体力的に劣っていた僧侶と、しんがりを務めて気を張っていた槍使いは、うめくだけの木偶でくと化してしまっていた。

　疲労は極度。調査場所に何があるかも分からない状況だ。

　このまま進むのはあまりに危険だった。

「……一度、ここで休息を取ろう。このままでは、調査どころではない……」

　先程から、常に向けられていた謎の視線も消えている。

　今なら少しは休めるはずだ。

　視線のぬしたちがどういうつもりなのかは分からない。自分たちをいたぶっているつもりなのか、ついぞ姿を確認することはできなかった。

「見張りは、良い……。意味がない……。各自、好きに休息を取れ……」

　殺すつもりなら、とっくに襲われているだろう。今更じたばたしても始まらない。

　気力体力を回復させ、わずかでも万全の態勢で調査に臨むべきだ。

　全員が河原に体を投げ出した。荷物を放り捨て、地面に尻をついて荒く息をつく。

　Ａ級冒険者にあるまじき醜態だが、このときにおいて指摘するものなど誰もいない。

「団長……ありゃなんだと思う……？」

　最初に異変に気づいたのは、レンジャーだった。

　自分たちが今いる場所から少し離れたところに、湯気が立ち込めている。

「なんだ、あれは……？」

　もはや起き上がるのも億おつ劫くうだったが、見過ごしてはおけない。

　団長が湯気の立ち込める場所へ向かっていくと、団員たちも後ろをついてきた。

「これは、いったい……？」

　真円を描く泉だ。自然にできたようには見えないほど、整った形をしている。

　レンジャーがグローブを外し、泉に手を浸つける。

「湯、だな。微かすかだが硫黄いおうのような匂いもする。こりゃ温泉だ」

「こんなところにか？」

　温泉の中央には大きな岩が突き刺さっており、真円に空いた穴から勢い良く湯が流れ出ている。

　天然の温泉ならば、湧き出ているところをいくつか見かけたことがある。

　だが、これはどう見ても人工物だ。

「近辺に人が住んでいるのか？」

「まさか。この森は不可侵の場所だと聞いている。誰も住んでいないところに発生した魔力災害だからこそ、俺たちが調査に来たんだ」

「なら、これはいったいなんだ？」

「普通に考えたら、俺たちをずっと監視してた連中が作ったものだろうな」

「それって、絶望的な状況ですね……」

　ただ強い魔物がいると思っていた彼らの予想は、ここに来て大きく覆された。

　丁寧に敷き詰められた石。大岩をくり抜いて作られた給湯具。よく見れば、余分な湯を冷却してから川へ戻す水路まで掘られている。

　こういった人工物を作れる知性を持った相手が、この森には潜んでいるということだ。

　絶望的な状況には、底が抜けてさらなる最悪があった。

「だ、団長、あれが見えるっすか……？」

　槍使いが指差した先には、柳の木を編んで作られたバスケットが置かれてあった。

　中にはパンやチーズといった食べ物がたっぷりと入っている。

「ごくり……」

　思わず、全員が生唾を飲み込む。

　この数日、粘土のような携行糧りよう秣まつしか口にしていない彼らにとって、それは何よりのご馳ち走そうに見えた。

「幻覚じゃ、ないようだな……」

「は、ははは、森のなかに温泉とご馳走？　なんの冗談だこりゃあ」

　レンジャーが自分の額をつかんで、乾いた笑い声を上げた。

　いっそ幻覚ならば気も楽だったろう。もはやわけが分からない。

　レンジャーの泣くような笑い声が深夜の森に響き渡る。

　その笑い声が、急に引きつった。

「……みんな、動くな」

　抑えた声で警告する。

　レンジャーが目を向けた方向に、仲間たちが視線を合わせた。

　何の変哲もない森の茂みだ。

　いったいそこにレンジャーを警戒させる何があるというのか。

　その時、月を隠していた雲がさっと晴れる。

　そこには、月明かりを反射する、無数の眼めがあった。

「「「ひ……!?」」」

　いったいいつからそこに潜んでいたのか。

　疲労していたとは言え、この距離まで気配すらつかめなかった。

　同時に、茂みの奥に隠れている相手の強大さが理解できた。

　まるでドラゴンを筆頭とする、伝説の存在が自分たちを見ているような、そんな恐ろしい気配が伝わってくる。

　並の冒険者ではその存在にすら気づけなかっただろう。

　だがギルドの上位冒険者たる彼らには、彼ひ我がの戦力差が理解できてしまった。

　この茂みの向こうにいるのは、どうあっても勝てない存在だ。

　無数の眼には敵意はない。

　だが、それが余計に不気味だった。

「……どういうことなんだ……」

　団長は恐怖に吞のまれぬよう思考する。

　今までの状況を整理して考えろ。

　森のなかで常に向けられる視線と殺気。体を洗えと言わんばかりに作られた温泉浴場。そして、バスケットいっぱいの食料。

　これらが意味するところとはなんだ。

「……。ああ、そういうことか……」

　団長は一つの答えに行き着いた。

「ああ、読めた。読めたよ、姿なき魔物たちよ。お前たちの目的はよく分かった」

　団長は歯を軋きしらせながら、茂みを睨にらみつけた。

「我々は、お前たちの餌というわけか」

　森のなかで自分たちを常に監視し、恐怖と疲労の極地へ追い込んだのは、奴らなりの調理方法だったのだ。

　知性ある魔物の一種たる吸血鬼が、獲物の血の味を良くするために、獲物をわざといたぶり恐怖を与えるというのは、聞いたことがある話だった。

　今までの絶え間ない視線や殺気は、ここに来るまでの調理作業だったわけだ。

　そして最後の仕上げに、温泉で身奇麗にし、食料をたっぷりと食べておおいに肥え太れと言っているのだ。

　団長の導き出した解に応えるように、無数の眼が爛らん々らんと輝いた。

「餌……？　餌だって……？」

「ちくしょう……。ずっとやつらの手のひらの上だったっていうのかよ……」

　恐怖で身が凍えそうだった。

　ここで引き返しても、もはや手遅れ。真実を知った今、生きて帰れる道理はないだろう。

　茂みの奥の眼は、調理が済むのを今か今かと待っている。

　行くも死、退くも死。なればこそ、冒険者たちは吼ほえた。

「誰が……、誰がお前らの目もく論ろ見みどおりに動くかよ！」

「大人しく食われて、たまりますか……！」

「俺たちは誇り高き冒険者パーティ『曙しよ光こうの剣』だ！　ただ食われるだけの豚じゃねえ！」

「行くぞ、みんな。何としてもこの調査、やり遂げる。魔力災害地点へ向かい、調査結果をギルドへ持ち帰るぞ！　誰か一人でも情報を持ち帰れば、俺たちの勝ちだ！」

「「「おお！」」」

　怒りを気力に変えた冒険者たちは、温泉と食料には目もくれず、北の滝へ向かって駆け出した。
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「「「………………」」」

　あ、あるぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!?

　急に冒険者たちが怒り出したと思ったら、走っていってしまった。

「わふっ（温泉は!?　ご馳走は!?　入らないの!?　食べないの!?）」

　なんでや!?　渾こん身しんのおもてなしにいったいどんな不備が!?

　俺なら即入浴からのご飯もしゃもしゃですよ。冒険者たちは何が気に入らなかったというのだろう。

「ちゅー（それより、ぬし様よ。あやつら滝へ向かっとるようじゃが、放っておいてよいのか？）」

「わふ（え？　滝……？　滝ってなんだっけ……？）」

　おもてなしが無視されたショックで思考が働かない。

　滝に向かうとなんか困るの？

「にゃーん（いや、ですからー。今回の作戦って、森に危険がないことをアピールしつつ足止めして、その間に滝の魔力を散らしてしまおうって話でしたよね？）」

「…………わふっ（…………あっ）」

「ちゅー（……まさか、忘れておったのか？　あちらを後回しにしているのは、何か考えがあってのことだと思っておったのじゃが）」

「わ、わん（は、ははは、嫌だなぁ。……はい、忘れてました）」

「にゃーん（ロウタさーん……）」

「わん！（や、やめろ！　そんな目で俺を見るな！）」

　じっとりした目を向けてくるナフラから顔をそらす。

「ちゅー（やれやれ、手段が目的になって、本来なすべきことを忘れてしまった典型じゃの）」

　ぐぬぬ。お前らだって楽しんでたじゃないか。

　しかし返す言葉もない。温泉を作ってる途中から、本来の目的が頭から抜け落ちていた。

「わん！（い、いや、まだだ！）」

　おもてなし作戦は失敗だが、まだ挽ばん回かいは可能だ。

　一刻も早く滝へ先回りして、溜たまった魔力を散らさなければ。

「わん！（行くぞ、みんな！　冒険者たちより早く到着するんだ！）」

「ガウ！（はっ！　道中の冒険者の警護はおまかせください！　王は一刻も早く滝へ！）」

　ガウを筆頭とする魔ま狼ろうたちが散開する。

　俺はナフラとレンを背中に乗せて、全速力で走り出す。

「ちゅー（ちなみにぬし様よ、どうやって魔力を散らす気じゃ？）」

　激しい風圧を物ともせず、レンが問いかけてくる。

「わん？（え？　それはお前らが知ってるんじゃないの？）」

「にゃー？（ナフラは知りませんよ？）」

「ちゅー（わしもじゃ。体内にある魔力の使い方ならともかく、いったん放出した魔力を散らす方法なぞ、見当もつかんぞ？）」

　うそーん！

　その辺はお前らファンタジー生物のお家芸じゃないのかよ!?

　なんかパパパーって散らしてくれるんじゃないの!?

「ちゅー（外に出した魔力の利用など、ひ弱な人族が考えることじゃからのう。潤沢な魔力を持つわしら竜族には必要ない。必要のないものは覚えん。道理であろう？）」

「わんわん！（偉そうに言うな！　なんのための千年喪女だよ！　知識がないドラゴンとかなんの役にも立たんだろうが！）」

「ちゅー！（な、なんじゃとう!?）」

「わんわん！（つーか、今回お前、マジでなんの役にも立ってないからな！　俺の頭の上でふんぞり返ってただけだからな！）」

「にゃーん（あ、ナフラはちゃんとお手伝いしましたよー）」

「わん！（うむ！　ナフラはえらい！　ガロたちもえらい！　だがレン、お前はダメだ！）」

　ダメダメだ！　俺よりニートしてる時点でもう許せん！

「ち、ちゅー！（な、なにおう！　そこまで言うなら見とれ!!　役に立つところを見せてやろう!!）」

　そう言うやいなや、レンは空中へ跳躍した。

　一瞬の閃せん光こうが走ったあと、そこには巨大なブルードラゴンの姿が顕在していた。

「ＧＡＲＯＯＯＯＯＮ!!（あやつらより早く滝に着けば良いんじゃろが。わしが本気で飛べば、音より早いわ！）」

　太い鉤かぎ爪づめを持った前足が、ナフラごと俺をわしづかみにする。

「わん！（ちょ、おま！　冒険者たちに見つかったらどうする!?）」

　魔物がいないと思わせるのが、今回の作戦の一つなのに！

「ＧＡＲＯＯＯＯＯＯＮ！（ええい、雄が細かいことを言うな！　見えないくらい早く飛べば良いのじゃろうが！　ゆくぞ!!）」

「わぶっ（良くねえ！　何一つ良くないぞ！　お前、音速以上を出すには、音の壁ってやつを破らないといけなくてだな──）」

　言い終わるより早く、強烈な加速の反動が俺たちに襲いかかった。

　と思ったら、そんなことはなかった。

　真下に見える夜の森が、高速で後ろへ流れていくが、風の一つも感じない。

「ＧＡＲＯＲＯ！（わしを誰だと思うておる！　防護陣を張るなど朝飯前よ！　この速さなら夜闇に隠れて冒険者たちにも見えんはずじゃ！）」

「にゃー……（あの、その冒険者さんたちなんですけど、今しがた風で吹き飛ばされていましたけど……）」

　米粒ほどに小さくなった冒険者たちが、河原を転がる姿が見えた。

　台風の日とかに、突風で転がってる人を思い出す。

　ああ、ごろごろと……。ひどい……。

「……ＧＡＲＯＯＮ！（……時間稼ぎができて、丁度良し！）」

「わん（駄目だわこれ。絶対に異常な森だと思われたわ……）」

　このまま先回りしたとしても、魔力を散らす方法が分からない以上、解決方法がない。

　詰んだ。完全に詰んだ。

　冒険者たちは今回の件をしっかりギルドに報告するだろう。そうなったら、本格的な調査が始まるはずだ。

　たくさんの冒険者が来たら、ガロたち魔狼族も見つかってしまうだろうし、この森が実は大して平和じゃないこともバレてしまう。

　でもって、たくさんの冒険者が来たら、俺の正体を暴くやつも現れるはずだ。

　フシアナアイをもつ屋敷の人たちでも、大勢から説得されれば考えを改めてしまうかもしれない。

　終わった！　俺の飼い犬生活終わった！

　生きる希望を失った俺は、元気をなくして、ぐったりとレンに運ばれた。

　高速で飛ひ翔しようするレンはあっという間に滝へと到着する。

　数度羽ばたいて勢いを殺し、ずずんと重たく着地した。

「ＧＡＲＯＲＯ（ぬし様よ、着いたのじゃ。……おい、ぬし様よ、どうした）」

「きゅーん……（どうしたもなにも、飼い犬生活の終しゆう焉えんを知って、元気でいろっていうほうが無理じゃないですかね……）」

「ＧＵＲＯＯＯ（ふうむ、説得してはどうじゃ？　わしらは人族をどうこうしようなどと思っとらんのじゃから、話せば分かるかもしれん。わしが一言言ってやろうか？）」

「わん……（ゼノビアちゃんにそれをやってどうなったか思い出せよ……。話しかける前に攻撃されるだけだよ……）」

　俺は力尽きて、ぱたりと倒れ伏す。

「ＧＡＲＯＲＯ（いっそのこと、この魔力溜だまりから何かが産まれるのを待たんか？　わしとお主の魔力から産まれる魔物じゃ、そりゃあ強い子が誕生するはずじゃぞ。それでひっそりと親子三人遠くで暮らしてじゃな。……おお、これはなかなかいい案ではなかろうか！）」

「わんわん！（まったく良くねえ！　ギルドの討伐対象を増やしてどうする！　というか、さり気なく認知させようとするんじゃねえ！）」

　生後二ヶ月でチェリーボーイのまま扶養義務を負わされるとか、どんな人生設計だよ。

「わふ……（ああ、もうダメだ……）」

　正体がバレれば、もうお屋敷に住むことはできないだろう。

　お嬢様たちがかばってくれたとしても、ギルドから討伐しに冒険者たちが押しかけてくるはずだ。

　今回来たような低級の冒険者じゃなくて、ゼノビアちゃんみたいなヘッポコでもなくて、本物の強い冒険者がいっぱい来るに違いない。

　お屋敷が戦場になる前に、自分から出ていこう。

　しかし、それからどこへ行こうか。都会っ子でモヤシっ子の俺が、野生で生きていくことなんて不可能だ。

　狩りは怖いし、生肉なんて食べたくない。それ以前に、ジェイムズのおっさんの料理を知ってしまった今、他のものなんて口にしたくない。

　人生、いや犬生詰んだ……。待つのは餓死か……。

　お嬢様、どうやらロウタはここまでのようです。

　どうかお達者で……。

「にゃーん（ロウタさんロウタさん）」

　ナフラが長い尻尾でぺしぺしと鼻をたたいてくる。

「……わん（……なんだよう。これから辞世の句を読むんだよう。邪魔するなよう）」

「にゃー（どうやら大丈夫のようですよー）」

「わふっ？（えっ？）」

　ナフラが前足で指す方向を、体を起こして見る。

「あらぁ、遅かったわね、あなたたち」

　半壊した滝たき壺つぼ、その真ん前に銀の杖つえを掲げて立つ魔女がいた。

　白銀の髪、つばの広い三角帽、長い耳に妖艶な体つき。

　よく見知った魔女がそこにいた。

「わん！（へ、ヘカーテ!?　なんでここに……!?）」

　浮遊魔術を使っているのか、ヘカーテは波紋を立たせて水面に立っている。

「話はあとにしましょうか。さっきようやく術式が完成したところなのよぉ」

　術式ってなんだ。
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　そう問いかけるより早く、ヘカーテは銀の杖を、水面に突き刺した。

　その瞬間、巨大な光輝く魔法陣が、杖を中心に水面へ浮かび上がる。

　それは複雑に形を組み替えながら、俺たちがいる場所にまで拡大してきた。

「ＧＡＲＯＲＯ……!?（な、なんじゃ、この魔法陣は……!?　こんな複雑な術式は見たことがないのじゃ！　このわしが意味すら読み取れんじゃと……！）」

　長い時を生きたレンが狼ろう狽ばいするほどの魔法が発動しようとしているようだ。

　巨大な魔法陣は立体化し、光を更に増していく。

「わん！（ここにいて大丈夫なのか!?　やばくないか!?）」

「にゃー（まぁ、ご主人様が何も言わないってことは、大丈夫なんじゃないですかねー。邪魔だったらどこかへ跳ばされてるでしょうし）」

　主人であるヘカーテをよく知るナフラは、のんきに伸びをしている。

　当のヘカーテは水面に突き刺した杖から手を離し、まるで歌うように呪文を唱える。

　ヘカーテの呪文に呼応するように、光り輝く魔法陣は滝壺一帯を覆い、いよいよその複雑さを増していく。

「……ん、少し足りないかしらぁ？　ロウタくん、ちょっとこちらへ来なさいな」

「わ、わん！（おわっ、ちょっ！　なにすんだ！）」

　ヘカーテが呪文を中断して手招きすると、俺の体がふわりと浮き上がる。

　そのままヘカーテの隣まで運ばれてしまった。

「この魔法陣にちょっと魔法を打ち込んでくれないかしら。予想より魔力量が足りてないのよぉ」

「わんわん！（魔力を散らしに来てるのに増やしてどうする!?　ていうか、ヘカーテはここでいったい何やってんだよ!?）」

「説明する時間はないわねぇ。協力してくれたら、今起きてる問題の全てを丸く納められると言ったらどうするかしらぁ？」

「わん！（マジで!?　協力するする！）」

　どうやってやるかは分からないが、ペットライフを護まもるためならなんでもやっちゃうよ！

「じゃあお願いねぇ。思いきり真上に放ってくれればいいわぁ」

　よっしゃ任せろ。とにかく上に向かってビームを吐けば良いんだな。

　思いの丈を乗せて、いまここにゲロビーム。

「ガオォォォォォォォォォォォォンッ!!（冒険者の皆さん、なんで温泉入ってくれなかったんですか、やだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!）」

　悲しみの咆ほう哮こうは閃せん光こうの柱となり、半球状に立体化した魔法陣の真ん中を貫いた。

　いや、正確には魔法陣にぶつかった光の柱は六つに分かれ、半球状の壁に沿って周囲へ拡散する。

　途端、魔法陣が光を強めた。

　機械時計のように複雑に動いていた魔法陣が動きを速め、光は目が開けていられないほどの強さにまで到達する。

　白い閃光が周囲を照らし、思わず目を閉じる。

　閉じた視界の向こうで、がちゃり、とまるで扉が開くような音がした。

「まずは、ひとつ」

　ヘカーテの小さなつぶやきが隣から聞こえてきて、それが妙に耳に残った。

「終わったわよぉ。お疲れさまロウタくん」

　チカチカするまぶたを薄く開けると、ヘカーテに連れられて水面から陸に上がるところだった。

　先程までまばゆいばかりだった魔法陣は、跡形もなく消えている。

　淡く照らす月の明かりと、滝の落ちる音だけが周囲に満ちていた。

「ＧＡＲＯＲＯ（おお、あれだけ濃かった魔力の残ざん滓しが消えておるのじゃ）」

　ドラゴンモードのレンが、長い首をもたげて感心する。

　俺には感じ取れないが、レンが言うにはそういうことらしい。

「ＧＵＲＯＲＯ（あの魔法陣の力か。しかし、魔力を散らすだけにしては随分と大掛かりな仕掛けだったような気がするのう……。散ったというより、何かに転化されたような……）」

　レンが考え込んでいる。

　俺も魔法陣から何か出て来るのかとビビっていたんだが、特に何も起こらなかったという。

「わふ（なんだったんだ……？）」

　あれだけ派手な演出があって、何も起きずに終わるとは、肩透かしも良いところだ。

　テーマパークでこれやったらブーイング必至ですよ。

　疑問に思う俺の耳を、ヘカーテの指がくすぐる。

「ふふ、今はまだ秘密。いつかきっとロウタくんの役に立つ日が来るわぁ」

「わふっ（俺の……？）」

　いつも余裕の表情を崩さないヘカーテが、玉のような汗を浮かべている。少し呼吸も乱れていて、頰ほおも心なしか赤い。

　あの魔法陣がそれだけ大変なものだったってことか。

「わふっ（んー、まぁ、いいや）」

　どうせ考えても分からないし。

　飼い犬に魔法の知識など不要。下手の考え休むに似たりである。

「わんわん！（とにかく魔力は散らせたってことでいいんだよな？　ありがとうなんだぜヘカーテ！　これでなんとかフォローは出来るかもしれない！）」

　俺たちの姿はまだ見られていないんだ。

　冒険者たちがどれだけ疑っても、現物がなければ証拠にならない。

　調査場所に問題がなければ、それ以外の不審な現象も冒険者たちの幻覚ということで片付けられる可能性はある。

　さあ、急げ。みんな隠れるんだ。

　ナフラは寝るな。レンは早くネズミに戻れ。

　そう言おうと振り返ったところで──ガロたちがこちらへ駆けてきていた。

「ガウ！（王よ！　申し訳ありません！　魔法陣に阻まれて内部へ入ることが叶かなわず！）」

「わん（おお、ガロたちか。なんとか上う手まく行きそうなんだ。冒険者たちは……）」

「ガウ！（もうそこまで来ております！　姿を隠すのであればお早く！）」

「わんわん！（あわわ、みんな隠れろ！　隠れるんだー！）」

「ＧＵＲＯＲＯ……（いや、もう遅いようじゃぞ）」

　レンが鉤かぎ爪づめで指差す方向には、四人の冒険者が俺たちを前に立ちすくんでいた。

「ど、ドラゴン、だと……!?　さっきの突風はこいつか……！」

「なあおい！　そこのバカでかい狼おおかみども、その白いのは屋敷にいたやつじゃないのか!?　なんでここにいるんだ!?　まさか俺たちをずっと監視してたのは……!?」

「先程の巨大な魔法陣は……!?　とても人の業とは思えない……！　か、神よ……！　私にはもう何がなんだか……」

「いや、それより自分は、そのお姉さんが気になるんスが!?」

　冒険者たちは口々に騒ぎ立て、今にも武器を抜きそうなほどに殺気立っている。

　ああ、終わった。今度こそ終わった。

　ドラゴンの姿をしているレンを見られ、そのすぐ傍そばで魔ま狼ろうたちと固まっているところまで見られた。

　そして、ヘカーテはエロ妖しい格好をして、まるで魔物を従える悪い魔女のようだ。

　どこからどう見ても、めちゃくちゃ不審な集団だった。

　ギルドに通報待ったなし。

　泡を吹いて倒れてしまいたい。

「ねえ、あなたたち、ギルドから派遣されてきた人たちよねぇ」

　完全に諦めた俺の頭をひとなでして、ヘカーテが前に出た。

「むっ、そこでとまれ！　怪しき魔女よ！」

　リーダーを務めていた男が大剣を背中から抜いた。

「何もしやしないわぁ。怖がらないでちょうだい」

　ヘカーテは剣を恐れることなく、冒険者たちへ近づいていく。

「と、止まれと言っているだろう！」

「ちょ、待つッス！　団長！」

　剣を振り上げる男を止めたのは槍使いだった。

「あ、やっぱりッス！　近くで見たら間違いないッス！」

「なんだ？　お前の知り合いなのか？」

　レンジャーが訝いぶかしげな視線を槍使いへ向ける。

「いやいや、みんな知ってるはずッスよ！　ほらギルドの本部に飾ってある肖像画！」

「ギルド本部に飾ってある肖像画は、代々のギルド長のはずですが……」

「その初代ッスよこの人！　まだ生きてて、たまにギルド長室に顔を出してるって噂うわさは本当だったんだ！」

　初代ギルド長って、ヘカーテが？

　唐突に新事実が判明した。

　すげえ魔女ですげえ医者で、大金持ちのパパさんも頭が上がらなくて、それで今度は初代ギルド長ときた。

　何者だよヘカーテ。

　ギルドがいつからあるのか知らないが、歴史のある組織なのは感じ取れる。

　ていうかヘカーテって、本当に何歳なんだろう。

「………………」

　はっ。寒気がする!?

　気がつけば、ヘカーテが目を細めてこっちを見ていた。

　怖えよ！　無言の笑みで殺気放射するのやめて！

　年齡詮索よくない。ロウタ覚えた。

「……すまないが、貴方あなたの名前を聞かせてもらえないだろうか」

　大剣を納めた団長が、ヘカーテに名を尋ねる。

「ヘカーテ・ルルアルスよ。いまだに存命していて申し訳ないわぁ」

　槍使いが自分の失言に気づいて慌てて口を押さえた。

「名前も容姿も、肖像画のとおり、いや美しさはそれ以上か……。貴方のご勇名は長い時を経てなお、弱卒の我らにも広く轟とどろいております。ご無礼をお許し下さい」

　騎士の振る舞いをもって、リーダーの男が謝罪した。

「しかし、あんたが初代ギルド長様だったとして、ここでいったい何をやってたんだい？」

　レンジャーが訝いぶかしげな視線を向ける。

　権威には屈しないといった目だ。

「ごめんなさいねぇ。ちょっとした魔法実験をしていたのよ。でも、もう大丈夫。後始末は済んだわ。ほら、計測器に魔力の反応はなくなっているでしょう？」

「はっ、そんな馬鹿なことがあるわけ……。……噓うそだろ。魔力反応が綺き麗れいサッパリ消えちまってる」

　計器を取り出したレンジャーが絶句する。

「実験内容などは聞いても、我々には理解できないでしょうから、問いつめる意味がないですな。……では、そこの魔物たちは？」

「あの子たちはみんな私のお友達よぉ」

「使い魔、ということですか……。しかしまさかドラゴンまで使い魔にするとは……。いや、貴方ならそれも可能なのでしょうな」

　ヘカーテはニコニコと笑って肯定も否定もしない。

　相手に勘違いさせるところはさせたままとか、策士だ。

「ＧＵＲＯ……（誰が使い魔じゃ……）」

「わん（しっ、良いところなんだから邪魔しない！　ステイ！　ステーイ！）」

「ＧＡＲＯ……（分かっとるわい。わしをなんじゃと思っとるのじゃおぬしは……）」

　レンが小さくうなるだけで、冒険者たちが震え上がるのを感じる。

　ゼノビアちゃんだってガクブルするぐらいだもんな。そりゃこうなるわ。

「じゃ、じゃあ、森のなかでの監視も貴方が？」

　僧侶が恐る恐ると言った様子で尋ねてくる。

「監視？　ああ、ごめんなさい。あの子たちが何か粗相をしてしまったのねぇ。代わって私が謝罪するわぁ。ああ、この件はもちろん洗いざらいギルド本部へ報告してくれて結構よぉ。事情聴取が必要なら召喚にも応じるわぁ」

　冒険者たちの質問に、ヘカーテは先回りして粗あらを潰していく。

「む、そうですか……。では、あと一つ、貴方がこの森にいることは、土地の持ち主であるファルクス辺境伯は……」

「もちろん知ってるわぁ。どうやら連絡が行き違ってしまっていたようねぇ」

「そう、ですか。……ならば、何も問題はありませんな」

　当人的には遠路はるばる来てこの結果だから、問題ありまくりだと思うんだが、それを口にしない程度には、冒険者たちもプロのようだ。

　ギルドの創設者が問題ないと言っているのだから、その追及は上司の役目。そしてヘカーテは召喚に応じると言っている。

　この場で冒険者たちにできることはもう何もない。

　ヘカーテは俺に約束したとおり、全て丸く納めてしまった。

「あなたたちには悪いことをしたわねぇ。帰りは楽をしてちょうだい。しっかり仕事を果たしたことは、現ギルド長に伝えておくわぁ」

　ヘカーテが杖つえを軽く振ると、冒険者たちの足元が白く光る。

　俺たちも良く見ている転移魔法の現象だ。

「あ、あの!?　これは──」

　冒険者たちには馴な染じみがないのか、全員が驚きよう愕がくに目を見開いて、その姿が搔かき消きえた。

「わん（ううむ、高速の厄介払いを見た。あいつらどこへ送ったんだ？）」

「王都正門前よぉ。ギルド本部内にいきなり転移させたら騒ぎになっちゃうから」

　いや、多分、跳ばされた当人たちは大騒ぎだと思うぞ。

　あと多分、目撃した門番とかそのあたりの人も。

「わん（ていうか、あれ？　もしかしてこれで事件解決した？）」

「にゃー（そうみたいですねー。なんだか、あっけない終わりでしたけど）」

「ＧＡＲＯＲＯ（ふむ。もしかして、最初から魔女殿を頼っておけば、済んだ話なのではなかろうか？）」

　言うなよ。俺もいま後悔してるんだから。

　他力本願が生まれ変わった俺の新ポリシーだったのに、無駄に働いてしまった。

　ニート駄犬にあるまじき行為。やはり働くとろくなことがない。

「あらぁ、それは困るわねぇ」

「わん？（困るって何が？）」

「せっかく作ってくれた温泉がなかったことになるのは困るわぁ」

「わん（え？　もしかして、入る気なの？）」

　ていうかなんで知ってるんだろうと思ったが、ナフラの目と耳はヘカーテにつながってるんだっけ。

「入るわよぅ。当たり前でしょう？　このために頑張ったようなものよぉ」

　そう言えばヘカーテは、お風呂大好きっ子だったな。正確には風呂で飲むお酒が大好きなわけだが。

　ああ、見える。

　またパパさん秘蔵のお酒が持っていかれるのが見える。

「あと、この子もそろそろ洗っておきたいし」

　見下ろした先には、のんきに毛づくろいをしているナフラがいた。

　視線が集まったことで、ビクッとして顔を上げる。

「にゃー（あ、あのあの、ご主人様。なんだかナフラ、とっても嫌な予感がするんですが……）」

「語尾にはニャを付けなさいと言っているでしょう。これはお仕置きねぇ。いつもよりしっかり洗ってあげるわぁ」

「ぎにゃー！（お、お仕置きはいやあああああああ！　お風呂もいやああああああああああ!!）」

　逃げようとしたナフラの首根っこを捕まえて、ヘカーテは空間魔法を発動させる。

　温泉へ直接跳ぶようだ。

「さぁ、お風呂よぉ。たくさん汗かいちゃったから、きっとお酒が美お味いしいわぁ」

「ぎにゃああああ！（お風呂いやああ！　お風呂いやあああああ！）」

「ＧＡＲＯ（なるほど、あれは湯ゆ浴あみ場じゃったのか。……ならば今こそ我が秘策の出番じゃのう）」

「わん（なに悪い顔してるんだよ。早くネズミに戻れよ）」

「ＧＡＲＯ！（戻るってなんじゃ！　こっちが本当の姿なのじゃ！）」

　ぎゃんぎゃんといつものようにやり合っていると、空間魔法の発動で視界が真っ白に染まる。

　なんだか全体的に空回りしただけの気がするが、今回の騒ぎはこれにて一応の決着が付いたようだ。

　めでたしめでたしで良いだろう。

　……良いよね？
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「わふぅぅぅぅぅ……（[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ぁぁぁ……）」

　おおう。我ながら、すっげえおっさん臭い声が出た。

「わふぅぅ（いや、しかし、これは、たまりませんなぁぁぁ……）」

　育ちに育った我が身を湯に沈めると、並べた岩で作ったふちからお湯が溢あふれ出した。

　モッフモフの毛が湯に広がり、その隙間からお湯が染み込んでくる感触がたまらなく心地いい。

　見上げた空にはオムレツのようなふっくらとした半月。湯気は白く立ち込めて、月光で水面はきらめいている。

　いやあ、月夜の温泉は風流ですなぁ。

　お嬢様がいるときははしゃいで湯船に飛び込みもするが、今日は大人だけの晩ばん餐さん会かいだ。

　まったりと温泉を楽しむんだぜ。

　冒険者たちも、この湯に浸からずして帰るなんて、もったいないことをしたもんだ。

　ガロたちも一緒に浸かろうと誘ったのだが、連日の冒険者たちの警護で、森の防備が疎おろそかになっていないか心配だと言って断られてしまった。

　あいつらも疲れているだろうに、それを感じさせないほど颯さつ爽そうと夜の森へと走り去っていった。

　うーむ、魔ま狼ろう族は働き者だ。間違いなく魔狼族の面汚しだな、俺が！

　一向に構わんけど！　王様も誰か変わってくんないかな！

　ガロたちと一緒に入れなかったのは残念だが、温泉がなくなるわけじゃない。また誘うことにしよう。

　ふふふ、この心地よさ、一度知ってしまってはもうやみつき。もはや逃げられんぞ。

「いいお湯ねぇ……」

　本来ここに浸るはずだった冒険者たちを、有無を言わせず街まで転送した張本人が、ほうと息をついた。

　俺の隣で温泉に浸かるヘカーテだ。

　凝り固まった体をほぐすように、ぐーっと腕と背すじを伸ばす。

　一糸まとわぬその姿は、相変わらずのたわわ、いやたわわわわわわわボディだ。

「ふにゃああ……（お風呂はもういやですぅぅぅぅぅぅぅ……）」

　これでもかと洗濯されたナフラが、ヘカーテの胸の上でぐったりとしていた。

　風呂嫌いのナフラには、この温泉の良さが分からないらしい。嘆かわしいことだ。

　いや、それよりも、俺は凄すごいことに気づいてしまった。

「わぉん（おぉぉ……。浮いておる。浮いておりますよ……！）」

　二つの浮島が、ナフラの体重によって浮いたり沈んだりしている。

　おっぱいチャレンジ余裕すぎる。おっぱいってすげえ。

「わん……（これでビールの一杯でもあれば最高なんだがなぁ……）」

　風呂上がりに飲む酒も最高だが、熱い湯に浸かりながら飲む酒もこれまた良いのだ。

　冬なら日本酒だが、初夏の今はやっぱビールだな。

「あらぁ、あるわよぉ？」

「わんっ（えっ、マジで!?）」

　ヘカーテが人差し指を立てて、小さく円を描くように振る。

　すると、頭上の空間に穴が空き、陶器製のビンとカップが落ちてきた。

「下面ラ発ガ酵酒ーと違って、毬花ホツプの入っていない、上面エ発ー酵酒ルだけどねぇ」

　そう言うと、ヘカーテはなみなみとカップに琥こ珀はく色いろをそそいだ。

　きめ細やかな白い泡が盛り上がり、カップの側面には水滴が瞬く間に浮かんで滴った。

「わふ……わふ……！（はわわわ、キンッキンに冷えてやがる……！）」

「うふふ」

　ヘカーテは生唾を飲み込む俺の前で、いたずらっぽく微笑ほほえみ、泡がこぼれんばかりのカップに口をつけた。

「ごくっごくっ」

　細いのどが艶なまめかしく動き、いい音を立ててカップの中身を一気に飲み干す。

「ふぅ……美味し……」

　ぺろりと唇についた泡を舐なめ取り、ヘカーテは息をついた。

　その艶あで姿すがた、もう辛抱たまらん！

「わんわん！（わいにも一杯！　一杯ください！）」

　缶ビールのＣＭなんて目じゃないぜ。これ以上ないってレベルで購買意欲をそそりやがる。テレビで流してたら箱で買っちゃう勢いだわ。

　ていうか、そのビールもどうせうちのお屋敷から拝借したもんだろ！　ファルクス家の一員たる俺にも飲む権利はあるはずだ！

　くれ！　酒くれ！

「ふふふ、アレがまたやりたいのかしらぁ？」

　ヘカーテは片手を湯から出し、指先に向かって酒を垂らそうとする。

「わんわん！（ここでやったらお湯が汚れちゃうでしょ！　あとタオルをお湯に浸つけるのも厳禁だからね！　めっ！）」

　全身タオルみたいな体のやつが何を言うておるのじゃ……。というツッコミが入らない。

「わふ？（あれ？　そういやレンのやつはどこ行った？）」

　いつもなら頭上から鋭いツッコミが入るはずなのだが。

　頭の上にもたてがみの中にもいない。

　四六時中俺の体から降りようとしないあいつがいないとは珍しい。

「わん（んー、まぁいっか。それよりおビール様！　おビール様をおくれ！）」

　ヘカーテがそそいだカップに顔を突っ込んで、ガッフガッフとエールを飲む。

「わふぅぅ（お、おっほぉぉぉぉぉぉぉ……！）」

　苦味は少なく、フルーティな甘みと炭酸がのどを駆け抜けていく。

　前世で飲んだビールとは味わいが違う。

　炭酸はそれほど強くないが、果実を絞ったような芳ほう醇じゆんな香り。後味は焼きたてのパンのように香ばしく、空腹すら満たす濃厚さだ。

　これは喉ごしを楽しむものじゃなくて、舌の上でしっかりと味わうタイプのものなんだな。

「わんわん（まぁ、そんなの関係ないんですがね！）」

　ガブガブ飲んじゃうよ！　飲み方なんて人それぞれじゃい！

「あら、良い飲みっぷりねぇ。おつまみもどうぞ」

「ガッフガッフ（うまっ、うまっ、ハムを載せただけのパンが、なんでこんなにも酒に合うのか！）」

　美お味いしいよう。美味しいよう。

　ヘカーテの手から直接おつまみとエールをもらいながら、温泉を堪能する。

　酒が美味い、温泉が気持ちいい……！

　そう、これこそが、俺たちが作った地上の楽園……！

「くはは、ぬし様よ。酌が必要ならわしを呼ばぬか」

　おや、レンが今頃来たらしい。

「わん（お前の体でどうやってお酌するんだよ……）」

　ネズミでもドラゴンでも無理だろうに。

　重くて落とすか、力を入れすぎて砕くか。どっちにしても瓶を割る姿しか想像できない。

　って、あれ、今こいつ普通に喋しやべってなかったか……？

　怪け訝げんに思いながら振り返ったそこには、全裸の少女がいた。

「わふ……？（おまえ、まさか、レンか……!?）」

「いかにも」

　と不敵にうなずく。自らの姿に恥じるところなし、と言った様子で仁王立ちしていたレンは、ひょいと温泉に身を沈めて、そのまま俺の体にしなだれかかった。

「わしは気づいたのよ。ぬしが人間の小娘にしか発情せんのなら、いっそ人間の姿になってしまえばいいとな」

　くふふ、と妖艶にうなずくレンは確かに美しかった。

　肩で切りそろえた蒼あお々あおとした黒髪、強気なつり目は炎のように赤く、肌は雪のように白い。

　よく見れば側頭部に小さく角らしきものが生えている。爪もなんだか鋭いし、尻のあたりにも鱗うろこの生えた小さな尻尾が揺れているのが見えた。

　ディティールはあちこちおかしいが、たしかに可愛かわいい女の子に化けるのは成功している。

「苦労したぞ。人間の姿はあまり見分けがつかんからのう。この姿を習得するまでにはずいぶんと時間がかかってしまったのじゃ」
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　レンは流し目を送りながら、細い指先で俺の顎をなでてくる。

「どうじゃ、この姿は？　今すぐ交尾したくなるじゃろう？　子孫繁栄したくなるじゃろう？」

「わう？（いや、全然？）」

「はあ!?」

　即答した俺に、レンが目をむいた。

「な、なぜじゃ……!?　ぬし様は人族の雌に欲情する変態じゃろう!?　この姿を見てなぜ興奮せん!?」

「わんわん！（誰が変態だ！　失礼な！　つーか、いくらなんでも若すぎるだろ！　俺はペドじゃねえぞ！）」

　そう、たしかにレンの姿は可愛らしいが、どう見ても五～六歳の幼女だったのだ。

　つるーんの、ぺたーんだ。

　幼女っていうか、もはや幼児だ。スモック着せたい。

「な、なにい!?　ぬしは屋敷の若い雌にデレデレしておったではないか。若ければ若いほど良いのじゃろう!?」

「わん（大いなる誤解が生まれているようだな……）」

　何も分かっていない喪女に、お湯の中から高らかに吠ほえてやる。

「わんわん！（そもそも、このロウタ、飼い主に断りなく勝手に子供をこさえるような無責任なペットではないのだ！）」

　去勢手術とか嫌だし！　怖いし！

「わうわう！（世のしがらみや責任の一切を負わず、モフられ養われ、堕落しながら生きていく。それこそが我が誇りよ！）」

　カッと目を見開き、レンに現実を叩たたきつけてやる。

「そ、そんなぁ……。わしの秘策がぁ……」

　滂ぼう沱だと涙を流しながら、レンはぶくぶくと沈んでいく。

「そこまで堂々と言えたら、逆に立派ねぇ……」

　俺たちのやり取りを見ていたヘカーテが、呆あきれながらビールを飲む。

「う、うう……。わしは何のためにこんな苦労を……。一度術式を設定してしまった以上、人間の姿を新たに想起するには、この姿を忘れねばならんのじゃぞ……。いったいどれほどの時がかかるか……」

「わん！　わん！（ドン☆マイ！　ビール飲むか？）」

「やかましいわ！」

　レンはがーっと牙をむいて飛びかかってきた。

「駄目な夫を糺ただすのも妻の役目よ！　元々変態なのじゃ、ならば更なる深みへ堕おちていけい！　既成事実で責任を取らせてくれるわ!!」

「わ、わんわん！（え、ちょ、ま、いやああああああああああああああああ!!　け、汚されるうううううううううう!!）」

「あらあら、まぁまぁ」

　襲いかかるレンと激しく抵抗する俺を、ヘカーテは口に手を当てて観戦する。

「わん！（ちょい！　見てないで助けてくれ！）」

「いやよう。惚ほれた腫れたには関わらないことにしているのぉ」

「わんわん！（じゃあナフラ！　ナフラちゃん！　お前でもいい！　助けて！）」

　ヘカーテの胸の上で、ぐったりと虚うつろな目をしているナフラに助けを求める。

「にゃー（私がご主人様にもみくちゃにされていたとき、ロウタさんは助けてくれましたか？　笑って見ていましたね？　……つまり、そういうことです）」

「くはは！　ぬしに味方はおらんということよ！　覚悟せい!!」

「わ、わおおおおおおおおおん!!（い、いやじゃああああああああああああああああっ!!生後二ヶ月で父親になってたまるかああああああああああああああ!!）」

　風流だった月夜の温泉は、結局いつもの馬鹿騒ぎになってしまったのだった。

　あと、ちゃんと貞操は死守した。
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「にゃー（いやはや、災難でしたねぇ、ロウタさん）」

「わふ……（お前……ホント覚えとけよ……）」

「にゃーん（えー、アレはロウタさんの自業自得ですよー。レン様があんなに熱烈な求愛行動を取ってるのに、冷たい態度ばかり取ってればそうなりますって）」

　俺はお湯を噴き出す巨岩の上に寝そべって、のぼせた体を冷ます。

　あちこち嚙かまれてヒリヒリする体に、ひんやりとした岩の感触が気持ちいいぜ。

「わん……（俺の正直な気持ちを語っただけなのに、理不尽だ……）」

「にゃふにゃふ（時には優しい噓うそも必要なんですよー。良いじゃないですか、たくさん子供こさえれば。レン様はきっといいお母さんになりますよー）」

「わんわん！（だから俺はケモナーでもドララーペドフィリアでもないつってんだろ！　まぁ、人間に化けてきたのはびっくりしたけどな……）」

　喪女の執念恐るべし。

　あんな幼女ではなく、もう十年経たった姿だったら誘惑されてたかもしれない。

　しかし子作りしようにも、どっちにしたって種族が違うし、どうなのその辺。

　魔物って異種交配余裕だったりするんだろうか。

　まぁ、未み来らい永えい劫ごうペットとして生きる俺には、関係ない話なんだが。

　もふもふした可愛い子犬が増えたら、お嬢様の寵ちよう愛あいを取られてしまうではないか。お嬢様に可愛がられる対象は俺だけでいいんだ。

「わふぅ……（あーあ、なんか、色々あってどっと疲れたぜ……）」

　前足にあごを乗せてへたりこむ。

　疲れを癒やしに入った温泉で、なぜこんなに疲れねばならんのか。

　働かずにペット生活を送るためには働かなければならない。

　なんという矛盾か。

　しかし、それもヘカーテのおかげで片がついた。俺の快適なペットライフは守られたのだ。

　結局あのデカい魔法陣とか、ヘカーテが何やってたのか分からずじまいだったなぁ。

「にゃー（はいはい、お疲れのロウタさんには猫式マッサージをプレゼントです。お加減はいかがですかー？）」

　ナフラは疲れて横たわった俺の上に乗って、前足を交互に動かしてマッサージしてくる。

「わふぅ（あああー……ひかえめに言って最高ですぅ……）」

「にゃー（もみもみー、もみもみー）」

　やわやわと刺激してくる肉球の感触がたまらない。

　あー、癒やされるんじゃー。

　マッサージを堪能する俺の岩下では、すっかり拗すねてしまったレンと、その隣に座ったヘカーテが、酒を酌み交わしながらなにかを話している。

「くはぁっ！　効くのう！」

　どうでもいいが、幼女が一気に酒を呷あおって息を吐く姿は、非常に犯罪的だ。中身は千年超えの喪女だから問題ないけど。

　ショタコンでケモナーで見た目ペドの千年喪女……。可哀かわい想そうに……。

　うっ、なんか泣けてきた。

「魔女殿よ……おぬしが……何を企たくらんでおるのかは知らんが……わしの亭主に……」

「心外だわぁ……きっと貴方あなたは……私にいつか……」

　滝がお湯を打つ音でよく聞こえない。亭主とか聞こえたけど聞こえない。聞こえないったら聞こえない。

　どうせ話のほとんどは俺の愚痴でも語っているんだろう。

　ヘタレとか。変態とか。ペロリストとか。

　ぐすん。

　いいんだ。お嬢様に慰めてもらうから。ほっぺたむにむにしてもらうから。

「にゃー（ロウタさんは根っこのところからもう駄目な感じで、面白いですねー）」

「わんわん（はっはっは、俺は世界一の駄犬を目指してるからな！）」

　お嬢様はモフモフできて嬉うれしい。俺はモフモフされて嬉しい。

　どちらもが幸せになれる優しい関係。それがペットとご主人様だ。

　ペットは可愛かわいがられることが仕事。むしろ働くペットはペットにあらず。

　誇りを持ってペットライフに臨むこの俺こそ、ペットの鑑かがみではないだろうか。

「わんわん！（そうは思わんかね、ナフラくん！）」

「にゃーん（なにがそうなのか分からないですけど、ロウタさんがダメダメなことはよく分かりましたー）」

「わんわん！（そうだろうそうだろう、もっと褒めても良いんだぞ？）」

「にゃーん（あははー、ロウタさん、めーでーたーいー）」

　はっはっはと高笑いする俺たちの鳴き声が、月夜に響き渡った。
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「ちゅー（なぜじゃあ……ヒック……、なぜぬし様はぁ……ヒック……つがいになってくれんのじゃあ……ヒック……）」

　酔っ払ってのぼせたレンを背中に乗せて、俺は屋敷の中庭に降り立った。

　レンを説得してネズミの姿に戻ってもらうのには、大変な苦労を要した。

「わんわん（俺たち、ズッ友だよな！）」

「ちゅーちゅー！（いやじゃあ！　繁殖するんじゃあ！　ぬし様はどうしようもない変態なんじゃから、性癖の一つや二つ新しく生やしたら良いのじゃあ！）」

「わんわん（誰がどうしようもない変態だ！　ちょっと守備範囲が広いだけのナイスガイですよ！）」

「ちゅー！（だったらわしなぞ余裕で守備範囲内じゃろうが！　種族は違えど同じ魔物じゃぞ！）」

「わんわん！（だから俺はケモナーじゃないって言ってるでしょ!?）」

「ちゅちゅーっ!!（人間のほうがより遠いじゃろうがああああああああっ!?　この常軌を逸した大変態がああああああああっ!!）」

　そこまで吠えて、レンはうっと口を押さえておとなしくなる。

「ちゅー……（うう、ぬし様よ、もそっと静かに歩くのじゃ……。あれこれ出てしまう……。……はっ、もしやこれはつわり……!?）」

「わん（うーん、この喪女、千年先も喪女の気配がプンプンするぜ……）」

　やれやれとため息をついて、後ろを振り返る。

「それじゃあね、ロウタくん。今夜は楽しかったわぁ」

　空間魔法でここまで運んでくれたヘカーテが、つばの広い魔女帽子とロングスカートをつまんでお辞儀をした。

「わん（おう、またなー）」

「にゃー（猫式マッサージは、いつでも出張サービスを承っておりますよー）」

　ヘカーテの肩に飛び乗ったナフラが、ゆらゆらと怪しげに手招く。

「わん（お代は？）」

「にゃー（時価です！）」

「わん！（怖こええっ！）」

　いくら要求されるの!?

　ヘカーテの足元が白く輝き、二人の姿は透けるように消えていった。

「わん（さー、帰ろ。帰って寝よ。お嬢様が待ってるぜ）」

「ちゅー……（なんじゃい、あんな小娘……。わしのほうがいい女じゃもん……）」

　人化したらお前のほうがよっぽど小娘だけどな。

　いや、精神的にもお嬢様のほうがよっぽど大人のような……。

　この喪女、千年間なにやって生きてきたんだ。

　頭上でまだクダを巻いているレンは放ほうっておいて、調理場の裏口から屋敷へ戻る。

　途中でレシピの散らばった机に突っ伏して眠るおっさんを発見。いつものようにリネンルームから毛布を取ってきてかけてやる。

「んあ……？」

　あ、やべ、起こしちゃった。

「んー……？　なんだロウタか。どうしたこんな時間に、また盗み食いか？」

　俺にニヤリと笑いかけて、おっさんは体を大きく伸ばす。

　肩にかけた毛布がぱさりと落ちた。

「ああ、これはいつもお前がかけてくれてたのか……。賢いやつだなぁ」

　ありがとうよと、たくましい手が俺の頭をわっしわっしとなでてくる。

「わんわん！（ええんやで！　おっさんも仕事熱心なのは良いけど、ちゃんとベッドで寝たほうが良いと思うぜ！）」

　尻尾をブンブン振っておっさんに答える。

「分かった分かった。ちゃんと部屋で休むよ。お前も夜遊びは程々にして、お嬢様のところへ戻ってやりな」

　俺の意志が伝わったのか、おっさんは鉱石灯ランタンの明かりを絞って、部屋を出て行く。

　俺は途中でおっさんと別れ、二階へ登ってメアリお嬢様の部屋へ向かった。

　二本足で立ち上がって、前足を使ってドアノブを回す。

　寝室はとても静かで、お嬢様の小さな寝息しか聞こえない。

　お嬢様を起こさないよう気をつけながら、そっと布団に潜り込み、お嬢様の隣に顔を出した。

　あ、いかん。ベッドがミシミシ言う。

「うぅん……ロウタぁ……」

　当たり前のようにお嬢様は抱きついてきて、そのまますやすやとまた眠りに落ちてしまった。

　うむ、この寝顔を見ないと一日が終わった気がしないぜ。

「くぅん（それにしても本当に長い一日だったぜ……）」

　俺は頭をぐりぐりやって、枕の形を整える。

「ちゅー……（ぬし様ぁ……わしは絶対あきらめんからなぁ……）」

「わんわん（はいはい）」

　そのガッツは認める。

　認めるだけで、受け入れはせんけどな！

　さぁ、明日からはまたいつもどおりの怠惰なペット生活が戻ってくる。

　食っちゃ寝するだけの毎日って素晴らしい。今日はいい夢見れそうだ。

　おやすみー。
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　それから数日後のことだ。

　ファルクス家には、今日も今日とて平和な時間が流れている。

　俺はいつものように、美お味いしいものを食べては好きなだけ寝る毎日だ。

　お嬢様に可愛がってもらったり、トアちゃんの洗濯物干しを手伝ったり、ゼノビアちゃんの試し切りから逃げ回ったり。……最後はぜんぜん平和じゃなかったわ。

　まぁ、そんなこんなで冒険者たちを追い返して以降、問題らしい問題は起きていない。

　今も庭にしつらえたテーブルのところで、のんびりとお昼寝だ。

　ティーセットを傍らに、お嬢様が本のページをめくる、穏やかな音だけが聞こえる癒やしのひととき。

　そこへ、ヘカーテが訪ねてきた。

「お邪魔するわねぇ」

　勝手知ったる我が家のように振る舞う魔女に、ミランダさんが慌ててお茶の用意をする。

「わぁ！　ヘカーテ先生！」

　喜んだのはお嬢様だ。椅子から立ち上がって、無邪気にヘカーテの腕に飛びつく。

「くわぁふ（最近よく来るなぁ）」

　あくびをして耳の後ろを足で搔かきながら、ヘカーテを見やった。

「あらぁ、お邪魔だったかしらぁ？」

　いや、全然。ただお前が来るたびに、パパさんのお酒コレクションが減っていくのが不ふ憫びんで不憫で……。まぁ、俺もご相伴にあずかってるんですけど！

「先生が来てくれてとても嬉うれしいです！　前はあまり来てくださらなかったから……」

　前って言うと、お嬢様の病気がまだ治ってなかった頃だな。

　一年に一回、一ヶ月もの間高熱に浮かされるっていう凄く苦しい奇病だ。

　苦しそうにあえぐお嬢様を見るのはつらかった。が、その心配はもうない。

　俺たちが薬草を取ってきて、ヘカーテが調合した霊薬のおかげでもう完治済みである。

「メアリちゃんは良い子ねぇ。今日はそんな良い子にプレゼントを持ってきたの」

「えっ、本当ですか!?」

　お嬢様が手を合わせて、期待に目を輝かせる。

「どちらかと言うと、ロウタくんへのプレゼントになるのかしらねぇ」

　そう言ってヘカーテが空間魔法で取り出したのは、落ち着いた色合いの箱だった。

　クッキーでも入ってそうな薄めの木箱だが、何が入っているんだろう？

　横から覗のぞき込む俺の前で、お嬢様が箱を開ける。

「！　わぁぁぁ、綺き麗れい……！」

　目を輝かせて箱から取り上げたのは、綺き羅らびやかなベルトだった。

　朱塗りの革をベースに、細かい意匠の銀細工がいくつもはめ込まれている。中央には美しい宝石まで飾られていた。

「わふ……？（これって……？）」

「ロウタの首輪ですか!?」

　ヘカーテは笑みを浮かべてうなずく。

　そう言えば、首輪がないままだった。王都で買った首輪は、大声で吠えたときに取れちゃったからな。

　トアちゃんとの信頼関係は回復したが、日々でかくなっていくこの体に、他の使用人たちはまだまだ怯おびえているような気がしてしょうがない。

　イメージアップのためにも、再度首輪を手に入れなければとは思っていたところだった。

　そうか、ヘカーテはペットショップのやり取りを覚えててくれたのか。しかもこんな手の込んだ首輪まで用意してくれるなんて。

　これは受け取らんわけには行くまいよ。

「ありがとうございます、ヘカーテ先生！」

　お礼を言って、お嬢様がさっそく俺の首にはめようとしてくれる。

　それを俺のたてがみから飛び出た小さな影が遮った。

「ちゅちゅー!!（待つのじゃ、ぬし様よ!!　付けてはならぬ!!）」

「わふ？（はい？）」

　俺の頭に飛び出たレンが、フシャーっと毛を逆立てて威嚇する。

「ちゅー！（その首輪、ただの首輪ではない！　術式が複雑すぎて読み切れんが、装飾に高度な魔法が刻まれておる！　その首輪は何らかの呪具じゃ！）」

　呪具という言葉で思い出すのは、ドリ子様宅で洗脳されていた魔物たちだ。

　レンはこの首輪にも同じようなものが仕込まれていると疑っているらしい。

「ちゅー！（あの滝の魔法陣といい、この魔女の行動はあまりにも怪しいのじゃ。きっと良からぬことを企んでおるに違いない！）」

「ふふ、そうよねぇ。疑わしいわよねぇ」

　にやりと悪い笑顔を浮かべるヘカーテ。

「どうかしらぁ、ロウタくん？　魔女からの贈り物なんて受け取れないかし──」

「わんわん！（付ける付ける！　超つける！　お嬢様、はよ！　はよはよ！）」

　尻尾をぶんぶん振ってお嬢様に催促する。

「わわ、じっとしてないと付けられないですよぅ」

「ちゅー……！（ぬし様、わしの忠告を──）」

　はいはい、今は静かにな。

　むぎゅうと鳴くレンを毛皮に押し込む。

　そんな俺を見てヘカーテは不機嫌な顔をしていた。

「……疑わしいと思わないのかしらぁ？」

「わふっ（思わないな）」

　ヘカーテが信用できるやつだなんてことは、ずっと前から分かってる。

　お嬢様の病気が良くなるまでの間、ヘカーテがあまり屋敷に来なかったのは、たぶんヘカーテもずっと薬草を探してたんじゃないだろうか。

　薬品として流通するどころか、まず薬草の生息地である竜の巣を見つけることが困難なのだ。そんなものがタイミング良く見つかるなんてことはありえない。

　ヘカーテ自身が前から探していないと、俺に教えることなんて出来なかったはずだ。

　今回の森でのことだってそうだ。魔力汚染を解消して、冒険者の疑いを晴らしてくれたのはヘカーテだ。

　妖しげな雰囲気をまとって、謎めいた発言もするけど、いつだってヘカーテは俺たちのことを考えて動いてくれていた。

　そんなヘカーテを疑うはずがない。

「…………」

　この首輪にどんな魔法が込められてようと、俺たちの害となるものではない。そう確信できる。

　あとさ。友達からプレゼントもらうのって、前世を含めても初めてだわ。めちゃくちゃ嬉しいわ。

「わん！（ありがとな、ヘカーテ。めっちゃ大事にするぜ！）」

「……もう、からかい甲が斐いがないわねぇ」

　ヘカーテはつまらなそうにため息をつく。

「にゃふー（そんなこと言いながら、耳の先が真っ赤になってますよヘカーテ様。ロウタさんに信じて喜んでもらえて嬉しいって素直に言えばいいのに──みぎゃふ!?）」

「おだまりなさい……！」

　余計なことを言ったナフラが、踏まれてぺったんこにされた。

　いつもどおりの主従を生暖かい目で見守っているうちに、首輪の装着が完了する。

「はい、できましたよロウタ」

「わんわん！（うひょー！　どう？　どう？　似合ってる？）」

「とっても素敵ですよ、ロウタ！」

　俺の首元で首輪がキラリと光る。

　柔らかく鞣なめした首輪は付けても全然苦しくない。ヘカーテが時間をかけて丁寧に作ってくれたのが分かる。

　めっちゃ嬉しい。テンションが上がる。

「わんわん！（よーっし！　何もお返しはできないけど、せめて散歩にでも連れて行ってやるぜ！）」

「あらぁ、首輪に紐ひもでも付けたら良いのかしらぁ？」

「わふ！（ふはは！　そんなものは無用！　とりゃー！）」

　ヘカーテの後ろへ回って体を押し付け、膝カックンで背中に座らせる。

「ちょ、ちょっと、ロウタくん!?」

　慌てるヘカーテを乗せて、俺はダッシュで庭を駆け出した。

「わんわん！（へいへい、お嬢さん！　このまま湖にでも遊びに行きますかい？）」

「ロウタくんったら……。でも良いわねぇ。デートのお誘いお受けするわぁ」

　ふちの広い魔女帽を押さえて、ヘカーテが艶あでやかに微笑む。

「わふっ!?（え!?　で、デート!?　いやそんな大それたことを考えたわけではなくてですねボクは単純にお礼としてですね……）」

「にゃーん（そこでヘタれるあたり、ロウタさんはロウタさんですねー）」

「ちゅー！（なんじゃい。心配したわしが悪者のようではないか。それから、浮気は許さんのじゃっ！）」

「きゃんっ!?（痛えっ!?）」

　頭に嚙かみつかれて、俺はロデオのように背中を揺らして加速する。

「きゃあ!?　も、もう！」

　ヘカーテは驚きながらも楽しそうだ。俺の首に抱きついて、無邪気な笑い声を上げる。こんな子供のように笑う姿は初めて見た。

　いつもの妖艶な笑みより、俺はこっちのほうが好きだな。

「先生ずるいです！　わたしも一緒に行きたいです！」

　おっとしまった。お嬢様を置いてきてしまった。

「ご心配なさらず。そうおっしゃると思いまして」

　ミランダさんが粛々とお嬢様の手を取る。

「お二方、準備はできておりますぞ、お乗りください！」

　馭ぎよ者しや席に座るゼノビアちゃんが、馬車を横手にぴったりと乗り付けた。

「さぁ、みんなでお出かけです！」

　乗り込んだお嬢様が前方を走る俺を指差し、馬たちはいななきながら駆け出した。

　騒がしくも楽しい平和な日常が、今日も始まる。








あとがき






　おはこんばんにちわん。犬いぬ魔ま人じんです。

　こうして二巻でまたお会い出来たことを大変嬉しく思います。

　やったよー！　二巻出せたよー！　みんなが購読してくれたおかげだよー！　本当にありがとうございます!!　このまま順調に続刊していけるよう、頑張って書いていきますので、これからもよろしくお願いいたします!!




　ところで、このあとがきを書いてるのが一月なのですが、関西でも気温がマイナスになる日が多くて、毎日ガタガタ震えております。お外寒すぎて出たくない。デタクナイヨウ。

　いやもう、去年から今年にかけての冬はゴッサムすぎましたね。水道管が凍らないかヒヤヒヤしてました。あなたがこの本を手に取っている頃には、暖かくなってるといいなぁ。

　油断して風か邪ぜを引かないように注意するんやで！　わいはばっちり引いた！　ゲホホ！




　それから、なんと大ニュースがあります！

　ワンワン物語、コミック版が連載開始です！

　ＷＥＢコミックサイトのコミックウォーカーさんで毎月更新＆無料で読めますので、是非ごらんになってくださいませ。

　濃こい口くちｋｉｋｉ先生による、小説とはまた違ったロウタやお嬢様たちの楽しい姿が見られますぞ。

　あと原作以上に飯テロなので覚悟するように。漫画原稿チェック中にヨダレが出まくりでした。

　仔こ牛うし肉のソテー……。ニジマスのポワレ……。猪いのしし肉の濃厚チーズがけ……。じゅるり……。




　さてページも残り少ないので、一息になってしまいますが最後に謝辞を。

　本巻でも美麗で可愛いイラストで物語を彩ってくださったこちもさん。引き続き担当してくださった編集のＫさん。最高のコミカライズを成し遂げてくださった濃口ｋｉｋｉさん。先輩でありライバルの十じゆう一いち屋や翠すいさん。その他編集部の皆さん、デザイナーさん。校閲さん。営業さん。書店員の皆さん。ァァアアンド、ユー！

　本当にお世話になりました！　次巻でまたお会いしましょう！　ではではー！


二〇一八年一月　犬魔人　拝　
















魔狼たちが見てる









　まだ夜も明けきらぬ暗い森を、ランタンを片手に歩く集団があった。

　彼らはギルド所属のＡ級冒険者パーティ『曙しよ光こうの剣』の面々だ。全員が真剣な面持ちで、縦列を組んで森を進んでいく。

　彼らの任務は、この深い森を抜けた先、霊峰の麓で発生した魔力異常の調査だ。

　その足取りはせわしなく、休憩もなしに先を急いでいる。

　そして、そんな彼らを遠くの崖から見下ろす、幾十もの輝く瞳があった。

　ギラつく瞳の正体は、大きな月を背後にした、恐ろしい魔狼の群れだった。

　先頭に立つ、闇より深い毛並みの黒狼が一吠えする。

「ガウ（……皆、我らが王、ロウタ様より賜りしお言葉は覚えているな？）」

「「「ガウッ！（ははっ！　しかと！）」」」」

「ガウ（よろしい。王はあの者らが無事に森を抜けることをお望みだ。なぜ憎き人間を森へ踏み入れさせるのか、その理由を我々が知る必要はない。王の御心は我らごときが慮ってよいものではないからだ。我らは絶対なる王のご命令に粛々と従うのみ。王が死ねと言えば死に、殺せと言えば殺す。それが我ら魔狼族の誇りだ）」

「「「ガウッ！（ははっ！）」」」」

「ガウ（ならば、我らのなすべき事は一つ）」

　黒狼は一度目を閉じ、かっと見開く。

「ガウ！（各氏族より集まりし、勇敢なる猛者たちよ！　各々の絶技をもって、障害の一切を取り除くのだ！　一切の姿を見せず、一切の音を立てず、守られているという自覚すら抱かせずに人間どもを守って見せよ！）」

「「「ガウガウガウ！（王よ！　王よ！　我らが心臓は、貴方のために！）」」」

「ガウ！（散さんッ！）」

　黒狼の鋭い号令で、魔狼たちがその場から搔き消える。

「ガウ……！（王よ、我らに課せられた使命、十全に果たして見せましょうぞ……！）」

　黒狼は母たる月を見上げ、成果を待つ王のために決意を固くするのだった。




　魔狼族の働きは、それは凄まじいものだった。

　冒険者の半径百歩以内に存在する魔物は、一匹逃さず始末された。

　凶悪なトロルが一瞬で頭をねじ切られ、地面に倒れるより早く、死体を持ち去られる。

　地中に隠れて待ち構えるローパーが、一斉に掘り返されて咬み殺される。

　木の上から狙っていたガルーダが、枝を蹴って跳躍した狼の牙に首を切り裂かれる。

　見事なまでの静音狩猟である。獲物に悲鳴一つ上げさせることなく、魔狼の狩りは行われた。

　死体や血の跡すら現場には残っていない。闇の中を音もなく駆ける彼らを見つけられるものなど存在しないだろう。魔狼たちは目にもとまらぬ速度で露払いを済ませていく。

　冒険者たちの安全は、完璧なまでに守られていた。

　進む先だけではない。常時十匹以上の魔狼が彼らを取り囲み、危険がないか見張っている。

　世界中を探しても、これほどの警護は存在しないだろう。

「ガウ（うむ、見事な働きぶりだ。王もお喜びになることだろう）」

　魔狼たちの成果に、黒狼は満足げにうなずいた。

　しかし何故だろう。

　こうやって、ありとあらゆる危険を取り除いてやっているのに、何故か冒険者たちは怯えた様子で前に進んでいた。

　最初の颯爽とした足取りが見る影もない。額には脂汗がにじみ、目には疲労も浮かんでいる。

　武器に手をかけ、せわしなく当たりを見渡し、まるで姿の見えない恐ろしい敵を探し出そうとしているように見える。

「ガウ……（まったく……。疑心暗鬼にもほどがある。人間どもの軟弱さと言ったら困ったものだ……）」

　これほどたくさんの護衛に囲まれて、いったい何に怯えているのか。貴様らの障害となるものは、我ら魔狼族がすべて取り除いているというのに。

　冒険者たちの怯えている原因が、よもや自分たちにあるとは思わない魔狼たちは首をかしげるばかりだった。

「ガウガウ（やれやれ、軟弱な人間どもを安心させるには、この数の護衛では足りないようだ。何名か各氏族から増員を集めてくれ）」

　黒狼の指示を聞いて、狼の何頭かが音もなく護衛を離れる。

　守りをさらに厳重に固めれば、人間どもも安心して進めるようになるだろう。

　黒狼は自らの案に間違いはないと確信して、森の茂みから冒険者たちを見守るのだった。

　じーっ、と。
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